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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグその１　十二年前　～リバース・デイ～







「ゆうきちゃんって、お人形さんみたいだね」

　いきなりそんなふうに私に声をかけてきたのは、同じ道場に入門してきた女の子でした。

　未み至し磨ま抗こう限げん流りゆうという護身術の道場の門下生はこれまで私一人だけで、義か母あさんが師範である未至磨ツネヨさんの知り合いだからという理由で、無理矢理入門させられたのです。私は本当は護身術なんて習いたくありませんでした。義と父うさんは、「悠ゆう紀きは可愛かわいいから悪い人に襲おそわれるかもしれない」と言うのですが、悪い人に襲われたときの対処法なんて簡単です。運命だと思って諦あきらめればいいのです。どうせ私の人生なんて路ろ傍ぼうの石ころ同然で、世界にとって何の価値もないのですから。でもいちいち義母さんの言うことに反抗するのもめんどくさいので、大人おとなしく道場に通っていました。幸い、ツネヨ師匠は放任主義で滅めつ多たに姿を見せなかったので、私はいつも道場の隅っこに座って本を読んでいました。ニーチェは面白いです。彼の本自体は死ぬほどつまらないのですが、無駄なことばっかり考え続けた挙げ句だんだん発狂していくさまがとても滑こつ稽けいです。神が死のうが生きようがどうでもいいじゃないですか。

　私が入門して一ヶ月くらい経たったその日に道場に入ってきたその子は白しら咲さき深み春はるという名前で、私と同じく親がツネヨ師匠の知り合いらしいです。別にどうでも良かったので、私は彼女を無視して本を読んでいました。彼女はしばらく一人で道場の畳の上で飛んだり跳ねたりしていましたが、やがてじーっと私の方を見つめてきました。私は当然無視していました。するといきなり、彼女は私のことを人形呼ばわりしてきたのでした。

「……人形、ですか？」

　仕方なく顔を上げ、私は白咲さんに聞き返しました。彼女は笑顔で大きく頷うなずきました。私はその笑顔を、とてもバカっぽいと思いました。そこらへんにいる愚かな同世代のガキどもと同じです。私はあのド腐れ脳のう味み噌そどものことがとても嫌いでした。

「うん。だってずーっとつまらなそうにしてるんだもん。せっかく可愛いのに」

　余計なお世話です。意味もなくヘラヘラ笑ってばかりいる低能な輩やからが世の中には数多くいますが、どうやら彼女もその類たぐいの、相手にする価値のない愚民の一人だと判断し、私は視線を再び本に戻しました。すると彼女は、あろうことか私の手から本を奪ったのです。

「なにをするのですか？」と私は穏やかに尋ねました。もちろん怒ってなどいません。この程度の相手に感情を剝むき出しにして怒るなど、自らを貶おとしめるのと同義ですからね。

「ねっ、本なんかよりお屋敷を探検しようよ」

　道場は未至磨ツネヨ師匠の広い邸宅の一角にあり、この屋敷には他ほかにも様々な設備があります。豪邸というやつです。きっと何かあくどいことをして儲もうけたに違いありません。

「くだらないですね。探検したいなら一人でどうぞ。本を返してください」と私は言いました。すると白咲さんは、下品にも「あっかんべー」をして、あろうことか私の大事な本を持ったまま道場から走って出て行ってしまいました。やれやれです。どうやら彼女には少々教育的措そ置ちが必要なようです。こう見えて、私は足が速く、運動神経もきわめて良好です。そのうえ頭脳明めい晰せきで、容姿もそれなりのものです。まさに文武両道の才色兼備。これはべつに自慢ではなくただの事実確認なのですが、ともあれ、愚か者に身の程というものを教えてさしあげるには十分なステータスを私は備えているということです。

　私は逃げていく白しら咲さきさんを追跡しました。しかしなんということでしょう、白咲さんは私の駿しゆん足そくをもってしても追いつけないような速度で長い廊下を走っていきます。きっと彼女は体力だけが取り柄で勉強が全然ダメで運動会のときだけ見せ場が与えられるような子に違いありません。そんな人の相手をするのは不毛なので、私は追跡をあきらめました。

　しかし。私が追いかけるのをやめたのを見た白咲さんは、今度はＵターンして私の方に戻ってきました。そして、「あちょーっ！」そんなバカ丸出しの声とともに、見事なフォームで跳び蹴げりをかましてきました。信じられません。スカートの下からぱんつが見えています。なんということでしょう。何な故ぜなら未み至し磨ま抗こう限げん流りゆうの修行は普段着で行われるのです。

　がつんっ！

　かろうじて蹴りを受け止めた私の腕に、鋭い衝撃が走りました。いちごのハートパンツなんてこの世から滅ほろんでしまえばいいと私は思いました。邪神の生いけ贄にえに捧ささげてやります。

「うううー」

「あ、ごめん。ちょっと強くやりすぎちゃったかも。痛かった？」

　涙目になる私に、白咲さんがさも心配そうな素振りで言いました。いけしゃあしゃあと。

「ぅがうーっ！」

　許せません。殺してやります。刺殺して殴おう殺さつして圧殺して絞こう殺さつして扼やく殺さつして轢れき殺さつして斬ざん殺さつして銃殺して惨ざん殺さつして誅ちゆう殺さつして虐ぎやく殺さつして暗殺して謀殺して毒殺して薬殺して滅殺して封殺してやります。おっと、封殺は野球用語でした。とにかく、私は彼女につかみかかりました。殴なぐりかかりました。蹴りかかりました。突っかかりました。しかし白咲さんもやられたままではありませんでした。一体どういう教育を受けてきたのか、五歳の女の子とは思えないダーティーな暴力を繰り出します。こんな子がいるなんて、まったく世も末です。

　気付けば、私と彼女は師匠の家の庭で泥だらけになっていました。疲れ果ててへとへとです。そこでいきなり、「あはっ」と彼女が笑いました。「何がおかしいのですか」と私が尋ねると、「やっぱり友情を深めるには拳こぶしで語り合うのが一番だねっ」と言いました。「そんなのは少年漫画の世界です」と私は言いました。すると彼女は、何故か嬉うれしそうな顔をしました。きっと脳の具合が悪いのでしょう。可哀かわい想そうに。「ゆうきちゃん、今、笑った！」「笑ってなどいません。むしろきわめて不愉快です」「笑ったよー」「笑ってないです」「笑ったってば！」「た、多少は笑ったかもしれません」「ほらー」と言って白咲さんはまた大笑いしました。私もつられるように笑ってしまいました。不思議と楽しい気持ちでした。

　こどもって単純ね、と私は思いました。自分のことなのですが。やれやれです。








暫定的本編Ａ　日常編







　僕が伊い呂ろ波は先輩と初めて出会ったのは、今から半年ほど前──つまり、深み春はるが交通事故で死んだときのことである。

　去る五月初旬の某日、僕の幼おさな馴な染じみであり実は母親が違う姉でもある白しら咲さき深春（享年十六歳）は、屋上というベタベタな場所で僕に対して好きです付き合ってくださいと告白した三分後にトラックに撥はねられて内臓と脳のう漿しようと鮮血をまき散らして死んだ。

　死んだあとゴーストになったので厳密に生きているか死んでいるかと問われるとその解釈は人により様々なのだが、少なくとも法律上は「死亡」扱いであり、ついでに言うとトラックの運転手は「業務上過失致死」で逮捕だ。べつにどうでもいいのでその運転手の顔も名前も知らないけど。

　ともあれ、死者に対しては葬式をするのがならわしであり、深春の告別式は深春の叔父である白咲幸ゆき信のぶ氏を喪主として、深春の死後三日後に行われた。参列者は同級生や深春の友達などをはじめとしてそこそこ多かったのだが、当の深春がゴーストとして元気いっぱいにふるまっているため、悲しみよりも戸惑いの表情を浮かべている人が大半だった。僕もまた、どんな顔して葬式に出ればいいのか分からなかったうちの一人で、本来なら故人の「恋人」として真っ先に焼香をすべきだったのだろうが、どうしても会場（深春の家だ）に入ることが出来なかった。

　だから僕はその日、雲一つない、アホみたいに晴れ渡った空の下、世界が平和だと錯覚しそうになるくらいの心地良い陽気の中、一人で深春の家の近くの公園のベンチに座ってぼーっとしていたのだった。

　なんか成り行きで付き合うことになっちゃったけど、ゴーストとじゃあんなこともこんなことも出来ないからどうしよう、性欲をもてあますなあとか。（ちなみにゴーストとは、三年ほど前からこの世界で発生するようになった、幽霊みたいなものである。誰だれの目にも見えて会話することも可能なのだが、特殊な人間でないと触ることはできない。）

　あとは秋あき奈なさん──深春の母親、白咲秋奈さんとはあんまり会いたくないなあとか。

　そんな思考をぼんやりと垂れ流しながら。

　そんな不安にのんびりと身を委ゆだねながら。

　彼女が僕に声を掛けてきたのは、そのときだった。




「────キミ、白咲深春君の関係者だね？　ならば少々尋ねたいのだが」




　妙に芝しば居いがかった、本当はもっと可愛かわいらしい声なのに無理矢理低めの声を出しているような声に振り向くと、そこには一人の少女が立っていた。

　年は僕や深春と同じくらい。背はだいたい僕と同じくらい。外側にピンとはねたセミロングの髪が、なんとなくトリっぽい。わりと童顔なのだが、目つきはちょっと悪い。

　また、春だというのにトレンチコートを着ていて、手にはパイプを持っている。なんというかその……《名探偵》シャーロック・ホームズを思わせるなりをした美少女だった。……ともあれ、かなり不自然な格好の人だった。コスプレでもしているのだろうか。

「私の名は、尾お張わり伊い呂ろ波はという」

　僕が尋ねる前に、彼女は自分から名乗った。もちろん心当たりはない。変わった名前だな、とは思ったけど。終わりおわりと始まりいろはか。

「年は十七。星座は水みず瓶がめ座ざ。血液型はＯ型、好きな動物はフクロウ。遠とお夜や東ひがし高校で三年生をやっている」

「……はあ。そうですか。……僕は久く遠どう悠ゆう紀きです。二年です」

　厄介ごとの気配を感じつつ、僕は答えた。正直、彼女の年やプロフィールなんかよりも、なんで春なのにそんな格好をしているのかということの方が気になったのだが。……もしかすると、春なのにではなく春だからかもしれない。春先はおかしな人が増えるって言うし。僕がそんな失礼なことを考えていると、彼女は再び口を開いた。

「ところで私は、先日の遠夜東高校二年、白しら咲さき深み春はる嬢が死亡した件について調べている」












「…………はあ」

　それはまた随分と酔狂なことで。

　……だが、次に尾張伊呂波（一応『先輩』をつけておこう）と名乗った彼女の言った台詞せりふに、僕は驚いた。




「白しら咲さき深み春はるは事故で死んだのではなく殺されたのだ。つまりこれは殺人事件だ──」




「……え!?」

　なんだって……？　殺人事件……？　深春が……殺された？

　あの事故は、トラックの運転手の不注意が８で、深春の不注意が２くらいの典型的な交通事故であるという結論が警察でも出ている。

　それが……実は深春は殺されただって？　事故ではなく？　どういうことだ？　僕は緊張を孕はらんだ眼まな差ざしで、伊い呂ろ波は先輩の顔をまじまじと見た。




「──ったらいいなあと思っている」




「…………。……はあ？」

　頓とん狂きような声を上げる僕。伊呂波先輩は再度、真面目まじめな顔で言う。

「殺人事件だったらいいなあ、と思っている」

「…………」

「……なにかねその目は」

「いいえ別に。それじゃ僕はこれで」

「待ちたまえ」

　アホらしくなって彼女に背を向けてさっさと立ち去ろうとすると、腕をつかまれた。

「……。なんなんですか」

「白咲深春君について知っていることを、どんな些さ細さいなことでもいいから教えてくれたまえ。それが隠された真実をあばくヒントになるかもしれないのだ」

　大真面目な顔で言う先輩に、僕はちょっと……いや、かなり引いた。

「あのですね、えーと、尾お張わり先輩」

「伊呂波ちゃんと呼んでくれて構わないよ」

「伊呂波先輩」

「うむ」

「……深春が死んだ件については、警察の調査で完全に事故だって結論が出てるんです。ドライバーと深春に関係は一いつ切さいないし、深春自身だって『舞い上がってたせいでトラックに気付かなかったから避よけられなかった。そうじゃなかったら避けられた』って言っていますし」

　僕はさらに、少し皮肉っぽい笑みを浮かべて言う。

「……蝶ちようネクタイ型麻酔銃遣いの少年探偵やじっちゃんの名を勝手に賭かける高校生の事件簿じゃあるまいし、殺人事件なんてものがそうゴロゴロしてるわけないじゃないですか」

　……近いうちにデパートでテロに巻き込まれたり修学旅行でテロに巻き込まれたり北海道で暗殺者に命を狙ねらわれたりすることを、このときの僕はまだ知らなかった。

「……そう……なんだよねえ……」そう言った先輩の声は、不思議なほど切実な色を帯びていた。「……殺人事件なんて起こるわけがない……少なくとも私の身近では。しかしねキミ、久く遠どう悠ゆう紀き君。だからこそ、探すのだよ。求めるのだよ。非日常を。この退屈きわまる平穏な日常から抜け出すための鍵かぎを。日常の扉を破壊するような暴力を。窮きゆう屈くつきわまる安穏な世界を踏みにじる惨さん劇げきを。私は探し続けているのだ」

　その言い回しは実に芝しば居いがかっていてわざとらしかったのだが、その奥にはどことなく芝居ではない「本気」の色があるような気がして──正直、僕はこの人が怖いと思った。

　そんな僕の内心を知ってか知らずか、先輩はニヤリと笑い、問いかけた。

「……と、いうわけだ、久遠悠紀君。何か知っていることがあれば──包み隠さず話してくれたまえ」





　　　　☆






　……それがこの僕、《墓穴掘り人形》久遠悠紀と、《名探偵アダルトチルドレン》尾お張わり伊い呂ろ波はとの出会いだった。わりと嫌な感じの出会いだと思う。

　……あとで聞いた話によれば、伊呂波先輩は昔、本気で『正義の名探偵』とかいうものを目指していたらしい。そして今でも、今回みたいに珍しい事件（全国的に見れば交通事故など珍しくもなんともないのだが、それが自分の通っている学校でとなるとやはりそうあることではない）が起きると、あれこれ関係者に話を聞いて回ったりしているとか。

　ちなみに、僕に一通りの質問（例えばアリバイとか。どうやら僕は犯人候補ナンバーワンだったらしい）をしたあと、先輩は迷惑にも他ほかの葬式参列者にもあれこれ質問していたようだったが、結局、深み春はるが殺されたという証拠は一いつ切さい見つからなかった。状況証拠も物証も証言も何もない。……まあ、当たり前だ。素人しろうとが捜査して新しく何かが見つかるようなら、警察なんていらない。

　その尾張伊呂波先輩から、僕と深春は演劇部の部室に呼び出された。

　季節は秋──夏休みが終わり、二学期が始まってから二ヶ月ほどが経過した、十月下旬のことである。初めて伊呂波先輩と出会ってから、五ヶ月ほど経たっている。

　伊呂波先輩は演劇部の部長だ。古来よりああいった探偵の真ま似ね事ごとをするような迷惑な手合いはミステリ研究会と相場が決まっているのだが、伊呂波先輩はべつにミステリマニアというわけでもないらしい。今までも、廊下などで先輩と顔を合わせるたびに、僕は演劇部に勧誘されていた。どうやら気に入られてしまったようだ。迷惑なことに。

「……なあ、そういや深春って、伊呂波先輩と知り合いなのか？」

　部室へ向かう僕の横をふわふわと浮かんでいる深春に、僕は尋ねた。

「んー。何度か話したことはあるよ。ボクのお葬式のときに知り合ったの」

「……あっそう」

　どうやら先輩は、死亡した当人にまで聞き込みをしていたようだ。殺人事件の被害者にインタビューする名探偵なんて聞いたことがない。《死体に聞け》ならぬ《幽霊に聞け》といったところか。ミステリとしては邪道もいいとこだ。ま、どうでもいいけどさ。

「伊い呂ろ波は先輩、何の用なんだろうね」

「……さあね。なんとなく嫌な予感がするから、呼び出しなんて無視してさっさと帰りたい気持ちでいっぱいだけど。今日は『新鮮グミ！』のＤＶＤボックスが届く予定だし」

　普段よりずっと慌あわただしい──善よく言えば活気がある──学校の廊下を歩きながら、僕は言った。

　何な故ぜ慌ただしいかというと、今、ここ遠とお夜や東ひがし高校は学園祭を一週間後に控えていて、生徒達はその準備で大忙しだからだ。

　廊下には椅い子すや机、木材、ペンキの缶、書きかけの看板やポスター、作りかけのコスプレ衣装（カボチャ頭やら黒いマントやらメイド服やら魔法少女っぽいフリフリスカートやら……恐らく演劇やお化け屋敷で使うものだと思われるのだが、リアル魔法少女はやめてほしいと思う。メイドさんは歓迎。あとウェイトレスとスク水も）などが散乱し、ある種の異世界じみた空間が形成されている。

　幸いにして僕たちのクラスは協調性皆無のため、クラスで何かの出し物をやるということはない。だから僕も基本的に文化祭までは暇だ。それはそれで結構なことなのだが、しかしこうしてみんなで団結して何か一つのことを成し遂げようとする高校生たちの姿を見ると、なんだか羨うらやましくなるような気がしなくもない。多分、気のせいだけど。

「学園祭、楽しみだねっ、悠ゆう紀き」

　深み春はるが腕を組むような真ま似ねをしながら、僕に言った。

「……まあ、それなりには」

「一緒に回ろうね、学園祭」

　そんなことを話しながら、僕たちは体育館へと通じる廊下にいくつもの部室が並んだ一角、通称『部室長屋』にある、『演劇部』というプレートのついた部屋にたどり着いた。





　　　　☆






　演劇部の部室は、さすが演劇部だけあって色んなものが置いてある。部屋の面積は長屋にある他ほかの部活の部室の二倍の広さがあるのだが、大道具や小道具、衣装などが部屋の半分以上を圧迫しているためかなり手狭だ。

　部屋の中心には円形の大きなテーブルが置かれており、それを囲んで五人の人間が座っている。

　尾お張わり伊呂波先輩は、僕たちから見て一番奥の席に座っていた。

　その右隣に座っている、黒髪で黒縁眼鏡めがねで瘦やせぎすで目つきが鋭い、いかにも頭が良くて性格が悪そうな人が演劇部副部長の奈な多た彰あき人ひと先輩。

　左隣に座っている、どう見ても高校生くらいにしか見えない童顔のスーツ姿の女性が、演劇部顧こ問もんの舞まい坂さか霧きり子こ先生。彼女は陸上部の顧問でもあるのだが、人に頼まれるとノーとは言えない性格のため演劇部顧問も押しつけられたらしい。常にテンパっている印象があることから、生徒達には《キリキリマイ》というニックネームで呼ばれている。あまりにピッタリのため、僕が趣味で付けている脳内二つ名もそれで確定だった。

　奈多先輩の隣に座っているのが、一年生で演劇部員の風かざ原はら夏なつ樹き君。名前だけ聞くとまるで清せい楚そなお嬢様のようだが、性別は男で、しかもその外見は髪を赤く染め、しかも今どきリーゼント（頭にフランスパンをのっけたような、ヘアスプレーを大量に使用して重力に逆らったスペースノイド的髪型）という気合いの入ったワルぶりだ。古き良き時代のツッパリといった感じだが、よく見るとちょっと童顔で可愛かわいい気もする。

　以上四人が遠とお夜や東ひがし高校演劇部のメンバーである。本当はあと五人ほど部員がいる筈はずだが、この場には姿が見えない。

　そして、舞坂先生の隣に座っている最後の一人は、演劇部員ではなかった。

「あれ？　ひかりちゃん？」

　深み春はるが怪け訝げんな顔をして彼女の名前を呼んだ。黒髪の、ちょっとお嬢様っぽい外見の美少女。両手につけたリストバンドが地味めな印象にアクセントを与えている、着こなし上手のオシャレさん……ということにしておいてくださいお願いします。

　ひかりちゃんは僕たちの方を見ると、何な故ぜかちょっと怯おびえたような顔をした。

　と、そのとき、

「来たな、久く遠どう悠ゆう紀き君、白しら咲さき深春君。君たちをここへ呼んだ理由は既に察しがついていると思うが──ああと、その前に部屋の鍵かぎを閉めてくれないか。一応、それが演劇部のルールなのでね」

　伊い呂ろ波は先輩が肘ひじをテーブルにつき手を組んでその上に顎あごを乗せ、尊大に言った。

「……いや、察しなんてまったくついてないですけど」

　部室の扉の鍵を閉めながら僕が言うと、伊呂波先輩は落ち着き払った様子で、

「では、ついていると仮定した上で話を進めよう」

「仮定して進められても……」

　……まあ、本当のところ、察しはついていたりする。この時期に演劇部に呼び出される理由なんて、簡単に推測できる。

「やっぱり学園祭のことですか？」

　僕と同じことを考えていたらしい深春が、伊呂波先輩に尋ねた。先輩は鷹おう揚ように頷うなずく。

「うむ。その通りだ。ここにいる人間以外のメンバーがみんな、クラスの出し物のために抜けてしまってね。どうしてもキャストが足りないのだよ」

　……わーい、嫌な予感的中。

「で、僕たちに劇に参加しろと？　……先輩、何度も言ったように、僕にはお芝しば居いなんてできませんよ。生まれてこのかた演技なんてやったこともないし、『久く遠どうさんは正直者すぎるから演技には向いてない』ってよく言われます」

「そ、そんなの噓うそです────っ!!」

　机をばんっと叩たたいて即座にツッコミを入れてきたのは、紀き史し元もとひかりちゃんだった。彼女の声を聞くのは久しぶりだ。彼女は怒ど濤とうの勢いでまくしたてる。

「せ、先輩に演技ができないわけないじゃないですかああ！　むしろ先輩の半分は演技で出来ています！　いえ、どちらかというと演技がメインで本音が一割弱！　騙だました人間は数知れず、命がかかっているようなときだって平然と噓を吐ついちゃう驚きよう愕がく超ド級変態噓吐きセクハラガール！　それが先輩なのです！　なのだと思います！　わ、私を含めて学校中の人間に性別を偽いつわっていたこと、忘れたとは言わせませんんん!!」

「……むう」

　久々に登場したネガティブ電波少女の後輩は、何な故ぜかちょっぴり僕に対して反抗的だった。以前は学校にお弁当を作ってきてくれるほど甲か斐い甲が斐いしかったのに。紀史元ひかりちゃん、可愛かわいかったあの頃ころの君に戻ってくれ。……戻られたらそれはそれで困るが。

　ちなみに僕は、夏休みが終わってから女の子として学校に登校している。もともと、誰だれかにバレるまでという期限で始めた男の真ま似ねだ。特にこだわりはない。スカートにはまだ慣れないけど。

　髪もちょっと伸ばして、今は伊い呂ろ波は先輩と同じくらいのセミロング。夏休み明けの初めてのホームルームで僕が「普通の女の子に戻ります」と言ったとき、クラスのみんなはとても温かく迎えてくれた。クラス委員の一いちノの瀬せさんなどは、感激のあまり涙を流して卒倒してしまったくらいだ。

「まあ、それはともかく」

　僕は誤ご魔ま化かそうとした。が、

「ああー！　先輩いま誤魔化そうとしましたね!?　痛いとこを突かれて誤魔化そうとしてますね!?　せ、先輩はいつもそうです！　都合の悪いことは誤魔化してばっかりの墓穴掘りまくり人生です！　そ、それとも誤魔化すのは私だからですか!?　私だから無視するんですか!?　私なんて所しよ詮せん先輩にとっては何の価値もないゴミ虫だってことですか!?　虫だけに無視ですかっ!?　し、死にます！　私死にます死んでやります！」

　……ひかりちゃんは誤魔化されてくれなかった。鬱うつ陶とうしいなあもう。

　と、そのとき。

「だ、駄目！　死んでは駄目よ紀史元さん！」

　ばしーん！

「あひっ!?」

　隠し持っていたバタフライナイフの切っ先を喉のどに向けたひかりちゃんの頰ほおを思い切りぐーでぶん殴なぐったのは、隣にいた舞まい坂さか先生だった。ちょっと殴る角度が違っていたらひかりちゃん、多分死んでた。「なんてことしやがる」みたいな顔をして殴られた頰を押さえながら自分を見つめるひかりちゃんに対して、先生は身振り手振りを交えた大おお仰ぎような仕草で語りかける。じつに演技くさい。さすが演劇部顧こ問もん。

「いいこと紀き史し元もとさん、自分に価値がないなんて言っちゃだめよ！　たとえ久く遠どう君にとってあなたがゴミ虫でウジ虫でヘタレクソ虫で薄汚れたゴキブリ以下の超下等生命体で存在価値が皆無どころかむしろ不愉快になるだけのマイナス生命体であったとしても」「……うぅー……そこまでは言ってないです……（ひかりちゃんのツッコミ）」「この世界のどこかには、紀史元さんを必要としてくれる人がどこかにいる筈はずよ。そう──たとえば私とか」

「せ、先生……!?」

　ひかりちゃんがハッとした顔で先生を見る。

「ええ。あなたがここで死ぬと私の責任問題になってしまうわ。だから生きて、紀史元ひかりさん……！」

　とても誠実な口調の割に誠意などさっぱり感じられない台詞せりふを先生は吐く。

「……それに紀史元さん、あなたは自分のことを不幸だと思っているかもしれないけれど、世の中にはもっと不幸な人がたくさんいるのよ。たとえば私とか」

「き、霧きり子こ先生……」

「手のかからない子ばっかりだって言うから陸上部の顧問になったのにエースの白しら咲さきさんが死んで成績もガタ落ちだしあなたみたいな問題児がいつの間にかマネージャーになっちゃうし部長の一いちノの瀬せ可か夜よ子こさんも最近素行が乱れ気味だし……そのうえさらに問題児だらけの演劇部の顧問まで押しつけられて……もう先生、本当に死にたくなってきたわ……紀史元さん、ちょっとそのナイフ貸してくれない？」

「だ、駄目です、死んじゃ駄目ですよ霧子先生！」

　ナイフを奪って自殺しようとする舞まい坂さか先生を必死で止めようとするひかりちゃん。……珍しい構図だ。

「生きていれば楽しいことだってたくさんあります、つらいことだってたくさんあるけど大丈夫、きっと神様は見ていてくれます！　見てるだけですけど！」

「そうね……でも神様というのは天国にいるのだから、さっさと死んで会いに行った方が効率が良いのではないかしら」

「な、なるほど……その手がありましたか！　さすが先生、頭いーです……！」

「うふふ、やあねえ紀史元さん、褒ほめても何も出ないわ。それに私の頭が良いんじゃなくてあなたの頭が悪いのよ。それから性格も。それじゃ紀史元さん、一緒に……」

「なんだかすごい暴言を吐かれた気がしますけど……気にしたら負けですよね人生って。気にしないのも負け気にしても負け、何をしても負け負け負け負け！　こうなったらこれ以上負けが込む前に戦線離脱です！　喜んで天国までお供します先生！　一緒に天使さんになりましょう！　一人なら困難な道のりでも、二人ならきっと乗り越えられます！」

「紀史元さん！　そう、そうよその通りなのよ！」

「霧子先生……私たち、もうゴールしてもいいですよね？」

　……何な故ぜかひかりちゃんと舞まい坂さか先生は二人手を取り合い、一緒に心中することで合意してしまった。話の展開が早すぎて僕にはついていけない。

「……深み春はる。とりあえず任せた」

「おっけー」

　言うが早いか、深春はひかりちゃんに接近。深春の手が一瞬ブレた、と僕が認識した次の瞬間には「はふんっ!?」当て身を食らわされたひかりちゃんが気絶する。ひかりちゃんは《ゴーストに触れる》という特異体質を持っており、それは逆に《ゴーストがひかりちゃんに触れる》ということでもあるのだ。

　さらに深春は続けて、気を失ったひかりちゃんの腕を操って舞坂先生の首に軽く一撃を打ち込む。「はにゃーん？」先生、撃沈。……なるほど。ひかりちゃんを操れば、深春は誰だれかに物理攻撃を加えることも可能なのか。……気をつけよう。

　三秒とかからず二人を物理的に黙らせた深春が、再びふわりと僕のもとに戻ってくる。

　さすが深春、《愛と平和の使者》の名は伊だ達てではない（僕が勝手に呼んでいるだけだけど）。……ヒロインとしては激しく間違っているが。

「はいっ、武力制圧完了でありまーす」

「ご苦労さんであります」

　戦せん慄りつを感じつつ、とりあえず、僕はそう言っておいた。




「……さて、三文芝しば居いはそのくらいにしておいてもらいましょうか」




　感情を感じさせない冷たい声を放ったのは、これまで眉まゆ一つ動かさずひかりちゃんと舞坂先生の爆笑（ただし九割が失笑）漫才を見ていた副部長の奈な多た先輩だった。伊い呂ろ波は先輩に演劇部に無理矢理連れてこられたときに何度か話したことはあるけど……僕は正直、この人が苦手だった。性格が悪いのはともかく、ノリが悪いのはいただけない。

「白しら咲さき深春さんとは初めましてになりますか。僕は三年の奈多彰あき人ひと。今回の演劇では脚本を担当しています。よろしく。久く遠どう悠ゆう紀き君もよろしく」

「……はあ、よろしく──って、だから僕はまだ一言も引き受けるなんて言ってな」

「無論、ただとは言わないよ」

　反論する僕の言葉を遮さえぎり、伊呂波先輩が言った。

「もしも演劇に協力してくれるのなら、何でも言うことを聞いてあげよう。ちなみに、紀き史し元もとひかり君は舞坂先生に英語の単位をおまけしてもらうことで手を打ってくれたよ」

「国語の臨時講師の舞坂先生がどうして英語の単位を自由に出来るんですか？」

「それはともかく」

「うわ誤ご魔ま化かしやがった。つまり騙だましてるんですねひかりちゃんを」

「……少なくともこの私は、舞坂先生のように噓うそは吐つかないよ。何でも言ってくれたまえ」

「…………何でも、ですか……。ちなみに、聞くだけ聞いて『はい、聞いた』というのもナシですよ？」

「……おお、そういえばその手があったか」おいおい。「……安心したまえ、私はそんな姑こ息そくなことはしないよ。私に出来ることなら何でもしようではないか」

　…………うーん……。少し考える。なんでも、ね……。簡単にそんなことを言っちゃっていいのかな……。……うん、ここはやはり、絶対に断られるような無茶な要求をして、交渉を決裂させるのがセオリーだろう。

「……そうですねえ…………」

　僕は少し間をおき考えるフリをして、意地悪な笑みを浮かべ、

「──だったら、先輩のカラダを好きなようにさせてください」

「よし。では交渉成立だ。好きなようにしたまえ」

「はいいっ!?　ちょ、ちょっと待ってくださいよ先輩！　僕は女なんですよ!?　男でも問題ですけど！」

　あっさりと即答で承認しやがった伊い呂ろ波は先輩に、僕はびびる。

「それがどうかしたのかね。身体からだ一つで君たちの協力が得られるなら安いものだ。一兆円よこせとか言われていたら私としても困ったが。ほら、好きなだけ好きなようにしたまえ」

　片足を机の上に乗せて、挑発的なポーズを取る先輩。スラリとした生足とパンツが剝むき出しになって、奈な多た先輩が眉まゆをひそめ、その隣の風かざ原はら君は頰ほおを赤くして顔を背けた。

「くっ……」

「ほらほら時間が勿もつ体たいないぞ。早くこの私の肢体を美お味いしくいただいてしまいたまえ。あんなところやこんなところをじっくりと気の済むまで愛あい撫ぶしたまえ。キミの自慢のシャイニングフィンガーでもって、この私を気が狂いそうなほどメロディアスに奏でてくれたまえ。それとも、お楽しみはあとにとっておくかね？」

　どうせお前には何も出来ないだろうとタカをくくって強気に出ているわけではない。先輩の目はマジだった。なんて人だ。

「くっ……かくなる上は……」

　逃げよう。僕が決意したそのとき、

「べつにいいじゃない。どうせ暇なんだし。面白そうだから引き受けようよ」

　深み春はるが言った。……まあ、たしかに暇だけど。

「でもなあ……めんどくさいし……。そもそも学園祭まであと一週間しかないじゃないですか。間に合うんですか？」

「間に合わせるさ」

　またしても真顔で言う伊呂波先輩。この自信は一体どこから湧わいてくるのだろう。

「……ちぇっ、どうせこうなるとは思ってたんだよなあ……」

　仕方なく。不承不承。僕は憮ぶ然ぜんとした顔で、「……引き受けます」と答えた。

　すると先輩は、ちょっと子供っぽい、じつに魅力的な笑顔を浮かべた。

「おお、ありがとう久く遠どう君、白しら咲さき君。それでは早速劇の題目を説明しよう。あ、その前に約束を果たさねばなるまいな。ほら、久く遠どう君、取り急ぎ私の身体からだをキミの好きなようにいじくりまわしてくれたまえ」

　……制服まで脱ごうとする先輩に僕は疲労感を覚え、「……結構です。報ほう酬しゆうはあなたの笑顔で十分です」と調子のいいことを言って断った。





　　　　☆






　奈な多た先輩が脚本を書いたという演劇の題目は、『リアル白雪姫』といった。

　モチーフとなっているのは名前の通り童話『白雪姫』なのだが、その内容はもはや童話の色などカケラも残っていない殺さつ伐ばつとした内容である。

　まず、白雪姫が王妃に城を追放され、七人のこびとが住む小屋へとやってくる。ここまでは原作と同じ。

　だが、《真実の鏡》に白雪姫が世界で一番美しいと告げられた王妃は、こびとのうちの一人を金で買収し、白雪姫の殺害を命じる。そのこびとは白雪姫を青酸カリで毒殺。眠るわけではなく本当に死ぬ。こびとたちは犯人を突き止めようとするが、犯人は分からない。

　この事件をきっかけに疑心暗鬼に駆られたこびとたちは、互いに骨肉の殺し合いを始める。抗争によりこびとが三人くらい死んだところで、一人の探偵がこびとの小屋にやってくる。探偵は誰だれが白雪姫を殺害したのかを暴あばき、一件落着。

　……ジャンルとしては一応ミステリの部類に入る……らしい。本格的な殺た陣てシーンも登場する娯楽性の高さと、悲劇性に富んだ人間ドラマとの両立がウリ……らしい。

「……むう……」

　脚本を読んだ僕は、思わずうなった。

　もちろん感心しているわけではなく、呆あきれているのである。どこをどう突っ込んでいいのやら判わからない。ひかりちゃんと舞まい坂さか先生を三文芝しば居い呼ばわりしたにもかかわらず、三文芝居もいいとこだった。……いるんだよなあ……自分だって大したことないくせにやたらと他人に対して皮肉を言いたがる奴やつって。たとえば僕とかさ。

「……ねえ悠ゆう紀き。これって笑ってもいいのかな？」

　僕の後ろから脚本を覗のぞき見ていた深み春はるが、こっそり耳打ちしてきた。僕も、もしかしてこの脚本は奈多先輩なりのギャグで、真の脚本は別に用意されているのかとも思ったけれど、どうもその気配はない。

「……とりあえず我慢しておこう」

「……そうだね」

「何か意見がありますか？」

　奈多先輩が、相変わらずの冷たい声で言った。

　意見というか突っ込みたいことは山ほどあったのだが、とりあえず、

「……ここにいる全員が出演するとしても、キャストの数が足りないと思うんですけど」

　登場人物は、白雪姫、王妃、真実の鏡、探偵、こびと×七、そして主人公である探偵の十二人。対してこの場には七人しかいない。

「そのへんは一人二役をこなすしかないだろうね。奈な多た君には演出や監督を、風かざ原はら君には大道具や衣装などの裏方作業を担当してもらうから、キャストは五人。一人が二役か三役やればなんとかなるだろう」

　伊い呂ろ波は先輩が言った。僕はさらに突っ込む。

「……でも七人のこびとと白雪姫が同時に出てくる場面とかはどうするんですか？」

「…………」

　……伊呂波先輩は黙った。おいおい。

「…………」

　奈多先輩に目を向けると、この人も無言で目を逸そらした。

「……無理じゃないですか」

「むむう……」

　よし。この人達がボケていて助かった。これでこんな馬ば鹿かな劇に参加しなくてすむ。僕が安あん堵どしたそのとき、

「ねえ悠ゆう紀き、カヨや紺こん藤どう君も誘ったらどうかな。あと、こびと役だったらくおんちゃんとイリスちゃんも似合いそう。それから吏り架かちゃんも」

　……深み春はるが余計なことを言った。案の定、伊呂波先輩はその言葉を聞き逃さなかった。

「誰だれか他ほかに心当たりがあるのかね!?」

「……まあ、あるといえばありますけど」

「だったら話は早い！　是非ともメンバーを集めてくれたまえ！」

　勢い込んで言う伊呂波先輩に、深春は「おっけーでーす」と気楽な口調で答えたのだった。……ちぇっ。仕方ないなあ……。人数を集めればその分僕の負担も減るだろうし……ま、プラスに考えるとしますか……。





　　　　☆






　劇の台本を貰もらってとりあえず今日のところは解放された僕と深春は、とりあえず手分けしてクラスメートの紺藤数かず馬まと一いちノの瀬せ可か夜よ子こ、神かみ河かわ史し記きを捜すことにした。

　下駄箱を見たら、親しい人間でまだ校内にいるのはこの三人だったからだ。

　学園祭まで時間はほとんどない。出来るだけ急いでメンバーを集める必要があった。

　神河史記はすぐに見つかった。

　中庭の真ん中にある樹きの下で読書をする、浮世離れした印象の白はく皙せきの美男子。同じクール系美少年でも、奈多彰あき人ひと先輩とは大違いのいい奴やつである。僕が女であることを初めて見抜いたのもこの男だ。

「しーきくんっ♥」と僕が（キモい感じで）可愛かわいらしく声をかける。

「うむ」と本から顔も上げず、無表情で淡々と史し記きが返事をする。

「はいこれ。学園祭の台本。明日までに全部覚えてきて」

「む。了解した」やっぱり顔も上げずに台本を受け取る史記。

　そして読書に戻る史記。

　僕は彼を心の底からすごいと思う。

　何も聞かない。何も突っ込まない。そもそも何も考えてないのかもしれない。

　僕にはとてもじゃないけどこんな生き様は真ま似ねできない。真似したくないけど。

　……さて、あとは一いちノの瀬せさんと紺こん藤どうだ。

　二人を捜して学校を徘はい徊かいしていると、二階の職員室の前でばったり二年Ｂ組担任の時とき山やま時雨しぐれ先生に出くわした。

「久く遠どうか。まだ残っていたのか」

　スーツ姿で長身瘦そう軀くの禿とく頭とうの男は、少しだけ訝いぶかしげな顔をして言った。たしかに、学園祭の準備も部活もないのに夕方まで学校に居残っているのは不自然かもしれない。

「あ、はい。学園祭で演劇部の手伝いをすることになっちゃって……」

「そうか」

「はい」

「それじゃ。あ、よかったら先生も出てみます？　キャストが足らなくて困ってたんです」

　僕は最近身につけた女子高生スマイルで冗談めかして言ってみた。

　すると。先生は、真剣に考えこんでしまった。……しまった。この人は冗談が通じる相手じゃなかったんだ。

「……とりあえず、これが台本です。気が向いたら参加してください」

　台本を手渡し、そそくさと立ち去る僕。その後ろから、先生が声をかけてきた。

「久遠」

「はい？」

「かつて、とある偉人がこう言った……。《心の友よ、あなたのものは私のものであり、私のものは私のものである》と」

　……えーと…………。

「……つまり、二人の人間が《友》となったとき、《あなた》と《私》との間の境界は失われる、ということですか？　《あなた》を苦しませるもの、悲しませるもののは、全すべて《私》が引き受けよう、何な故ぜなら我々は友なのだから──」

　僕が適当にデタラメ解釈を述べると、

「……成長したな、久遠」

　先生はニヤリと笑い、職員室の中に入っていった。

　……時山先生が笑ったの、初めて見た……。先生に褒ほめられたのも初めてだ。えへ、ぜんぜん嬉うれしくないや。





　　　　☆






「や、ふぁ……こ、こら……や、声……外に……聞こえ……あふ……」

「大丈夫だって。誰だれも来ねえさ」

「そ、そんぁ…………あ、だめ……だ……」

　校舎の五階の端にある社会科資料室の前を通りかかったところで、部屋の中からそんな声が漏もれ聞こえてきた。学園祭の準備中とはいえ、五階はこうした資料室ばかりのためほとんど人通りがない。それをいいことに高校生にあるまじき不適切な行為を……！

「あふ……ぁ……あ……ンあっ……ダメ、そこ、弱くて、」

　どう考えても喘あえぎ声にしか聞こえないソレは、ますますエスカレートしていく。ああもう、楽しそうでいいですね最近の若者は！　教えておじいさん、他人の幸せってどうしてこうもむかつくの？　それはね、ゆうき、お前が人としてかなり駄目だからだよ。

　……さて、こうした場面に遭そう遇ぐうした場合のマナーとして、ちょっと嫌がらせをしようか。

「だ、め……も、もし人が……あひゃんっ……やめろ、そんなに強く……揉もむ……な……」

「そんなこと言っても……俺おれ、もう止まらねえよ……」

　──コンコン。

『────ッ！』

　扉越しから動揺の気配が伝わってきた。僕はニヤリと笑みつつちょっと声色を変えて、

「こんなところで何をしておるのぢゃ。わしは二年Ｂ組担当の時とき山やま時雨しぐれ先生様ぢゃ。ここを開けなさい、でないとわしのハゲ頭からビームが出るぞ。ほれビーム発射まで秒読み、さーん、にー、いーち、ゼ」

　と。部屋の中から返事が返ってきた。

「あ、せ、先生、一いちノの瀬せです。クラス委員の。少々調べたいことがあり、勝手に入ってしまいました。申し訳ありません。だからビームはご勘弁を」

「い、一ノ瀬さんんっっ!?」

　思わず、僕は素すっ頓とん狂きような声を上げてしまう。

「く、久く遠どう……!?」「久遠ッ!?」

　二つの焦りの声。一つは僕が捜していたクラス委員長の一ノ瀬さん。もう一つの声も、同じく捜していた友人、紺こん藤どう数かず馬まのものだ。こんなところで一体何を……。

　しばらくすると、何な故ぜか慌あわてた様子で何故か一ノ瀬さんと紺藤が何故か一緒に資料室から出てきた。何故か二人とも顔が赤い。何故だろうか。ホントウニ、不思議ＤＥＡＴＨ。

「よ、よお」

「何か用か、久遠」

　何故か平静を装っているのが丸分かりな様子で、二人が言う。

「あ、ああ、うん。学園祭のとき、演劇部で劇をやるんだけどさ、二人にも協力してもらえないかなって」

「も、もちろんだぜ！　親友の頼みだからな！　なあ委員長!?」

「そ、その通りだ紺こん藤どう。では、私たちはこれで」

　何な故ぜか二人は、僕から台本を引ったくるように受け取り、そそくさと去っていった。

　二人が去ったあと、何故か気になった僕は資料室に入って、中を注意深く見回した。

　きっとアニメなんかでよくある、アレげなシーンだと思ったら本当は全然違うというシチュエーションだったに違いないのだ。一緒にプラモデルを作っていたとか、マッサージをしていたとか。そう思っていると、足で何かを踏んづけた。

「…………うへえ」

　そこには。脱ぎたてだと思われるぱんつが落ちていた。黒色のヒモパンだった。……ぱんつを脱いでするマッサージがあることを僕は寡か聞ぶんにして知らなかった。イヤァ勉強ニナルナァ。……んなわけねえって。

「やれやれ……まったく最高だな僕の世界は。素敵な友達ばっかりだ」

　誰だれにともなく皮肉げに呟つぶやき、僕は社会科資料室をあとにした。
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　一いちノの瀬せさんと紺藤のショックを引きずったまま、午後七時頃ごろ帰宅（ちなみに、あのことは深み春はるには言ってないのだが、あいつのことだ、とっくに知っている可能性も高い）。二人の義妹いもうとと義か母あさんと一緒に食卓を囲む。今日も一日ご苦労様でしたという感じだ。ちなみに漫画家の義と父うさんは今日も修羅場で仕事部屋に引きこもっている。生きるって大変。

　夕飯を食べながら、僕は何故か両隣から身体からだをくっつけるように座っている二人の義妹に、演劇に参加するよう誘ってみた。二人は中学生なのだが、遠とお夜や東ひがし高校の学園祭では生徒以外の出し物も認められており、あまり台詞せりふもなくすぐ死ぬこびとの役くらいなら、この二人でもこなせると判断したからだ。（それにほら、二人とも超絶美少女だから、こびとさんの可愛かわいい衣装を着たところを見てみたいし。）

「ん。お姉ちゃんがやれって言うならイリスはやる」

　フリフリの黒いドレスを着た銀髪のゴスロリ少女・久く遠どうイリスは二つ返事で了解し、無表情で味み噌そ汁しるをすすった。ゴスロリに味噌汁。本来なら違和感バリバリな構図だが、イリスだと何をやっても絵になるから不思議だ。

「……小義あ姉ね上うえ。学校はどうなさるのですか」

　もう一人の義妹にして久遠可か憐れんと久遠煉れん獄ごくの実の娘、ドクロ模様の着物を着ていてぱんつをはいてないおかっぱの美少女・久遠くおんがこれまた無表情に言った。

「ん。イリスは大丈夫。放課後になったらお姉ちゃんの学校に行けばいいんでしょ？」

「……それはそうですが。学校の宿題とか、テストの勉強とか……」

「平気。学校の勉強はとても簡単だから」

「……な、な……！」

　何の気負いもなく当然のように言い切ったイリスに、くおんは絶句する。

「ん。クオンは違うの？」

「……い、いえ……私だって、そんな、学校の勉強なんてもう……べ、べつに、ノープロブレムです。ちょべりぐです」

　ものすごく動揺しているくおん。

　……ちょっと意外なことだが、幼い頃ころから剣術ばっかりやってきたくおんは、実は学校の成績があまり宜よろしくない。旅暮らしでまともな教育を受けたことのないイリスが学力も優秀な天才児だと知って焦りを感じているのを僕は知っている。ああ可愛かわいいなあ。

「あ、お姉ちゃん、ケチャップ」

　イリスが突然そう言って、僕の頰ほおに付着していたらしいケチャップをぺろりと舐なめとった。未知の感触に僕の頰が紅くなる。

「な、何な故ぜ舐めるのだイリスよ」

「ん。だってお箸はしとお茶ちや碗わん持ってたから」

　両手が塞ふさがっていたからチュウですか。さすがイリス……怖い子……！　将来どれだけ多くの人を無自覚のうちにたぶらかしてしまうのか、お姉ちゃんは楽しみで仕方ないよ。

　それを見ていたくおんは、何故かぷるぷると震えて、












「……お、大義あ姉ね上うえ、そ、その、左の頰ほおにはマヨネーズが……」

　顔を接近させてくる。ちなみにテーブルの上にマヨネーズはない。

「……く……やはり私には無理です……！」

　ほっぺたまで僅わずか数センチのところでくおんは突如として悔しげに呻うめき、何な故ぜかテーブルに立てかけてあった刀を取る。本気で意味が解わからないぜ！

「ちょ、ちょっと待てくおん、その刀をどうする気だ!?」

「……食事中に破は廉れん恥ちな真ま似ねをするからです……！」

　ご乱心のくおんは滅め茶ちや苦く茶ちやなことを言う。それを見たイリスは相変わらず無表情で、

「ん。なら、イリスも」

　と同じく傍かたわらにあった蛇じや腹ばら剣けんを手に取る。

　死闘再び!?　こんな唐突に!?　僕がそう思った矢先、




「こらっ、二人とも。食事中に暴あばれるんじゃないの」




　めっ、と口調はあくまでも穏やかにたしなめるように、それでいて恐ろしいほどの圧力を孕はらんだ声がした。

　テーブルの反対側で黙々と食事をしていた、ジャイアンのママを思わせる恰かつ幅ぷくのいい中年女性が、じっとこちらを見ている。

　僕とイリスの義母にしてくおんの実母──久く遠どう可か憐れんだった。

　くおんとイリスの無表情な義妹いもうと二人の顔に、ありありと恐怖の色が浮かぶ。

「……は、母上これはちが──」「カレンごめんイリス悪かったもうけんかしない」

「がっはっはっ────……成敗ね」

　義か母あさんの右腕が高々と掲げられ──くおんとイリスはそれに対し己の研けん鑽さんされた武の全すべてを動員して一分の隙すきもなく身構え──た次の瞬間には。

「……ふひっ？」「んあひっ？」

　不思議そうな顔をして、イリスとくおんの二人が同時に崩れ落ちた。……義母さんの腕は掲げられたまま、ほんの一瞬とて動いていない。

「……な、なにをやったの？　妖よう術じゆつ？」

　恐る恐る僕が尋ねると、義母さんはこともなげに、

「がっはっは、やだねえこの子は。手に注意を向けた瞬間にテーブルの下から鳩尾みぞおちを突いただけよ」

　……下を覗のぞき込むと、なるほどたしかに義母さんの左腕には、いつの間にか一メートルほどの長さのステッキが握られていた。裏・未み至し磨ま抗こう限げん流りゆうの棒術遣い、久遠可憐のドメスティックバイオレンス。

「最近はこの子たちもちょっとは腕をあげてきたからねえ。武力制圧にも骨がおれるよ」

　そう言ってガハハと豪ごう快かいに笑い、コキコキと肩を鳴らしてステッキを置く。

　それきりくおんとイリスには目もくれず、実に美お味いしそうに肉じゃがを口に運ぶ豪ごう快かい母さん・久く遠どう可か憐れん。ブーメランばばあといい義か母あさんといい深み春はるといい…………僕の身内って、人外ばっかりだな……。命がいくつあっても足りない……。
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　翌日の放課後。

　演劇『リアル白雪姫』に出演する全すべてのキャスト（学校が終わると競うように──というか実際に競争して駆けつけてきたくおんとイリスの美少女義妹いもうとコンビもいた）と、脚本・演出担当の奈な多た彰あき人ひと先輩が、部室長屋から体育館へと繫つながる渡り廊下に接した芝生の広場に集まった。

　体育館のステージは他ほかの演劇やライブなどの出し物をやる人たちと交代で使用するため、基本的にはここがメインの練習場所となる。

　キャスティングは、僕が集めたメンバーを見て奈多先輩が独断で決定し、それにともない台詞せりふなどに手を加えていった。それは以下の通りである。





・白雪姫（レズビアン。殺される）：白しら咲さき深春

・王妃（白雪姫の殺害を命じる。それ以降出番なし）：紀き史し元もとひかり

・真実の鏡（本当のことしか言わない）：久遠悠ゆう紀き

・こびと１（末っ子。グレている）：久遠くおん

・こびと２（次女。引きこもりの内弁慶）：久遠イリス

・こびと３（長男。おかしな宗教にのめりこんでいる）：神かみ河かわ史し記き

・こびと４（長女。売春をしており、白雪姫とも関係を持つ）：一いちノの瀬せ可か夜よ子こ

・こびと５（お父さん。破戒僧）：時とき山やま時雨しぐれ

・こびと６（次男。ニート）：紺こん藤どう数かず馬ま

・こびと７（お母さん。不倫をしている）：舞まい坂さか霧きり子こ

・探偵（殺人事件の真実を暴あばく）：尾お張わり伊い呂ろ波は






　……なにやらこびとさんたちにヘビーな設定がついてしまったようだ。ドメスティックバイオレンスで崩壊寸前のサザエさん一家みたいな感じである。

　それにツッコミどころが山ほどあるキャスティングだし。特に僕が「真実の鏡」役というのがいただけない。もちろん、他のキャストからの評判も散々だった。

「……何な故ぜ私がグレなければならないのですか……」

「ば、売春だと……!?　こ、これではまるで私が淫いん乱らんみたいではないか……！」

「そうだ！　委員長がカラダを開くのは俺おれだ──けぶごっ!?（紺藤が委員長に蹴け飛とばされる音。久々に見たなこの場面）」

「……ふむ。俺おれは宗教にはあまり関心がないのだが。オカルトとはあくまで科学の延長上にある学問の一種だが、宗教とは人間の精神性における屈折した（略）」

「なんで私が不倫をしなければいけないのですか!?　せっかくのお母さん役なのに……私は時とき山やま先生ひとす──あ、い、いえ。なんでもありません。ああ、教師でありながらこんな変な役を与えられるなんて、なんて不幸な私……」

　……なお、これらの苦情は「時間がないから」の一言で却下された。

「ふむ。なかなか良いキャスティングではないかね。さすがは奈な多た君、ありがとう」

　そう言ったのは勿もち論ろん、演劇部部長・尾お張わり伊い呂ろ波は先輩だ。

「僕は自分に出来る最善を尽くしただけだ。礼を言われる筋合いはない」

　……たしかに彼女の探偵役は、ピッタリのキャスティングだと言えた。台詞せりふまわしや性格まで、普段の伊呂波先輩そのまんまという感じで──これではまるで……

「……ちっ、今回も部長を引き立たせるためだけのお芝しば居いかよ」

　小さく毒づく声が、僕の背後で聞こえた。

　振り返ると、そこには見た目は一昔前のヤンキーっぽくて派手だけど仕事は裏方専門の演劇部員、風かざ原はら夏なつ樹き君がいた。

　夏樹君は、僕と目が合うと露骨に視線を逸そらした。陰口を聞かれたくなかったのだろう、ちょっと顔が赤い。

　さらに僕がじーっと見つめると、耐えかねたように夏樹君は「な、なんスか先輩」と言ってきた。

　でもやっぱり目を合わせてくれない。仕方ないので近寄って、上目遣いに見上げる。身長が一九〇センチもあるので、自然に見上げる格好になるのだ。

「やっぱり演劇部の君も不満があるんだ？」

　奈多先輩たちに聞こえないように、小声で僕は言った。

「……そりゃそうっス」

　彼は憮ぶ然ぜんとした顔で、やはり視線を逸らしながら頷うなずいた。

「……奈多先輩の書く脚本は毎度毎度こんなのばっかなんスよ。最後は絶対探偵が出てきて……それはいっつも尾張部長そのまんま。多分奈多先輩、部長に気があるんスよ。あの二人、幼おさな馴な染じみらしいし……」

　……ふむ。これは意外な情報だ。何事にもクールで演劇になんて興味なさそうな奈多先輩がどうして演劇部に所属しているのか不思議だったのだが、そういう裏設定もあったのか。幼馴染みなら仕方ないな、うん。

「ところで夏樹君。どうして僕と目を合わせてくれないの？」

　さっきから不思議に思っていたことを僕は尋ねた。すると彼は明らかに動揺し、

「……べ、べつに、なんでもないっス」

「でも、一学期の頃ころはちゃんと目を見て話してくれた──っていうかガン飛ばしてきたじゃない。あのときの威勢のいい君はどこへ行ってしまったのかな？」

「あ、あれは先輩が男だと思ってたから──」

　言いかけて、夏なつ樹き君はハッとした顔をして言葉を切る。

「……ひょっとして夏樹君」

　ニヤリと笑って僕は問いかける。

「な、なんスか」

「……キミ、ひょっとして女の子と喋しやべるのが苦手だったりする？」

「そ、そんなことねえよ……ス」

「いや、無理してスとか言わなくていいけど。まあそれはともかく、慌あわてて否定するところが怪しいなー。おーい、深み春はるにくおんにイリスに一いちノの瀬せさんに舞まい坂さかせんせーにひかりちゃーん。今から夏樹君が演技指導してくれるってさー」

「え、ほんとにー？」

　僕が呼ぶと、女性陣がわらわらとこっちに集まってきた。

「お、おい！　先輩！　オレはそんなこと言って──」

「頼むよ夏樹君。みんな演技は素人しろうとだからさ。ゆーき先輩からのお・ね・が・い☆」

「くそっ……あとで泣かす……！」

　夏樹君の怨えん嗟さの呻うめき。

「男の子が女の子を泣かせていいのはベッドの上だけだぜ」

「知るかっ！」

「はーい、というわけでみんな、夏樹君にしっかり色々教わるように」

　僕がそう言い、それに続けて、イリスが夏樹君の顔を見上げながら、

「ん。ナツキお兄ちゃん。イリスはどのような演技をすればいい？」

「お、お兄ちゃん……!?」

「イリスはお姉ちゃんから、ダンシコウコウセイのことはお兄ちゃんと呼ぶのが礼儀だと教わった。だからイリスはナツキとシキとカズマのことをお兄ちゃんと呼ぶことにする」

「く、久く遠どう先輩、あんた義妹いもうとになんてこと教えてんだ！」

「…………お、お、お兄……ちゃん」

「ぐわ、もう一人の義妹さんまで!?」

「お・に・い・ちゃん☆」

「先生までやめてくださいよもう！　キモいっス」

「か、風かざ原はらお兄ちゃん」

「お、おい紀き史し元もと！　お前はオレとタメだろうが！　つーかなんで名字で呼ぶんだ!?」

「わあ、ダイタンだね夏樹君。名前で呼んで欲しいだなんて！　告白!?　それひかりちゃんへの愛の告白っ!?」

「か、からかわないでください久遠先輩の友達の人！　おい紀史元！　お前も顔を赤らめてんじゃねえ！」

　……女の子達にもみくちゃにされてすっかり明るく元気になった夏樹君を尻しり目めに、僕はその場をあとにして尾お張わり先輩と奈な多た先輩のところへ向かった。いいことをしたあとは気持ちが良いな。……フッ、人間、壊れるときは一瞬だ。

「助かったよ、久く遠どう君」

　僕が近づくと、伊い呂ろ波は先輩が振り向いて言った。

「これで多少は雰囲気が和なごんだ。どうも我々は風かざ原はら君には嫌われているようでね……。今年唯一の新入部員だから、卒業するまでは出来るだけ仲良くやっていきたかったのだが」

「いえいえ。僕もギスギスしたのはイヤですし」

「……だから女の子をあてがって懐柔ですか。あまり感心できる方法ではありませんね」

　皮肉っぽい笑みを浮かべ、奈多先輩が言った。とりあえず反論を試みてみる。

「人間関係を円滑にするのは大事なことだと思いますよ。たとえそれがその場しのぎだったとしても」

「……ふん。そんなものは必要ありませんよ。キャストは僕の脚本通りに動けばいい」

　…………やっぱり性格悪いなあこの人。なんとかへこます良い方法はないだろうか。

　と、そのとき。紺こん藤どう数かず馬まが後ろから躊躇ためらいがちに声をかけてきた。

「な、なあ久遠。昨日のことだけどさ」

「ん。なんだいセニョール」

「そ、その……まあ、なんだ……」

「あーはいはい、解わかってるって。誰だれにも言わないって。はい、ところでこれ、何故か昨日資料室に落ちてた一いちノの瀬せさんのぱんつ。お前から返しておいてくれ」

　スカートのポケットにしまっておいた黒いヒモパンを僕は紺藤に手渡した。

「お、サンキュな、助かるぜセニョリータ──って、意味ねえ！　こんな一いち目もく瞭りよう然ぜんなブツを堂々とみんなの前で手渡されてちゃ誰にも言わない意味なんて皆無ですよ!?　つーかポケットにぱんつ入れとくなよ！」

「ぽーけっとのなかにはぱんつがひとつー♪」

「歌うな！　増えるのか!?　叩たたいてみるたびぱんつが増えるのか!?　つーかなにこれ、嫌がらせ!?　嫌がらせか久遠!?」

「嫌がらせだよ勿もち論ろん。紺藤のくせにカノジョが出来るなんて生意気だ」

「ひでえ!?　傷ついた！　俺おれは大いに傷ついたぞ！」

「ええいうるさいうるさーいっ！　その心の痛みは僕の痛みでもあるんだ！」

「意味わかんねえですよ!?」

「……一応言っておくが。不純異性交遊は校則違反だ……。つまりそれは──不純でなければ、問題ないということでもあるが」

　いつの間にか後ろに立っていた時とき山やま先生が、僕と紺藤のアホ漫才に口を挟んだ。その隣には史し記きもいて、眉まゆ一つ動かさず紺藤の顔と一ノ瀬さんのぱんつ、それから顔を真っ赤にして離れたところから僕たちの方を窺うかがっている一ノ瀬さんを見比べていた。

「……ふむ…………洗脳したのか？」

「ちがうわ！」

「……むう……」

「なんでそんな真剣に考え込むんだよ!?」

　史し記きは暫しばし真顔で考えて、

「……お前が一いちノの瀬せと恋仲になるなど、奇跡でもない限りあり得ない」

「そ、そこまで……!?　お前は俺おれを一体なんだと思ってたんだ……」

　紺こん藤どうが愕がく然ぜんとうなだれた。そこへ、またしても嫌みな声。

「……ふう。久く遠どうさん、君が連れてきた助っ人はこんな人たちばかりですか……。女性陣も風かざ原はら君をからかって遊んでいるだけで台本すら読んでいないようですし……本当に使い物になるのでしょうね」

「ふっ、まあ見てのお楽しみですよ先輩。彼らはこう見えて、僕が選えりすぐった精鋭ばかりなんですからね。断じて、そう断じて、友達が少なくてこんなのしか用意できなかったわけではありませんのだ」

　僕は自信たっぷりに聞こえなくもないかもしれない口調で言った。

「ほほう……」と少し気け圧おされたように奈な多た先輩が笑って。

「それは楽しみだ。みんなで演劇を成功させようではないか」

　伊い呂ろ波は先輩が、大おお仰ぎような動作を交えつつそう言った。

「ふふふ、この僕にお任せあれ……」

　そう言って僕は自信に満ちた笑みを浮かべ、執事のように優雅におじぎをしてみせたのだった。





　　　　☆






　そして、三日が経過した。





　　　　☆






　……ごめんなさい奈多先輩。僕が間違ってました。

　僕が連れてきた助っ人たちは、本気でぜんぜん使い物にならなかった。




　まず、一ノ瀬さんは台詞せりふが致命的なまでに棒読みだ。

　恐らく、卑ひ猥わいな台詞がやたらと多いということも原因だろう。「身体からだが疼うずくの。パパ、挿いれて」などという台詞をクラス委員長の彼女に言わせようという発想自体が間違っていると思う。個人的にはもちろん聞きたいけど。

　だが、それを差し引いても彼女の大根役者ぶりはすごい。全部がカタカナで表現される台詞があったとしたら、きっとこんな感じなんだろうなあと感心してしまうほどだ。

「カラダガウズクノパパイレテ」……何かの呪じゆ文もんみたいだ。




　紺こん藤どうはバカなので台詞せりふを覚えない。

　いや、こいつは何な故ぜか学校の成績は良いので本当はちゃんと覚えているのかもしれないが、正しい台詞よりもその場のノリを優先させて勝手にアドリブを入れる。

「カラダガウズクノパパイレテ（一いちノの瀬せさん）」

「お、おねえちゃあああああ────ん!!　そんなムサい中年よりも俺おれと一発、」

　げしっ！（一ノ瀬さんが紺藤の股こ間かんを力の限り蹴ける音）

「……か……可か夜よ子こ……俺の自慢のロンギヌスの槍やりで、もっとお前を悦よろこばせてやりたか……った……ぐふっ……」

　……下品すぎるぞ紺藤。そして馬ば鹿かすぎる。




　勝手なアドリブということでは時とき山やま先生も負けてはいない。

　台本ではニートになってしまった次男や援助交際をしている長女の問題から目を背けて酒に逃げるダメオヤジなのだが、時山先生は問題に対して正面から立ち向かい、グレてしまった子供達を、懇こん々こんと説き伏せる。

「……いいか紺藤（台本では『ケヴィン』なのだが役者名で呼ぶ。演技をしようという気がゼロなのが非常によく判わかる）。かつて、とある偉人がこう言った……。《見よ、人間がゴミのようである》と──」

「な、なるほど。人間なんて、しょせんはみんなちっぽけな存在で、一人一人にそれほど大きな差なんてない、ってことか……！　委員長（ちなみに一ノ瀬さんの役名は『ジェニファー』で、委員長などという設定はどこにもない）、俺、間違ってたよ……！　俺、優等生の委員長（改めて説明しておくとジェニファーは売春をしているグレた長女であり、優等生ではない）に嫉しつ妬として、勝手にグレてただけなんだ……！　先生ありがとう、これからは俺、真面目まじめに生きるぜ……！」

「……フ……解わかってくれたようだな……息子よ……」

　駄目な息子を更正させた先生の背中には、現代の家族から失われつつある《オヤジの威厳》がたしかにあった──。

　……台本とは一八〇度違うキャラになってるよ先生。




　史し記きは他ほかの人の台詞や演技、果ては台本のト書きまで全部覚えている筈はずなのに、台本に《舞台の左側へ移動》などと書かれていても、「今日は風水的に方角が悪い」「こちらはスカラー波が強い」とか言って拒否したりする。




　イリスとくおんは仲の悪い姉妹という役どころで、これならべつに普段通りだから問題ないかなーと思っていたのだが、普段通りというのが逆に問題だった。

「ん。クオンはどうしてぱんつをはかないの？」

「……和服とは本来そういうものなのです、小義あ姉ね上うえ」

「なら、はだじゅばんも着ないのはどうして？　はだじゅばんは着物におけるブラジャーのようなものであるって本に書いてあった。つまりクオンはブラジャーを付けていないことになるとイリスは思う。イリスはそれはおかしいと思う」

「……ほっといてください」

「ん……でも、クオンはイリスの大事な家族だから。クオンが変な趣味になるのは困る」

「……へ、変な趣味とはなんですか……！　わ、私はまだ中学一年生なのです。そんなのは特に奇妙なことではありません。むしろ中一でぶらじゃあなど付けている方が異常です。ベリークレイジーです。頭がおかしいです。彼女たちは胸に脳があるのです」

「ん……そうなの？」真顔で聞き返すイリス。

「……そ、そうなのです」目を逸そらすくおん。まだまだ修行が足りない。

「んん……クオンはときどき難しいことを言う……。それだと日本の中学生の多くは胸に脳があることになっちゃうよ……」

　イリスは小さく首を傾かしげ、そしてふと気付いたように、

「……あ、そういえばクオンの胸って、他ほかのクラスの子たちと比べてもとても小さいね。もしかしてそれって病気なの？」

　無邪気かつ無表情かつ無造作に地雷を踏んだ。

　くおんが問答無用で腰の剣（劇の練習中も当然のごとく帯刀）を抜く。イリスが反射的にそれに応じて壁に立てかけてあった蛇じや腹ばら剣けんを構える。そして死闘開始。

「……お覚悟を、イリス様……！　これが第八十九の秘剣《超ちよ邊べ莉り刃ば》……です！」

「ん。蛇腹剣大蛇オロチ──モード・ベルゼブブ。殲せん滅めつ系秘儀六十四番《拡散する大罪》、いく」

　死闘の詳細はめんどくさいので省略。どうでもいいけど君たち必殺技多すぎ。




　かろうじて（本当にかろうじて）役がサマになっているのは、素に近い役の伊い呂ろ波は先輩と、やたらと活発ではあるが性格設定がそれほどストーリーに絡まない白雪姫役の深み春はる（ミスキャストではあるが演技力はまあそこそこ）、顧こ問もんの舞まい坂さか先生、そして陸上部顧問でもある舞坂先生が「紀き史し元もとさん、あなた、さてはキャラを作っているわね。イタタな自じ虐ぎやくキャラは計算ね？」と言ってスカウトしたという王妃役のひかりちゃんだけだった。

　僕が連れてきたメンバーは全員ダイコン役者。




　……ちなみに、実は僕もあんまり人のことは言えなかったりする。

　王妃（ひかりちゃん）「か、鏡よ鏡よ鏡さん!!　こ、この世で一番美しいのは誰だれですか!?　……ひょっとして私ですか？　わ、私なわけないですよねすいません調子こいてすいません生まれてきてすいません……」

　真実の鏡（僕）「今さら謝らなくてもいいよ」

「ひ、ひどいっ!?　優しさを装った悪意って直接の罵ば倒とうより大ダメージです！」

「まあそれはともかく。えーと……この世で一番美しいのは──……」

　僕は真剣に考えて、誠意をもって答える。何な故ぜなら今の僕は噓うそ吐つき人間の久く遠どう悠ゆう紀きではなく、《真実の鏡》なのだから。役になりきれ。自分を変えろ。噓吐きの面目を賭かけて、自分さえも騙だまし切れ！　行け久遠悠紀──いや、真実の鏡！

「……世界で一番美しいのは………………十七歳のときのブーメランばばあ！」

「ま、真面目まじめに答えてください！　誰だれですかブーメランばばあって！」

「僕は大真面目だ！　……いや、待てよ……あれはしょせん大昔のことだ……今の世界で一番美しいとは言えないかも。となると誰だ？　一番美しい人…………くおんかイリス……ああどちらも甲乙つけがたい……！」

「あの、先輩……じゃなくて真実の鏡さん？」

「でもくおんもイリスも人によってはちょっと年齢が低すぎるからな……僕は全然ＯＫなんだけど……美しいっていうより可愛かわいい系になるのか。……吏り架かちゃんもロリ属性がないとＮＧだし……。……うーん……なら年上は……伊い呂ろ波は先輩、千ち夏なつさん、都みや古こさん、舞まい坂さか先生……」

「な、悩んでる……真実の鏡が真剣な顔で悩んでる……こんな真剣な顔の先輩、あのロシアンルーレットのとき以来です……！　何かが間違ってる気がします人として」

「……えーと、あとは一いちノの瀬せさん、ひかりちゃん、深み春はる……むう……どれも標準以上ではあるんだけど……でも一番美しいかというと微妙だなあ……。そもそも美しいってなんだ？　萌もえるってことか？　だったらたくさん萌え属性を持ってるヤツを探せばいいのか？　……妹属性。姉属性。幼おさな馴な染じみ属性。ボーイッシュ。ドジッ娘こ。百ゆ合り。ツンデレ（注・普段の態度はツンツンしていたり素っ気なかったりするが本当は好きな人のことが気になって気になって気になってしょうがない、心の中ではその人に対してデレデレというような人物のこと）。女の子に銃というギャップ。一人称が僕。…………なんか……ほとんどの条件を満たしているすごい奴やつが一人ばかりいたような気がするなあ……」

「あ、あの、鏡さん。早く答えてください！　そ、それとも私なんかの質問には答える必要がないとでも!?　ひ、ひどいです先ぱ──鏡さんっ」

「……ならば答えよう。世界で一番美しいのはこの僕だ」

「はい？」

「いや、大真面目に考えてみたところ何故かそうなってしまったんだ。自分でも自信がないけど……理論上、さらに眼鏡めがねとネコミミとメイド服を着れば神をも超えるね」

　僕が言い切ったそのとき。

「……久遠さん。貴女あなたは真面目に演技をする気があるのですか？」

　奈な多た先輩が、底冷えのする声で言った。……怒ってる。ぜったい怒ってる。

「……すいません」

　僕はとりあえず謝り、

「……せ、世界で一番美しいのは……し、白雪姫……で……す……！」

「そ、そんな先輩、なにも泣きながら言わなくても……！」

　ひかりちゃんが焦って言った。……ちなみに僕の台詞せりふは、実はこれだけだったりする。しかしひかりちゃんよ、君には解わかるまいこの敗北感は。アイデンティティが揺らいでしまうような寂せき寥りよう感かんは……！　言いたくもない虚言を無理矢理言わされる屈辱……吐つきたくもない噓うその言葉を吐く心の痛み……！　ああもう、だから嫌いなんだよ演劇って。自分の意思とは違う見えない何かに動かされるのは人生だけで十分だ。




　ともあれ、こんな調子で劇の稽けい古こは進んだ。




　……前途多難であることは、誰だれの目にも明らかだった。





　　　　☆






　午後六時、日も暮れかけて、吹き付ける秋風が肌寒い。

　王妃役のひかりちゃんが他ほかのキャスト（こびとの一人に白雪姫の暗殺を依頼する場面。ちなみに暗殺をする下手人は舞まい坂さか先生演じるこびとファミリーの母親、サマンサである）との練習を始めたため、手持ちぶさたになった僕は一人、演劇部の部室に戻ってきた。

　部室では夏なつ樹き君が、一人で衣装を製作していた。

　全部で十二人分もの衣装と大道具を彼一人が担当しているので、本当に大丈夫だろうかと気になっていたのだが……。

　正直、驚いた。

　部屋の中心の机の上には、白雪姫のものであろうフリルの付いた白いドレスと、王妃のものであろう同じようなデザインの赤いドレスが置いてあった。

　部室には昨日の昼間に立ち寄ったきりだったのだが、少なくともそのときにはこんなドレスはなく、赤と白の布が部屋の隅のダンボールの上に置いてあるだけだった。

　つまり夏樹君は、一日で──いや、一日中ここにいるわけではないだろうから、ほんの数時間で、二人分の衣装を完成させてしまったことになる。

「……あんまりじっくり見ないでほしいッス。縫い目も粗いし細かいところは適当に誤ご魔ま化かしてあるんで」

　僕が部屋に入ってきたことに気付いて振り返った夏樹君は、僕の視線がドレスに注がれているのを見てとってそんなことを言った。その間も、手を止めない。今作っているのはイリスかくおんの衣装だろうか。ミシンも使わず、手縫い。しかも凄すさまじいまでの速さで、見る間に二切れの布が縫い合わさり、服としての形状を成していく。

「……すごいね、お兄ちゃん」

「～～～～っ!!　っててっ！」

　焦って縫い針で自分の指を刺してしまった夏なつ樹き君が悲鳴を上げる。

「もうっ、ドジだなあお兄ちゃんは」

「…………その呼び方はやめて欲しいっス」

　作業を中断し、ふてくされたように言う夏樹君。本気で嫌そうだった。

「冗談だよ。そう睨にらまなくてもいいじゃないか」

「……すいませんスね」

　顔を赤くして、夏樹君は僕から目をそらした。もうちょっとからかってやろうと思ったけど、とりあえず勘弁しておくことにした。

「それにしても本当にすごいね」

　テーブルに近づき、白雪姫の衣装を手に取る。

　……夏樹君は縫い目が粗いとかところどころ誤ご魔ま化かしていると言ったけど、特にそんな印象はない。客席からはさぞかし立派なドレスに見えることだろう。

「……裁さい縫ほう、得意っスから」

　夏樹君はこちらを見ずに再び慌あわてたように作業に戻り、ボソリとそう言った。

「へえー。珍しいね、男の子なのに」

「……べつに裁縫だけが得意ってわけじゃないっス。昔から、手先だけは器用だったんで」

　無愛想だが、どこか誇らしげな声だった。

「そうなんだ。……これだけ器用だったら、テレビ局とかプロの劇団でも優秀な裏方さんとして通用するんじゃない？」

　お世辞ではなく、本気で僕はそう思った。夏樹君は、

「……そのつもりっス」

　顔をさらに赤らめ──しかしハッキリと、彼はそう言いきった。

「……学校卒業したら劇団に入って……そこで衣装とかセットとか作りたいっス」

「……なるほど。ちゃんと将来の目標があるんだ。すごいね」

　ますます感心して僕が言うと、夏樹君は何な故ぜか「すごい？」と不機嫌そうな顔になった。

「全然まったく、カケラもすごくなんかないっスよ。目標ってだけで、そうなれるって保証はどこにもないんスから」

「……高校一年生でもう将来の目標が定まってるって自体、結構すごいと思うけど」

「すごくなんかねえ……ス」

「いや、だから無理にスとか付けなくていいけど。それ、べつに敬語じゃないし」

「……すごくなんかねえよ」素直にタメ口になる夏樹君。「……本気で何かになりたいなら、今から努力しておくのは当たり前だろ」

　謙けん遜そんではなく、本心からそう思っている口調で、夏樹君は言った。そんな彼の姿が一瞬、夏休みに北海道で出会った牧場経営者、丸まる橋はし千ち夏なつさんに重なって見えた。彼女も、こんなふうに夢のために真まっ直すぐに努力している人だった。

「……やっぱりすごいよ」

「だからすごくないって。……すごく見えるんだとしたら、それは俺おれがすごいんじゃなくて先輩がすごくないだけだ。当たり前のことをやってんのにすごいなんて言われても……正直、馬ば鹿かにされてるみたいでむかつく。人のことすごいすごいって言ってる暇があったら、すごくない自分をどうにかする努力をしたらどうなんだ」

「言うねえ……」

　僕が苦笑を浮かべると、夏なつ樹き君はハッと顔を上げ、「す、すいませんっス」と謝った。どうやら彼、ときどき自分の意思とは関係なく言葉が出てきて、しかもそれに自分では気付かないタイプらしい。

「いや、べつに謝らなくていいよ」

「……そうっスか」

　無愛想にそう言って、作業に戻る夏樹君。しかしその手つきが、先ほどまでよりもぎこちない気がする。顔も赤い。

「……狭い部屋に女の子と二人きりってシチュエーションには慣れてないかい？」

　僕はちょっと言ってみた。すると彼は面白いくらいに狼ろう狽ばいした。

「そ、そそそそそんなことはないっス……いや、ねえよ」

「くくく……可愛かわいいなあ」

「か、可愛い!?」

「今どき珍しいくらいの純情ボーイだね君は。ほれほれ～」

　僕はスカートの裾すそをパタパタさせて挑発する。自分で言うのもアレだが健康的なフトモモの魅力に、夏樹君はますます顔を赤くして顔を背ける。

「や、やめろ！　そんな、はしたない！」

「は、はしたない!?　……ぷっ、っくくく、あははははは!!」

　ヤンキー風の少年の口から出た古風な台詞せりふに、思わず笑いがこみあげる。

「わ、笑うな！」

「ご、ごめん、でも、ぷっ、ぷくくははははは……！」

　……自分でも不思議なくらいにツボにはまり、僕はひとしきり笑い転げた。箸はしが転んでもおかしい年とし頃ごろと言うけれど、僕は女子高生になってから、そういった精神面まで年頃の女の子になってしまったのかもしれない。

　……ようやく笑いが収まって我に返ると、そこには憮ぶ然ぜんとした顔でこっちを見る夏樹君がいた。

「……笑いすぎだ」

「……ごめん」

　ガン飛ばしてくる夏樹君の顔がちょっと怖かったので、僕は素直に謝った。

　夏樹君はそんな僕を見ながら、何やら逡しゆん巡じゆんの色を浮かべ、徐々に顔を赤くし──そして、意を決したように口を開いた。

　おお!?　このシチュエーションはもしかして……!?

「……──先輩。俺おれはあんたが嫌いだ」




　…………あれれ。

　出てきたのは、僕の予感していたのとはまったく逆の言葉だった。

「……俺はあんたのことが嫌いだ」

　もう一度言われてしまった。

「うぇーん、夏なつ樹きお兄ちゃんがいじめるよお」

　とりあえずボケてみる。

「……あのなあ」

「ま、僕も君に好かれる要素があるとは思ってないけどね。でもそうハッキリ言われると傷ついちゃうなあ。泣いちゃうかも」

「だから、そういう人をおちょくったところが嫌いなんだよ！　なんでもっと真剣に生きないんだ？　男のフリして実は女でしたって、ば、ばっ、ばっかじゃねーのか!?　ゴーストと平気でイチャイチャしてるししかも白しら咲さき先輩も女だし。男のフリしてたやむをえない事情があるかと思ったらどうも違うみてーだし。俺には正直、なんであんたみたいなのがいるのかわかんねーよ。あんた、なに考えて生きてるんだ？」

「当ててごらん。そしたら脱ぎたてぱんつをプレゼントだ。くおんの」

　肩をすくめ、僕はウィンクをしてみる。夏樹君は今回は赤面せず、不愉快そうに顔をしかめただけだった。

「……ちっ。どいつもこいつも……」

　……これ以上からかうと本気で怒らせてしまいそうだったので（というか、既に本気で怒っているのかもしれない）、僕は練習場所に戻ることにした。

　部室の扉に手を掛けたところで、夏樹君が後ろから言った。

「久く遠どう先輩」

「ん？」

「俺は真剣に生きてねー奴やつが嫌いだ。毎日をただなんとなく過ごしてる奴が大嫌いだ。先輩もそうだけど、先輩だけじゃなくて……クラスの連中も。親も。教師連中も。……それから…………部長や副部長も」

　振り向いた僕の顔を正面から見据え、夏樹君は言った。顔が真っ赤なのは多分、自分がものすごく青臭いことを言っていると承知しているからだろう。

　……先に目をそらしたのは僕の方だった。

「……真面目まじめすぎるんだよ夏樹君は」

　捨て台詞ぜりふのようにそう言って、僕は部屋を出た。

　真面目すぎる──生きることに。……だから僕には、彼みたいな人は眩まぶしすぎるのだ。
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　部室を出て練習場所の方に行こうと向き直ったところ、伊い呂ろ波は先輩が部室の壁際に耳をくっつけて立っていたので僕は驚いた。もちろん部室の壁は防音というわけではない。それどころかかなり薄い。普通に喋しやべっていても廊下に丸聞こえだ。

「……なにやってるんですか先輩？」

　何食わぬ顔で僕が尋ねると、先輩は壁から耳を離して僕の方に向き直り、わざとらしく含み笑いをしてみせた。

「フフフ……久く遠どう君、いいポーカーフェイスだ。キミはやっぱりなかなかの役者だねえ」

「……なんのことですか？」

「君たちの会話は廊下に丸聞こえだったよ」

「……そりゃ聞こえるでしょうよ。あんな風に聞き耳を立ててたら」

　呆あきれつつ、僕は言った。

「盗み聞きは私の趣味のようなものだからね。悪趣味なのは解わかっているんだが……面白くてね。演劇部の中からなら、こうして壁に耳をくっつけると、両隣にある卓球部とバドミントン部の会話も丸聞こえになるんだ。あんな声やこんな声もね。まったく最近の若者ときたら。……君たちも、人に聞かれたくない話をするときは、もっと小声で話すよう気を付けたまえ。もちろん人に言えないような行為をするときもね」

　冗談めかして伊呂波先輩は言う。しかしその目はまったく笑っていなかった。

「……べつに僕は、聞かれてまずいようなことは言ってませんしやってませんけど。……まあ、夏なつ樹き君はたしかにもうちょっと周囲に気を配った方がいいですね。学校って基本的に防音とかプライバシーに関してはお粗末ですから」

　ふと、昨日の一いちノの瀬せさんと紺こん藤どうのことが脳裏をよぎったのは秘密だ。

「ああ。まったくその通りだね久遠君」

「……あの、先輩。ちょっと陰口を叩たたかれたからって、夏樹君をその……しごいたりとかはしないでやってくださいね？」

　皮肉っぽい笑みを浮かべる先輩が何となく怖かったので、僕はとりあえずそう言った。

　すると先輩は快かい活かつに……どこまでも演技臭い快活さで笑った。

「ははは、体育会系の筋肉馬ば鹿かどもじゃあるまいし、そんなことはしないさ。昔から人に嫌われる性格だしね、私は。陰口には慣れているよ。友達も少ないし。というか、本当に友達と言えるのは幼おさな馴な染じみの奈な多た君くらいかな。今更部活の後輩の一人に嫌われたって、特にショックはないさ」

「……そうですか」

　僕は曖あい昧まいに言葉を濁にごした。

「ただちょっと……」

　先輩がすう──と目を細める。

「──ちょっとだけ、傷ついたかな。そして正直、とても腹立たしい」

「え？」

「風かざ原はら君に『真剣に生きてない』と思われていたということがね。……私はいつだって真剣だよ。死ぬほど真剣に生きているつもりさ。この退屈で仕方のない日常から、窮きゆう屈くつで仕方のない現状から、必死で逃れようと足あ搔がいているのだよ。《正義の名探偵》なんてものを本気で目指していた時代はさすがにもう終わってしまったけれど、演劇という虚構の世界の主人公となることに今は全力を傾けている。真剣にね。馬ば鹿かみたいに真剣に──現実逃避をしているのだよ」

　皮肉っぽく、自じ嘲ちようっぽく、それでいて堂々と、しかしあくまで演技っぽく大おお仰ぎような身振りで、自分に陶とう酔すいした台詞せりふを吐く伊い呂ろ波は先輩を────僕は、気持ち悪いと思った。

　それは、丸まる橋はし千ち夏なつさんや風原夏なつ樹き君に対して感じた畏い敬けいにも近い好感とはまるっきり逆の、きわめてネガティヴな感情だった。

　本質的には同じ筈はずなのに、目指している目標が違うだけで、こうも印象が異なるのか。

　…………いや、違うな。本質が同じじゃない。まったく違う。

　千夏さんの「ダービー馬を産み出す」という夢、夏樹君の「劇団で働く」という夢は、あくまで現実の延長上にあるものだ。

　現実を受け入れ、それでもさらに一歩を踏み出すためのものだ。

　だが、伊呂波先輩の「現実逃避」という目標は、踏み出すのではない。踏み外すのだ。

　こんなものは──夢と呼ぶに値しない。

　キモチワルイ。

　──《退屈な日常》とやらを送ることが、どれだけ難しいかも知らないくせに。

　のど元まで出かかったそんな台詞を必死で吞のみ込む。

「……先輩。とりあえず、今は部室に行かない方がいいですよ。先輩に『嫌いだ』発言を聞かれていたことを知ったら、夏樹君も気まずいでしょうし」

「……ふむ。ま、そうだろうね」

　頷うなずき、先輩もくるりと向きを変える。そして僕と先輩は、連れだって渡り廊下沿いの練習場所まで戻った。
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　翌日もまた、放課後に入ってすぐに僕たちは劇の練習を始めた。

　今は全部のキャストが集まって、通して練習をしている。

　僕（鏡）やひかりちゃん（王妃）や深み春はる（白雪姫。念のために言っておくと本来なら主役）などの出番はとっくに終わり、現在は伊呂波先輩演じる名探偵エンド・ビギニング（なんてひねりのない名前だ）の活躍が描かれる《こびとファミリー泥沼殺人事件編》に突入している。

「白雪姫を殺し他ほかにも色々と殺していった犯人は────奥さん、あなたですね」

《八人の人間が食卓にいた中でいかにして白雪姫の飲むカップだけに毒を仕込んだか》を芝しば居いっぽい（げんにお芝居なわけだが）仰々しい身振り手振りをまじえて説明したあと、びしっと先輩が舞まい坂さか先生演じるこびと母・サマンサを指さした。

「……そ、そうよ！　ええそうよ！　私がやったのよ！　だってお金が欲しかったから！　ごめんなさいもうしません！」

　素直に認めつつ逆ギレ気味に謝る舞坂先生……じゃなくてサマンサ。

「……舞坂先生。何な故ぜこんなことを……」

　……いやいや時とき山やま先生よ。お金が欲しかったって言ってるじゃないか。

「時山先生……そう、全すべては五年前のあのときから始まったわ……」

　こっちはこっちで何故か過去話を始めるし。

　……金目当ての犯行って台本にも書いてあるのにこれはどうなんだろうと思いつつ奈な多た先輩と伊い呂ろ波は先輩を見ると、真剣な顔で先生の悲しい過去を聞いていた。

　先生の話は、とても一口では言い表せないほどの悲しい過去であり、聴く者は涙を流さずにいられないほどの悲劇の物語であった。しかし白雪姫と数人の子供達（イリス演じるミシェル、くおん演じるレイチェル、一いちノの瀬せさん演じるジェニファー、紺こん藤どう演じるケヴィン）を殺害した理由にはまったくなっていない。というかこれ、もしかして実話？

「……あなたには同情しよう……。だが、罪は罪だ」

　オーバーなアクションで《私はこんなにも悲しんでいる》ということを表現しつつ、伊呂波先輩が言った。

「たとえどんな理由があろうとも、人を殺していいことにはならないのだ！」

　強く言い放つ伊呂波先輩。

　ふあああ。あくびをかみ殺す。

　……よくもまあ、こんなしょうもない台詞せりふを堂々と……。

　……いや、ここだけは脚本通りだから、考えたのは奈多先輩か。彼は古典的な探偵小説がお好きなのだろうか。それとも、伊呂波先輩の性格に合わせているだけか。

　うん、そっちの方がしっくり来るかも。奈多先輩が正義やら道徳やらを好む人とはとても思えないし。……その性格を曲げてまで伊呂波先輩が喜ぶような脚本を書いたということは、夏なつ樹き君が言うように、奈多先輩は伊呂波先輩のことが好きなのかもしれないな……。そんな素振りはあんまり見えないけど……人の心なんて解わからないし。特に恋愛感情は。なにせ僕なんて、自分自身の恋愛感情さえ解らなかったくらいだから。

「ううう……時山先生、ごめんなさい、ごめんなさい……！」

　舞坂先生が何故か時山先生に謝り始める。

「……気にするな」いや時山先生、人を殺しておいてそれはないだろう。「……舞坂先生。かつて、とある偉人が」

「ごめんなさい！　生まれてきてすいません!!」

　時とき山やま先生の言葉も聞かず、舞まい坂さか先生は包丁で自分の胸を刺す演技をして、どたっと倒れた。どうやら死んでしまったらしい。……時山先生は、ちょっと不機嫌そうな顔だった。自分の話を聞いてもらえなかったのが寂しいらしい。

「……この事件は、悲しいすれ違いが生んだ事件だったのだよ……」

　伊い呂ろ波は先輩が悔しそうな面持ちをしてそう告げ、締めた。本番ではここで幕が下りはじめ、なんか伊呂波先輩がエピローグっぽく台詞せりふを読んでおしまいだ。

「……なんかもう……アレだね悠ゆう紀き」

　隣で深み春はるが苦笑を浮かべつつ言った。

「……ああ。アレだ」

　あらためて通して見てみると、非常にアレな劇だった。上演時間は五十分超とやや長めのわりに、名場面といえばイリスとくおんのとても演技には見えないようなチャンバラシーン（事実、演技ではないのだろう）と、紺こん藤どうと一いちノの瀬せさんの背徳的で濃厚なキスシーン（ちなみに姉弟という設定）だけだ。しかもどちらも脚本には書いてない。

「……くだらねえ」

　僕のすぐ近くで劇をじーっと見ていた裏方担当の夏なつ樹き君が不機嫌そうに言った。やっぱり大きな声で独り言を言う癖くせをどうにかした方が……いや、今回はもしかしたらわざと聞こえるように言ったのかもしれない。

「何か言ったかね？　風かざ原はら君」

　さすがに聞きとがめ、伊呂波先輩がこちらに寄ってきた。

「……くだらねえって言ったんですよ。なんなんだよこのクソみてえな猿芝しば居いは！」

　……どうも本気で頭にきているらしく、夏樹君は敵意を剝むき出しにして伊呂波先輩を睨にらみつける。

「聞き捨てなりませんね。この僕が書いた脚本に何か不満でもあるというのですか？」

　奈な多た先輩まで……。

「ああありますね！　大ありだよ！　なんなんだよこのオナニー脚本は。劇ってのはなあ、もっとこう……チームみんなで作り上げていくものじゃないのかよ！」

　青臭いが夏樹君の言うことは正論だった。真剣に演劇の世界を目指している彼にとっては、『リアル白雪姫』みたいな劇は許せないのだろう。

「なんだと……！」

　奈多先輩の顔にさっと朱が差した。

「強調してあるのは主人公の大活躍ばっかり！　しかも作者自身か自分と親しい人間をそのままモチーフにしてることが丸わかり！　設定は穴だらけ！　思わせぶりなだけの伏線や唐突な展開が多すぎる！　矛盾も多い！　登場人物が無駄に多くて人間関係が把は握あくしづらい！　アクションやギャグも中途半端で全体の雰囲気に整合性がない！」

　次々と具体例を列挙していく夏樹君。彼の指摘は全すべてが納得のいくもので、さすがにプロを目指すような人間は違うなあと感心した。

「まだまだ欠点は山ほどあるけど……ぶっちゃけた話、つまんねーんだよこの劇は！」

「────ッッ！！！」

　奈な多た先輩の顔がみるみるうちに紅潮──を通り越してほとんど紫色になり──そして数秒後、先輩はばたっと仰あお向むけに倒れてしまった。

「──な……えっ!?　ど、どうしたんスか!?」

　さすがに夏なつ樹き君も怒りを引っ込めて焦る。

「……奈多君は興奮しすぎると、こうやって気を失ってしまうんだよ。昔からそうなんだ。だからあんまり彼を刺激しないで欲しいな」

　伊い呂ろ波は先輩が苦笑しつつ奈多先輩の身体からだを慣れた様子でおんぶした。長年付き合ってきて、このようなことには慣れているといった印象だ。

「さて、では私は奈多君を保健室に連れて行くよ」

　伊呂波先輩が歩き出し、ふと気付いたように振り返った。

「とりあえず通し稽げい古こは終わったし、今日はこれで解散としよう。各自、台詞せりふくらいはちゃんと言えるようにしておきたまえ。それから、余計なアドリブを入れる癖くせをどうにかしてくること。それでは」

　奈多先輩をおぶった伊呂波先輩は、早足で校内へ入っていく。他ほかの演劇メンバーもぱらぱらと散っていき……夕暮れの渡り廊下に、僕と深み春はるとイリスとくおんが残された。

　ちなみに、二人の義妹いもうとは死闘に疲れたのか仲良く肩をくっつけてすやすやと眠っている。

「こうしてると仲が良い姉妹に見えるのにな」

　僕が苦笑すると、深春は少し首をかしげて、

「うーん……この二人は本当に仲が良いと思うんだけどなー。ケンカするほど仲が良いって言うじゃない。それに、後ろからは絶対に攻撃しないし相手がバランスを崩したら体勢を立て直すまで待ってあげるし必殺技を使うときはちゃんと技の名前を叫ぶし」

「……相手を殺さなければ仲良しさんなのか……？」

「うーん……」

　僕のツッコミに首をひねり、それから深春は、今度は全然別のことを言ってきた。

「ね、悠ゆう紀き、ボクたちもこんなふうに仲良し姉妹に見えるかな」

「…………」

　僕は少し押し黙る。

　僕と深春は、普段はあまり考えないようにしているけれど、母親の違う姉妹である。

　父親の白しら咲さき紅こう太た郎ろうが深春の母親の秋あき奈なさんを身ごもらせ……その直後、秋奈さんの友達だった真しん里さと真ま理りという名の女性をレイプして、妊娠させた。

　その、真里真理の娘が僕というわけだ。

　白咲紅太郎という男は──多重人格だったらしい。それが真実なのかどうかは、もう解わからない。死んだ人間のことなんて解らない。解りたくもない。あんな奴やつのことなんて。

「……そもそも、僕たちが姉妹だってことを知ってる人がほとんどいないからな。くおんだって知らないし」

「だったらやっぱり、仲の良い恋人かな？」

　嬉うれしそうに深み春はるが笑う。不本意ながら、僕は頷うなずいた。

「少なくとも僕が女だってみんなにバラす前まではそうだったろうな。今は……どうなんだろ。倒錯したレズビアンカップルか、それとも仲の良い同性の幼おさな馴な染じみか」

　そのどちらもが正しい。お互いが姉妹だと気付くまで、僕たちが幼馴染みだったことは確かだ。今でも、深春のことは姉というより幼馴染みという意識の方が強い。

「ま、どっちでもいいよ。ボクは──悠ゆう紀きがいればそれでいい」

　その台詞せりふは妙に真剣で……僕は自分でも気付かないうちに、

「……僕もそうだよ」

　と小声で答えていた。深春が顔をほころばせる。とても可愛かわいい……笑顔。

　それから僕たちは、いつものようにどうでもいいお喋しやべりをした。劇のこととか、学校のこととか、ひかりちゃんのこととか、一いちノの瀬せさんのこととか、家族のこととか、伊い呂ろ波は先輩と奈な多た先輩のこととか。

　渡り廊下の縁に座って喋る僕たちの後ろを、ときどき机やベニヤ板など大きな荷物を持った生徒たちが邪魔くさそうに通っていくけれど、不思議と気にならなかった。




　──この時間がずっと続けばいいのに……。




　僕がガラにもなくそんなことを思った、まさにそのとき。

　何かが崩れ落ちるような──べつに比ひ喩ゆ表現ではなく、本当にかなりの質量をもった何かが倒れるような大きな音が、部室長屋の方から聞こえてきた。

「ねえ、演劇部の部室じゃない？」と深春。

「そうかもな」と僕。

「一応見に行ってみる？」

「……そうだな」

　またしても厄介ごとの気配を大いに感じつつ、僕は頷いた。





　　　　☆






　部室の前には夏なつ樹き君がいた。彼は戸惑った顔で口を開いた。

「……もうちょっと残って衣装を作ろうと思って戻ってきたんスけど……」

　僕が怪け訝げんな顔をしたので、彼は弁明するように言う。

「……だ、だって喧けん嘩かしたからって自分の仕事をほっぽり出すのは負けたみたいで癪しやくだし……まあいいや。とにかく、俺おれが部屋に入ろうとしたら、いきなり中から大きな音が聞こえてきたんスよ」

「何が起きたの？」と僕が尋ねると、夏なつ樹き君は何な故ぜか首を横に振った。

「分からないっス。部屋に入れなくて──」

「何故です。合い鍵かぎがあるでしょう」

　後ろからそう言ったのは奈な多た先輩だった。どうやら意識を取り戻し、こっちにやってきたらしい。……鞄かばんを背負っているので、帰る途中にちょっと様子を見に来ただけなのかもしれない。

　彼は僕と夏樹君の複雑な視線に気付くと、憮ぶ然ぜんとして僕たちから顔をそむけた。……ま、しょうがないか。あんな醜しゆう態たいを曝さらしたあとだ。出来れば今日はもう、僕たちとは顔を合わせたくなかったことだろう。

「……とにかく、早く扉を開けてください」

　合い鍵とは、伊い呂ろ波は先輩が勝手に複製したこの部室の鍵で、演劇部の部員全員が持っているらしい。イリス＆くおんの中学生コンビ、それからゴーストの深み春はるは持っていないが、それ以外の演劇参加者、つまり僕、紺こん藤どう、史し記き、ひかりちゃん、一いちノの瀬せさん、舞まい坂さか先生と時とき山やま先生も鍵を渡されている。なお、鍵のオリジナルは普段は職員室にあるのだが、学園祭の期間中のみ、伊呂波先輩がずっと持っていることを許可されているらしい。

「……それが無理なんスよ。ほら」

　夏樹君が鍵穴を指さした。……なるほど。たしかに鍵穴には、なにやら粘土みたいなものがビッシリ詰まっていて、鍵が差し込めそうにない。

「誰だれがこんな悪ふざけを……」

　奈多先輩が顔をしかめる。

「ところで、中に誰かいるのかな？」と僕。

「多分伊呂波先輩がいるんじゃないっスかね。さっきまで、なんか伊呂波先輩の呻うめき声みたいなのが聞こえたし……」

　夏樹君が言う。

「……呻き声？」

　奈多先輩が顔をしかめる。

　…………またしても嫌な予感が増大する。と、そこで奈多先輩は、

「……ともかく伊呂波が心配です」

　言うなり、いきなり助走をつけて扉に体当たりをぶちかました。

　大胆なことするなこの人！

《がああああん！》という派手な音とともに、薄い金属製の引き扉はあっさり外れ、内側へと倒れた。

　勢いあまった奈多先輩がよろめきつつ部屋の中へ突っ込む。僕と夏樹君、深春もそれに続いて部屋に入り──……絶句。

「な……!?　どうなっているのですかこれは……!?」

　──部屋の中はひどい有様だった。

　ただでさえ散らかっていた部室は各種大道具や衣装があちこちに散らばり、さらにはどの部室にも常備されているロッカーが一つ倒れていた。渡り廊下にまで響いた大きな音の原因は多分これだろう。その上にあったラジカセや小道具も床に散乱している。部屋の中心のテーブルも、少し位置がずれている。

　そして。

　そのテーブルのすぐ近くに。




　背中から胸のあたりをボウガンの矢で貫かれてうつ伏せに横たわる、




　……──《名探偵アダルトチルドレン》尾お張わり伊い呂ろ波は先輩の死体があった。















プロローグその２　九年前　～壊れていく、この世界で～







　その日はとても暑い日で、僕と深み春はるちゃんは公園でアイスを食べていました（一人称が「僕」に変わっている件についてはツッコミなしでお願いします）。気が狂いそうになるほどギラギラした日差しの前では棒アイスなど無力で、流れ落ちる汗はいっこうに止まりません。このままでは美少女のミイラになってしまいます。いえ、深春ちゃんは服装からミイラになっても女の子だと判わかりますが、僕は完全に男の子の服装なので、死体が司法解剖されてはじめて女の子であることが判明します。そんなのは嫌すぎます。だから僕は、深春ちゃんに「今日はもう帰るよ」と言いました。お父さんの部屋に行けばクーラーがあるのです。すると深春ちゃんは、「それじゃ、うちにおいでよ」と言いました。

「うち？」

「うん。すぐ近くなんだ」

　そういえば僕達は、お互いの家に遊びに行ったことが一度もありません。会うときは道場か学校で、基本的には外で遊びます。深春ちゃんの育った環境には以前から興味があったので、僕は「行く」と頷うなずきました。「じゃ、行こっか」と深春ちゃんが笑いながら僕の手を引いて走り出します。このクソ暑いのに深春ちゃんは元気だなあと僕は感心しました。

　深春ちゃんの家は、僕たちの遊んでいた公園から走って五分くらいのところにありました。こんな近くにあったなんて、全然知りませんでした。大きくもなく小さくもなく、ツネヨお婆ばあちゃんのお屋敷や僕の家と違って、ごく普通のマイホームという感じでした、「さ、上がって」と深春ちゃんに言われるまま、「お邪魔します」と僕は玄関に靴を揃そろえて家に上がりました。すると、近くの部屋のドア越しから声がしました。

「深春、誰だれか連れてきたの？」と穏やかな女性の声が聞こえてきました。穏やか、というより「気の弱そうな」といった感じでしょうか。

「うん。お友達の悠ゆう紀きちゃん」

「────ッ！」

　深春ちゃんが答えると、扉越しからもハッキリと分かる動揺の気配が伝わってきました。そして扉を開け、一人の女性が出てきました。声のイメージ通りの、大人おとなしそうな美人さんで、顔は深春ちゃんに似ていますが雰囲気はあまり似ていませんでした。

「悠紀ちゃん、この人が私のお母さん」深春ちゃんが僕に紹介しました。

「お邪魔します。久く遠どう悠紀と申します」

　礼儀正しく僕はぺこりと挨あい拶さつします。すると大抵の女の人は「まあなんて可愛かわいい坊やなんでしょう、待っててね今お菓子と預金通帳を持ってくるから！」となるのです。しかし深春ちゃんのお母さんは違いました。僕の方を何な故ぜかちょっと怖がるように見つめて、

「……そっくり……子供の頃ころの真ま理りと本当にそっくり……」

　うわごとのようにそんなことを言いました。

「あの……？」

　僕は戸惑いを覚え、深み春はるちゃんと顔を見合わせました。この人が何を驚いているのか分かりません。それに「マリ」というのは僕の本当のお母さんの名前です。実は僕は養女だったのです。最近は自分でも忘れていましたが。

「悠ゆう紀き……ちゃん」

　僕の名前を呼んだ彼女の声には、恐怖と、それから、まぎれもない憎悪がありました。

「……深春ちゃん、僕、やっぱり帰るよ」

　そう言って、僕は深春ちゃんのお母さんに背を向けました。すると、

「そうね……それがいいわ。そしてあなたは、もう二度とこの家に来ないで。いいえ……二度と深春にも会わないで欲しいの。ごめんなさい。本当に……ごめんなさい」

「お母さん!?　どうしてそんなこと言うの!?　──あっ、悠紀ちゃん！　待って！」

　拒絶、憎悪、恐怖、後悔、謝罪、憧しよう憬けい、懺ざん悔げ、悔恨、様々な感情が入り混じったその声と視線があまりに気持ち悪くて、僕は深春ちゃんの制止も聞かずに玄関の扉を開けて走り出しました。夏の暑さを振り切って僕は家に帰るなり服を脱ぎ捨てシャワーを浴びながら泣きました。自分が何な故ぜ泣いているのか分かりません。もしかしたら、これでもう深春ちゃんと会えなくなるかもしれないという予感があったからかもしれません。友達がいなくなるのが怖いなんて思ったのはこれが初めてでした。深春ちゃんと出会うまでは、僕はずっと一人でした。孤独を寂しいと思ったことは一度もない、強い人間の筈はずだったのです。

　深春ちゃんのせいで、僕は弱くなってしまったのでしょう。ちくしょう。





　　　　☆






　もう会わないでと彼女の母親が言っていたにもかかわらず、その夕方、深春ちゃんは僕の家にやってきました。僕はそのことをとても嬉うれしく思いましたが、すぐに後悔することになりました。深春ちゃんが母親から聞き出してきたという真実、それはとても恐ろしいものでした。

　────深春ちゃんと僕は、母親が違う姉妹。

　深春ちゃんの母親の結婚相手──つまり深春ちゃんの父親、白しら咲さき紅こう太た郎ろうは、深春ちゃんの母親白咲秋あき奈なの中に深春ちゃんの種をまいた直後、僕の母親である真しん里さと真ま理りを犯して、妊娠させてしまったというのです。その子供が僕です。

　話によれば、昔の白咲紅太郎の中には凶暴なもう一つの人格があって、僕のお母さんはその餌え食じきになったそうです。その人格はツネヨお婆ばあちゃんによって封印され、白咲家はそれ以来平穏な生活を送っているのですが、久く遠どう悠紀──いや、『真里悠紀』という名の《罪の証あかし》は、こうして今も生きているというわけです。

　なんて滑こつ稽けいなお話でしょう。どこの昼ドラだそれは。ふざけるな。そして、白咲深春。君の父親が僕の母親をレイプして僕を身ごもらせた挙げ句僕の母親はそのせいで死んでしまったのですがそれについて何か言いたいことがありますか。君の父親の罪について僕に何か言うべきことがあるんじゃないか？

　深み春はるちゃんを問い詰め、責めた。八つ当たり……なのかなこれは。どうでもいいや。




「んー、別にないよ？　あるわけないじゃない」




　それが、彼女の返答でした。

　本気で何の迷いもなく彼女は。僕のただ一人の友達──いや《姉さん》は。

「親がどうだったからって、それでボクと悠ゆう紀きちゃんの関係がどうかなっちゃうわけじゃないでしょ？　悠紀ちゃんや悠紀ちゃんのお母さんに謝らなきゃいけないのはボクやお母さんやお父さんじゃなくて、お父さんの中にいたその悪い奴やつなんだし」

　それはあまりに正しかったので。僕は「それもそうだね」と笑いました。

　それから深春ちゃんは僕の家で義か母あさんや義と父うさんやくおんと一緒に夕ご飯を食べて帰って行きました。笑顔の下で煮えたぎる僕の殺意に気付くことなく。

　殺してやる。殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる。白しら咲さき家の三人は、この僕が皆殺しにしてやる。

　……あるいは、深春ちゃんが少しは罪の意識を覚えていれば、ここまで殺意が爆発することはなかったでしょう。こんなのは理屈じゃない。

　自分の居場所がどこにもないという違和感。義母さんや義父さんはとてもよくしてくれたのに全然拭ぬぐえなかったこの疎そ外がい感かん。生まれてからこれまで少しずつ溜たまっていた負の感情の捌はけ口を、僕はようやく見つけた。殺してやる。絶対に殺してやるぞ。








暫定的本編Ｂ　事件編







「伊い呂ろ……波は……？　いろは……？」

　奈な多た先輩が茫ぼう然ぜん自失といった様子で、その場で膝ひざをついた。

「そ、それ、伊呂波……いったい……どうなって……？」

　震える指で死体を指さし、わなわなと震える奈多先輩。僕と夏なつ樹き君が駆け寄り、意を決して、派手に血を噴き出して倒れている伊呂波先輩の身体からだをひっくり返す。

　体中を赤く染めて……伊呂波先輩は、どこをどう見ても死んでいた。

　ぴくりとも動かず……苦痛と驚きよう愕がくを顔に貼はり付けたまま白目をむいて。

　身体に深々と刺さったボウガンの矢は、背中から心臓ごと身体を貫いており、胸元から矢や尻じりの部分が突き出している。伊呂波先輩って意外と胸が大きいんだな、などと場違いなことを考える。理解が追いつかない。現実感がない。なんで、伊呂波先輩が、《名探偵アダルトチルドレン》が、こんなところで、死んで、いるんだ？

「伊呂波……！　伊呂波……！　いろはああああああ──────ッ！！！！！！」

　駆け寄ってきた奈多先輩が、僕と夏樹君を突き飛ばし、伊呂波先輩の遺体を抱きしめて絶叫する。目を真っ赤に腫はらして。ひたすらに伊呂波、伊呂波と呼び続ける。まるでそうすれば愛する幼おさな馴な染じみが帰ってくるとでもいうかのように。

「伊呂波！　伊呂波！　伊呂波！　伊呂波！　目を開けろ！　目を開けてくれ！　伊呂波伊呂波伊呂波伊呂波伊呂波伊呂波伊呂波いろはいろはいろはいろはいろはいろはいろはいろはいろはあああああああぅうぁあああぅあぁぁぁぁぁあぁ────！！！！」

　…………ああ……。

　この光景を……僕は知っている。







　深み春はる。僕。







　好きな人の死体に縋すがって泣き崩れる、一人の人間の姿。

　それはかつて、深春が交通事故で死んだときの僕の姿だ。

　あのときの僕も、きっとこんな感じだったのだろう。

　ワケもわからずに、ワケもわからないことを、ただ、ひたすらに叫び続ける。好きだと絶叫し続けた僕。最愛の人の血で真っ赤に染まった身体。喪失の絶望に歪ゆがんだ顔。その姿が、今の奈多先輩の姿と重なった。

　……とても見てはいられない。

　僕がそう思った、まさにそのときだった。

「あはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！」

　脳のう髄ずいを突き刺すかのような哄こう笑しようが、部室中に響き渡った。

「素晴らしいわ素晴らしいわ素晴らしいわ！　最っ高っ！　最高よこれって！」

　…………。

　…………なるほど。なるほど。なーるほど。

　こんなところまで《あのとき》の再現なのか。僕はなんだか複雑な気分になった。

　天井からふわりと舞い降りた半透明の人物。

　それは、ここで死んでいる……いや、殺されている演劇部部長にして、かつては正義の名探偵を志していたという少女──尾お張わり伊い呂ろ波は先輩だった。

　尾張伊呂波先輩の……ゴーストだった。

「いろ……は……？」

　奈な多た先輩が呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「ねえねえアキちゃん、ほらほら見てみて、やったよやったよやったよ殺やられたよ！　ついに私、念願の殺人事件に巻き込まれたよ!!」

　奇妙なくらい無邪気な満面の笑顔で、奈多先輩の前でぴょんぴょん飛び跳ねてみせる伊呂波先輩。

　口調も、いつもの芝しば居いがかった尊大な調子ではなく、年相応の……いや、それ以上に幼い感じのする、ちょっと舌足らずな喋しやべり方になっていた。

「あ、あの……伊呂波先輩？」

　非常な……いや、異常なハイテンションに気け圧おされながら、僕はおずおずと伊い呂ろ波は先輩に声をかけた。

　すると先輩は「ゴホン」と咳せき払ばらいし、僕に向き直った。

「やあ久く遠どう君ではないか。見ての通り、私は殺されてしまったよ」

　何な故ぜかすごく自慢げに……胸を張って先輩はのたまった。

「……なんでそんなに嬉うれしそうなんですか？」

　ゴースト伊呂波先輩の足下に転がる、先輩の死体を極力見ないようにしながら、僕は尋ねた。死体は何度見ても慣れない。

「ははは、おかしなことを言うね」

　先輩はニヤリと笑った。それは……妙に幼い感じで可愛かわいらしく……しかし、とても嫌な感じのする笑みだった。

「嬉しいに決まっているじゃないか。殺人事件だよ殺人事件。こんなものに巻き込まれるなんて、この私はなんてラッキーなのだろう。これも日ひ頃ごろの行いが善よいからかな？　それとも悪いからかな？　まあそんなことはどうでもいいさ。このチャンスを逃さず、是が非でも犯人を捕まえて名探偵にならねば！」

　……狂ってる。本気で喜んでいる伊呂波先輩を見て、僕はそう思った。

「……普通、名探偵は殺されたりしませんけど」

「甘いね、久遠君」

　先輩は小こ馬ば鹿かにした口調で言った。

「甘い？」

「ああ。私が目指していたのはただの名探偵ではない。《正義の名探偵》なのだよ。そして正義の名探偵になるには、まずは殺人事件に巻き込まれなければならない。だが、殺人事件に巻き込まれたことを喜ぶことはすなわち誰だれかが殺されたことを喜ぶということでもある。そんなのは外道だ。しかし私は殺人事件に巻き込まれたい。殺人事件の犯人を解とき明かして名探偵になりたい。殺人事件に巻き込まれて名探偵になれることを思う存分に喜べる唯一のカタチ。それがこれだ。つまり──」

「……自分が殺されて、その犯人を自分が捕まえる……」

「ふふふ、その通り。良い推理だねワトスン君」

　キチガイホームズめ。……そう思ったけど、もちろん口には出さない。

「あのっ」

　深み春はるが手を挙げて発言。

「ってことは先輩は、自分を殺した犯人の顔を見てないんですか？」

「あ……」

　言われてハッとなる。たしかにその通りだ。ゴースト化したのなら、自分を殺した犯人を見ていてもおかしくない。さらに先輩の性格なら、もしも犯人の姿が見えなくてもゴースト化した直後から自分をボウガンで射抜いた犯人を追いかけてもおかしくはないというか、事実、さっきまでそうしていたのだろう。

「それが見てないのよ……あ、いや、見ていないのだよ。いやいや本当に、残念ながらね」

　まったく残念ではなさそうに、伊い呂ろ波は先輩は言った。

「いきなり背中に激烈な痛みを感じたと思ったら、胸から血が噴き出してね、視界が赤に染まった。とてもではないが何が起こったか把は握あくすることなど出来なかったよ。血液が逆流する感覚というのを生まれて初めて味わったね。あれはすごく痛いものだ。死ぬほど痛い。まあ、実際に死んだわけなのだが。で、気付いたらゴーストになっていたというわけさ。ボウガンで心臓を貫かれてから死ぬまでどれだけかかったのだろうね。数えておけばよかった。そうそう、走そう馬ま燈とうというのはあれ、絶対に噓うそだね。あんな痛くて苦しい中でそんな悠長な回想などしている余裕があるわけ──」

「……とにかく、大至急警察を呼ぼう」

　死んだときの体験をやたらと嬉うれしそうに語る伊呂波先輩の言葉を遮さえぎってしごく真っ当なことを言ったのは、奈な多た先輩だった。取り乱したのが恥ずかしい（その気持ちは僕もとてもよくわかる）のか、顔が赤い。

「えー」

　先輩が拗すねるような甘えた声を出した。……どうもこっちの幼い少女みたいな喋しやべり方が、先輩の地の口調みたいだ。

「えー、じゃない。常識で考えろ。まったく」

　顔をしかめて奈多先輩が言った。こちらも、いつもの慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな口調ではなく普通の男子高校生のような喋り方だ。

　……改めて、この二人が幼おさな馴な染じみだということを認識する。

　ずっと一緒にいた、気安い関係。しかも男女。きっと血の繫つながりもない。普通の幼馴染みカップル──……べつに羨うらやましいとは思わないけど、僕と深み春はるもそうだったらいいと思ったことくらいはあるのだった。

「……ちぇっ。真面目まじめだなあ奈多君は」

　伊呂波先輩は残念そうに目を逸そらしつつ、舌打ちした。





　　　　☆






　校内で殺人事件が起きたという通報を受けて警察が到着したのは、それから十分後のことだった。

　さらに一時間後、当然のごとく、生徒達は全員が急きゆう遽きよ帰宅させられることになった。学園祭間近の修羅場なのだが、まあ、殺人事件が起こったのだ。仕方ないだろう。

　事件の現場となった部室も警察によって封鎖され、僕や深春、他ほかの演劇参加者の面々もちょっと事情を聞かれたあと、今日のところは帰されることになった。渡り廊下で寝ていたイリスとくおんは、パトカーのサイレンが聞こえると同時に跳ね起きて何処いずこともなく消えていた。あの義妹いもうとたちの常識では《警察＝逃げろ！》らしい。たしかに堂々と銃刀法違反してるけど。

　明日もまた、詳しい話を訊きかれるらしい。めんどくさいなあ……。

「どうして私が追い出されねばならんのかね！」

　……そして、もっとめんどくさい人が一人。

「私は被害者だぞ！　つまりそこの死体の所有者だ！　死因は何かね？　ショック死かね？　失血死かね？　後ろから撃たれたときはあまりに痛くて不覚にもよく解わからなかったのだ。あ、そうそう、司法解剖はいつなのかね？　もちろん私にも立ち会わせてくれるのだろうね!?　なにせ自分の死体だからね。私にはじっくりと観察する権利があると思うのだがどうなのかね！」

　沈む直前の夕ゆう陽ひが眩まぶしい渡り廊下。ここまでバッチリ聞こえる叫び声……のようなテレパシーのようなもの。

　演劇部の部室の中で警察相手にも実に偉そうな口調で文句を垂れているのは、もちろんゴースト・尾お張わり伊い呂ろ波は先輩である。ちなみに彼女の遺体はとっくに警察によって運び出されている。

　警察も、相手が被害者本人で、さらにゴーストということもあって扱いに困っているようだ。「邪魔だから帰りなさい」という苛いら立だった声が聞こえる。大変だな警察の人も。

「伊呂波……いい加減にしないか」

「だってアキちゃん！　せっかくの殺人事件なんだよ？　だいたいこの手の事件では警察は役立たずだと相場は決まってるじゃない！」

「お、おい……そんな大声で……！」

　説得にあたる奈な多た先輩の焦りの声。この人も大変だな。ま、ワガママな少女に振り回されるのも幼おさな馴な染じみの特権というやつか。……全然嬉うれしくない特権だけどね。

「ねえ悠ゆう紀き。ボクたちもそろそろ帰らない？」

　深み春はるが言った。

「そうだな」

　頷うなずき、僕たちは学校をあとにした。

　あーあ、なんかまた厄介なことに巻き込まれちゃったな……。

　……ま、今回は僕の出番はないだろう。殺人事件なんて警察に任せるのが一番。

　ぼんやりと、そんなことを思いながら家路を辿たどる。

　強制的に出番を作らされるような嫌な予感は、漠ばく然ぜんとあったけれど。





　　　　☆






　その夜のことだった。早速嫌な予感は的中した。僕の嫌な予感は天気予報よりも素晴らしい的中精度を誇る。もっと頑張れ天気予報。そして頑張るな僕予報。

「…………きたまえ……起きたまえ……」

「……むにゃむにゃ、もう食べられないよぅ……」

「……久く遠どう君。君はひょっとしてこの私を馬ば鹿かにしているのかね？」

「……ごめんなさい」

　仕方なく、僕は目を開けた。久々にモノホンの人間の死体を見たからか、身体からだは疲れている筈はずなのに全然眠れなかったのだ。眠ったら眠ったで、どうせ深み春はるが死んだときの悪夢を見てうなされるだけなんだろうけど。

　で、そんなとき突然耳元で伊い呂ろ波は先輩の声がしたので、慌あわてて寝たフリで誤ご魔ま化かそうとしたのだが……。

　さすが探偵を目指していただけのことはある。見逃してはくれなかったようだ。

　やっぱり対ゴースト用の護ご符ふはちゃんと窓に貼はっておいた方がいいな。深春が怒るから最近は貼ってなかったけど、プライバシーもクソもあったもんじゃない。

「……で、なんですか伊呂波先輩。こんな時間に……」

　言いながら時計を見ると、午前二時だった。草木も眠る丑うし三みつ時。……とりあえず、幽霊が現れるにはぴったりの時間帯ではあった。

「今から学校に侵入したい。手助けをしてほしい」

　伊呂波先輩はいきなりそんなことを言った。ちなみに先輩の服装は、僕と初めて出会ったときのようなコート姿だった。

「……はあ？」

　僕が首を傾かしげると、先輩は憤ふん慨がいした様子で、

「まったく、日本の警察というものはなっちゃいないね。私が捜査に協力させろとあれほど頼んだのに、出て行けの一点張り。ついには十字架を結んだロープで私を縛って外に追い出したあげく、せっかく奈な多た君がぶち破ってくれた部室の扉をわざわざ直して護符を貼り付けるというこの暴挙！　許すまじ官権の犬！」

　きわめて常識的な対応だと思う。頑張れ日本の警察。探偵ドラマなんかではやたらと無能に描かれることが多いのだが、日本の警察は世界で随ずい一いちの優秀さを誇る。本来なら探偵の出る幕などありはしないのだ。

「というわけで久遠君。私と一緒に学校に来てくれたまえ」

「……なんで僕が。奈多先輩に頼めばいいじゃないですか。幼おさな馴な染じみなんだし」

　すると伊呂波先輩は少し拗すねたような顔（その表情はかなり可愛かわいかった）で、

「もちろん頼んださ。だがあの冷血男は『そんなものは警察に任せておけばいい』などと言って協力を拒否した。まったく、幼馴染みがいのない男だ」

「…………僕も奈多先輩と同意見なんですけど」

「そこをなんとか！　私のカラダを好きにして構わないから」

「……深春みたいなこと言わんといてください。ゴーストなのに」

　げんなりして僕が言う。

「私がこれほど頼んでいるのに駄目なのかい？　だったらこちらにも考えがあるが」

「考え……？」

　嫌な予感がしつつ聞き返す。伊い呂ろ波は先輩はニヤリと笑い、

「もしも君が協力を拒否すれば、生前キミに散々弄もてあそばれたことを全校生徒の前で告白する。劇に参加する条件に私のカラダを要求したこともね」

「な、ななななな…………!?」

　なんてことを言いやがるんだこの人は!?　こんな脅迫をしてくるなんて……！　もしもそんなことになったら、ただでさえ危うい学校での僕の信用はズタズタだ。

「……くっ……僕は先輩を弄んだことなんて一度も……！」

「キミの言うことなど誰だれが信じるかね」

　うわ、さりげなくめちゃくちゃ傷つくようなことを！　事実だけど！

「それに、カラダを要求したことは完全に事実だからね。実はキミがあとになって協力を拒否したときのため、あのとき交わされた会話は全すべて録音してあるのだ」

「…………くぅっ……！」

　…………呻うめき、仕方なく。

「……解わかりましたよ。今回だけですからね」

　僕は力なく頷うなずいた。

　こうして、久く遠どう悠ゆう紀きは尾お張わり伊呂波先輩の臨時ワトスン役として殺人事件の捜査をすることになってしまったのでしたとさ。





　　　　☆






　とりあえず動きやすいようジャージに着替えてからこっそり家を抜け出し、先輩と一緒に遠とお夜や東ひがし高校へ向かう。

　普段通い慣れた道でも、真夜中になるとがらりと印象が変わるから不思議だ、などという月並みなことを思う。

　見る角度によって印象が変わるのは何も道だけではない。

　人間も、物も、事件も、世界の全てはきっと僕が普段見ているものとは違った側面を持っているのだろう。

　ちょうど、伊呂波先輩や奈な多た先輩が、感情が高ぶると口調まで変わってしまうように。

　そんなことを考えながら、前方をふわふわ飛び回る伊呂波先輩のあとを追う。

　先輩は実に楽しそうに、軽快な足取りで前を進む。

「いやあ実に良いものだねゴーストというものは。ほらほら、通り抜ける」

　そう言いながら、半透明の腕を近くにあった電柱に突っ込む。そういえば、深み春はるもゴーストになりたての頃ころはこんな風に面白がってあちこち通り抜けて遊んでいた。それを思い出し、少し懐かしくなる。

「最高の気分だ。死んで良かった。いや、ゴーストになれて良かった、かな？　こんな素敵な時代に生まれて死ねたことを私は感謝しなければいけないね」

「…………」

　何と言っていいか分からなかったので、僕は答えない。

　……だが、先輩の言葉がすごく気持ち悪いと思ったのは確かだ。

　死ねたことを感謝するだと？　そんなのは生きている者全すべてに対する侮辱だ。生きようとしながらも生きられなかった命に対する冒ぼう瀆とくだ。僕はやっぱり……この人が嫌いだ。

　と。

「ふむふむ」

　いきなり先輩が僕に近づいてきて、文字通りお腹なかのあたりに頭をうずめてきた。

「な、なにやってるんですか……!?」

「ふふふ、やっぱり面白いね、ゴーストというものは。キミの恥ずかしいところが丸見えだ。おやおや、ひくひく動いて……綺き麗れいなサーモンピンク色だね……」

「ど、どこを見てるんですか!?」

　顔を真っ赤にして僕は叫んだ。先輩は僕の身体からだから離れて、からかうように言う。

「ん？　心臓だが何か？」

　…………なんなんだこの人は本当に。












「……さっさと行きますよ、先輩」

　嘆息しつつそう言って、僕は歩き出した。





　　　　☆






　学校に到着した。誰だれもいないらしく、明かりもついていない。閉まった校門をよじ登って中へ侵入。そして、気付く。

「あの、先輩。よく考えたら鍵かぎがかかってて校舎の中には入れないと思うんですけど」

「……そのようだね。動いてみて初めて知る自分の愚かさ」

　珍しく殊勝なことを言う先輩。

「というわけで久く遠どう君。窓を割って中に入ろう」

　やっぱりいつもの先輩だった。

「……そんなの不法侵入じゃないですか」

「大丈夫だ。バレなければ捕まらない。全すべては真実のためなのだ」

「……知ってますか先輩。違法な捜査によって得られた証拠は、裁判で証拠として使えないんですよ」

「それは警察の場合だよ。我々一般人には関係のないことさ」

「そもそも一般人には刑事事件に首を突っ込む権利自体がないんですけど」

　反論を試みたものの、先輩は聞いちゃいないようだった。

「ほらほら久遠君。早くしたまえ。現場を荒らすわけにはいかないから……そうだな、保健室あたりから入るのがいいんじゃないかな」

　そう言って手招きをする先輩。……ほんと、めちゃくちゃな人だよな。テンションが高すぎてついていけない。

「……わかりましたよ。やればいいんでしょやれば」

　いざとなったらブーメランばばあにもみ消してもらおう。

　保健室はちょうど部室長屋の廊下を曲がった角にある。

　……まあ、他ほかの部活の部室の窓を割るというのも気が引けるし、職員室や玄関は何となく抵抗がある。保健室は生徒が気軽に出入りできる場所なのだから、侵入するならここがベストだろう。と、自分で自分を納得させつつ、保健室の前に到着。

　保健室前の花壇を囲う煉れん瓦がを一つ持ち上げ、窓ガラスめがけて軽くぶん投げる。いやべつに、軽く投げたからといってガラスが割れる音が小さくなるとか罪が小さくなるとかいうわけでもないのだが、なんとなく。

「えいって☆」

　べつに可愛かわいいかけ声とともに投げつけたからといってガラスが可愛く割れたりとか、誰かに見つかっても可愛い子供のいたずらで済むわけではないけれど、とりあえず可愛く。

　バリバリバリ────ンッッ！！！

　……案の定、闇やみ夜を切り裂くような派手な音を立てて、煉れん瓦がが保健室の窓ガラスをぶちやぶる。……意外と簡単に割れるもんなんだなガラスって。学校は窓を全部強化ガラスにしておくべきだと思うのだがどうですか。

「さて、入ろうか」

　何の躊躇ためらいもなくガラスを通り抜けて、先輩は保健室へと入った。僕も割れたガラス窓から手を伸ばして鍵かぎを開け、窓を開ける。靴を脱ごうかどうか迷ったけれど、ガラスを踏んで怪け我がしてはいけないのではいたまま侵入。ああ義と父うさん義か母あさんゴメンナサイ。悠ゆう紀きはついに犯罪者になってしまいましたわ。実姉も義妹いもうとたちも実はバリバリの犯罪者なのだが……僕もバレないように気を付けよう。





　　　　☆






　真っ暗な夜の学校を、実家から持ってきた懐中電灯の明かりだけを頼りに歩く。

　伊い呂ろ波は先輩が殺されたことで急いで生徒達が帰宅させられたため、廊下には学園祭の出し物で使う道具やら着ぐるみやらがあちこちに出しっぱなしになっている。蹴け飛とばさないように気を付けないと……。

　それにしても、ふと懐中電灯の向きを変えてみたらいきなりゾンビのマスク（お化け屋敷か何かだろう）が視界に飛び込んで来るのはかなり心臓に悪い。ファンシーに擬ぎ人じん化かされた大きなネズミの着ぐるみ（どう見ても某遊園地のマスコットキャラなのだが……いいのかこんなの使っちゃって）でさえ、ライトの加減によって異形の化け物にしか見えない。

「久く遠どう君、ひょっとして怖いのかね？」

　先輩が失礼なことを言った。

「し、失礼ですね先輩は。こ、こわくなんかないですじょ？」

「…………」

「…………」

「……さて、着いたぞ」

「いやあの、本当に怖くなんてありませんからね？　ジョークですからね？　お願いですからせっかくのネタ振りをスルーしないでくださいよ先輩」

　僕の抗議も無視して、演劇部の部室の前にやってきた先輩は、「さ、はやくこの邪魔なものを引っぺがしてくれたまえ」とシチュエーションによってはかなり嬉うれしい台詞せりふを言った。しかし今はべつに嬉しくない。

　部室の扉と壁には、ゴーストの侵入を拒こばむ護ご符ふ（警察のマークがあって、護符のゴフゴフっぽさを激げき減げんさせているのだが、一応効果はあるらしい）が貼はられていた。

　ゴーストは、護符や十字架、聖水など、《何か霊的な力があると思われているもの》に触れることが出来ない。《弾はじかれる》とか《触れると痛い》とかではなく、見えない薄い壁のようなものに阻まれる感覚らしい。深み春はるの話では、『ちょうどテレビのモニターに触れているような、すぐそこにあるんだけど絶対に届かない感じ』だという。

　また、護ご符ふを貼はった扉などに押されることはあっても、自分でそれを開けたりすることは不可能。ただし、その扉によって潰つぶされることもない。間にゴーストが挟まった扉は、ピクリとも動かないのだ。同様に、護符などを貼ったカップを持ち上げるといったことも出来ない。

　とにかく、ゴーストにとって護符や十字架とは、一いつ切さいの干渉が不可能な邪魔物なのだ。

「ささ、一気に破っちゃって」

　先輩が急せかすので、仕方なく僕は扉のちょうど真ん中あたりに貼ってあった護符をビリッと破った。

「よし、これでやっと入れる。ありがとう」

　先輩が笑顔で言って、扉をすり抜けて部室の中へと消えていく。僕は普通に扉を開けて入る。……しまったな。護符を破るんじゃなかった。護符を破ったら何者かが侵入したことがバレてしまうじゃないか。扉さえ開ければ先輩は通れるんだし。

　ちなみに、扉に鍵かぎはかかっていなかった。

　鍵穴には粘土（だと僕は思っていたのだが、先輩の話によるとあれは模型などに使われる工作用のパテらしい）が詰められたまま。警察は扉をはめ直しただけで、鍵の修理まではしてくれなかったらしい。……ま、当然といえば当然か。

　扉の前は立ち入り禁止のテープで閉鎖されていたのだが、今更気にしても仕方ない。僕は開き直り、テープをまたいで部室の中に入った。

「うーむ、ところで久く遠どう君。犯人はどうやって私を射殺したのだろうね？」

　テーブルの上にふわふわ浮かびながら、まるで他人事のように言って伊い呂ろ波は先輩は首をかしげた。

　テーブルのすぐ近くの床には、ここに死体があったことを示す白いテープが貼られていて、周囲にはまだ血の跡が残っている。テーブルにもべったりと飛び散った血が付着している。自分の死体があった場所に、自分の血の痕こん跡せき。そういうものが伊呂波先輩は気にならないのだろうかと、僕は心底疑問に思う。

「どうやってって……そりゃ、ボウガンで」

　少し考えたあと、僕は答えた。すると先輩は実に楽しげに「ちっちっち」と指を振った。

「うん、良い感じだ。実に間抜けな感じがしていかにもワトスン役っぽい。もっと無駄におっぱいが大きかったりするとさらにバカっぽさが強調されて良いと思うのだが、まあ、そこそこに萌もえキャラだ。やっぱりキミを連れてきて正解だったようだな」

「…………喜んでいただけて僕も非常に光栄ですよ」

　とりあえず僕はそう言っておいた。ちなみにちょっと怒ってる。もちろん先輩にそんな繊細な乙女心など解わかるわけもなく、「うむ。光栄に思いたまえ」などとのたまった。

「まあそれはさておき、犯人がいかにしてボウガンで私を射殺したか、ということについてだが」

「……はい」

「私が実際に撃たれたのは、このあたりだ」

　先輩は部室内をふわふわと移動し、部屋の東側に移動した。隣はバドミントン部の部室。

「バドミントン部の方から痴ち話わ喧げん嘩からしき言い争いの声が聞こえてきたので」

　先輩は壁に耳をくっつける真ま似ねをする。

「こうして聞き耳を立てていたらね……不意に言い争いの声が止やんでだね、どさっ、と何かが床に倒れる音がして……まあ、私の想像が正しければ人体なのだが。それからほどなくして、なにやらパンパン相撲をとるような音──つまり肉と肉がぶつかり合うような音と、喘あえぎ声が壁から漏もれ聞こえてきたのだよ」

　…………まったく、この人は……。

「久く遠どう君、そんな目で見ないでくれ。照れる」

　……はいはい。

「……で、まあ、ついつい集中して聞き入ってしまったら突然、心臓にぐさっと来たというわけさ。矢が。痛くて痛くて、ちょっと暴あばれてしまった。部屋がこれほど荒れているのはそのためだ。ロッカーも倒してしまったしね」

「はあ」

「それで、だ」

　先輩は目を細め、真剣な顔になる。

「果たして犯人は、私を直接狙ねらってボウガンを撃ったのだろうかね。それとも、何らかの仕掛けで矢が自動的に発射されるようにしておいたのだろうかね」

「あ……」

　言われてみるとたしかにどちらの場合も考えられる。

　先輩は後ろから射殺された。そしてゴーストになった。

　部屋に侵入して自らボウガンで先輩を狙った場合、先輩に姿を見られる危険性が非常に高い。今回は偶然、先輩が壁の方に意識を集中していたから姿を見られずに済んだけれど、本来なら先輩がゴースト化した時点で犯人が発覚すること必至だ。

　ゴースト化の確率は約一割……つまり十パーセントの確率で問答無用でバレるということだ。ボウガンを持ち出してきたり鍵かぎ穴あなにパテを詰め込んで扉を封鎖したりと、犯人は前もって準備をして先輩を殺している。そんな計画的な犯人が、ゴースト化という現象を見落としていたというのはなんだか違和感が残る。

　逆に、ボウガンをどこかに仕掛けておいて──たとえば糸などを利用して誰だれかが壁際に移動したときに矢が発射されるようにしたり、あるいは時計などを利用して時間になったら矢が発射されるようにしたりと、犯人がその場にいなくても矢が放てるような仕掛けをしていた場合はどうだろう。

　この場合、姿を見られる危険性はなくなるが、反面成功率が落ちる。さらには、こういった仕掛けの場合、殺す対象を選ぶことが出来ない。先輩の立っていた場所に違う人間がいる可能性もあるのだ。

　だとすれば伊い呂ろ波は先輩は、無差別殺人に巻き込まれたということに……？

「くくく……キミにも解わかってきただろう？　なかなかに面白い事件じゃないか……こんな事件っぽい事件に巻き込まれるなんて実に最高だよ」

　…………。

　この狂人探偵についてはとりあえず無視でいこう。

　犯人が自ら部屋に侵入した場合について、もう一つ考えるべきことがある。

　この場合、犯人は出入り口の扉に鍵かぎを閉めてから、その鍵かぎ穴あなにパテを突っ込んで鍵を封じたということだ。

　つまり犯人は、外側から鍵を閉めることが出来た──つまり、この部屋の鍵を持っていたということになる。伊呂波先輩を殺したあとに奪ったのか、それとも最初から持っていたのか……。

　……待て、だったら入るときはどうした？　伊呂波先輩は、部室の出入りをするときには常に鍵を閉める。犯人は、部屋を開けることも可能だったということになる。

　だとすると犯人は、部屋の鍵を持っていた人物……演劇部のメンバー、もしくは僕たち演劇参加者のうちの誰だれかということになってしまう……。

　しかし、仕掛け型でもそれは同様だ。何な故ぜなら伊呂波先輩は、部屋の出入りをするときは鍵を閉めるよう自分以外のメンバーに口うるさく言っていて、鍵の開け閉めは徹底されている。さらにいつもは職員室にある筈はずの鍵は常に伊呂波先輩が持ち歩いているから、職員室から鍵を借りて侵入しボウガンを仕掛けるということも出来ない。つまりこの場合も、犯人は合い鍵を持っていた人物……つまり演劇部関係者である可能性が高い。

　先輩に恨みを持つ、あるいはとにかく誰か演劇メンバーを無差別に殺したいと考えた、演劇部の誰か……奈な多た先輩、夏なつ樹き君、舞まい坂さか先生、もしくはその他ほかの演劇部員か……疑っているわけではないが、ひかりちゃん、一いちノの瀬せさん、紺こん藤どう、史し記き、時とき山やま先生、ついでにこの僕にも犯行は可能だ。

「ところで久く遠どう君。私は一つ重要なことに気付いたのだが」

　僕が思考している間なにやら部室の中を色々と飛び回って調べていた伊呂波先輩が、不意にそう言った。

「重要なこと？」

「凶器が見つからないのだよ」

　先輩は部屋の西側（東の壁の方を向いていた伊呂波先輩の背中を射抜いたボウガンが仕掛けられているのなら、それは西側に違いない）を重点的に調べている。

　西側の壁には演劇の脚本などがずらりと並んだ大きな本棚が二つあり、本棚と本棚の間にはちょうど人間一人分の間隔が開いている。恐らく伊呂波先輩が卓球部の会話に聞き耳を立てるためだろう。東側も同様だ。まあそれはともかくとして、もしもボウガンがあるのなら、この本棚の中に仕掛けられている可能性が高い。

「うーむ、やっぱりないなあ……」

　先輩が言った。

「警察が既に持ち帰ったあととかいうことはないんですか？」

「ないだろうね」先輩が即答。「もしも警察がここに隠されていたボウガンを発見したのなら、必ずその場所がマーキングしてある筈はずだ」

　なるほど……たしかに先輩の死体のあった部分だけでなく、血けつ痕こんや、先輩が暴あばれたせいで物が落ちた場所など、部屋中のいたるところに白いテープで円が描かれている。円にはそれぞれナンバーが振ってあり、ナンバー①は死体の場所だ。

　こちら側にその印がないということはつまり、凶器のボウガンはここにはなかったということである。

「見つかったのは夏なつ樹き君秘蔵のえっちな本と舞まい坂さか先生秘蔵のレディースコミックだけさ」

　先輩が苦笑した。

「そんなのが隠してあったんですか」

「ああ。シェークスピア全集やら何やらのケースの中にね。警察のお兄さんの怒った顔が見物だったよ。庇かばおうかとも思ったのだが、一応警察には協力的な態度をとった方が得策だろうと、持ち主の名前を正直に答えてしまったよ。あの二人には悪いことをした」

　……なるほど。つまりそういうモノが本棚の中に隠してあったこと自体は知っていたわけだ。伊い呂ろ波は先輩も迷惑な人だなあ……。盗み聞きをする趣味もそうだが、他人のプライバシーを何だと思っているのだろう。

　物語に登場するような殺人事件を解とき明かす類たぐいの正義の名探偵よりも、現実の、浮気調査やペット探しをメインにやる探偵の方が、先輩には向いているような気がする。

「前もって仕掛けたんじゃないってことは、やっぱり先輩が盗み聞きに集中している隙すきに部屋に侵入してきて、それでボウガンで射殺したってことになりますね」

「……まあ、その可能性が高いだろうね」

　少し考えたあと、先輩はそう言って頷うなずいた。

「ってことは、犯人は演劇部関係者……」

「ちなみにアリバイについてだが」

　僕の言葉を遮さえぎり、先輩は言った。

「アリバイ？　もうみんなのアリバイを調べたんですか？」

「当然だ」

　こともなげに、しかしどこか得意そうに頷き、先輩は話し始める。

「私が殺された時間……つまり昨日の十七時前後のことだ。まず、今回の演劇に参加していない演劇部員五人は、全員シロだと思われる。何な故ぜなら彼らはクラスの出し物の手伝いをしていたからだ。目撃証言も多数得ている。ついでに言えば、学園祭の準備期間に入ってからというもの部室に入った人間さえ一人もいない。じつに寂しい話だね」

「……そうですね。で、他ほかには？」

「まず、時とき山やま先生と舞まい坂さか先生にはちゃんと職員室にいたという他ほかの先生達からの証言がある。また、キミと白しら咲さき君が渡り廊下で喋しやべっていたのと、イリス君とくおん君が眠っていたのも、多数の生徒が目撃し『じつに邪魔くさかった』と証言している」

「……さいですか」

　もうちょっと言葉を選んでほしいものだ。『邪魔くさかった』じゃなくて『いるのを見た』とか。……まあ、そのおかげで犯人候補から外れることが出来たのだが。

「そして、その他のメンバーに関しては、全員アリバイがない。いや、『とある場所にいた』という証言くらいは得られても、君らと違って『ずっとそこにいた』という証拠があるわけではないのだよ。奈な多た君が保健室で寝ていたとき、先生はいなかったし……まあ、ゆかり先生はいつもいないが。風かざ原はら君は教室でブスッとしているのをクラスメートが目撃しているが、彼に睨にらまれてすぐに退散したようだし。神かみ河かわ君の姿は誰だれも見ていない。そういえば警察に私たちが話を聞かれたときも彼の姿はなかったね。一いちノの瀬せ君と紺こん藤どう君は、一応ずっと一緒にいたと証言しあってはいるが、恋人同士の証言というのはアテにならないからな。とりあえずアリバイはなしということで」

　あの二人を恋人と呼ぶことに関しては何か複雑な感情を抱かざるをえないのだが……修学旅行のとき、立て続けに僕に告白してきた奴やつらだし。

「……史し記きは多分、図書館にいたか中庭の木陰で寝ていたか、それとも劇の練習が終わったからさっさと家に帰ったかのどれかだと思いますよ」

「詳しいね」

「実は僕、あいつのことが好きなんです。だから何でも分かります」

「ふーんそうかね」

　……突っ込んでくれよ。ボケをスルーされると悲しくなるんだよ。

「……あと、一ノ瀬さんと紺藤がお互いを庇かばい合ってるってこともないと思いますよ。あの二人が共犯して先輩を殺す理由なんてどこにもない」

　僕は断言した。ま、友達はとりあえず庇っておかないとね。

「人が人を殺す理由なんて些さ細さいなことさ。……いや、違うな。他の人間にとっては些細なことに思えても、当人からしてみれば殺意にまで達してしまうほどの重大な理由という場合もある。人間の感情の揺らめきに一般論など無意味だ。殺人犯の気持ちを常識で語るほどナンセンスなことはない」

「なるほど」

　それなりにまともなことを言っているような気がしなくもない。それに……《他の人間にとっては些細なことに思えても、当人からしてみれば殺意にまで達してしまうほどの重大な理由》──個人的にも、心当たりがなくはない。

　そこで伊い呂ろ波は先輩は鷹おう揚ように頷うなずいた。

「うむ。だからたとえば、この私が一ノ瀬君と紺藤君の濡ぬれ場をテープに録音し、それをネタに金銭を強ゆ請すり取ろうとしたことに対して、あの二人が私に殺意を覚えたとしても全く不思議ではないのだよ」

　…………。

「………………え？」

「一いちノの瀬せ君と紺こん藤どう君が濡ぬれ場を録音されたことを恨みに思って私を殺そうとしたところで不思議ではないのかもしれない、と言った」

「かもしれないじゃなくて本気で全く不思議じゃないですよ！　裁判で証拠として提出できるレベルの、死ぬほど解わかりやすい動機です！」

　思わず全力でツッコミを入れる僕。まったく、何をやってるんだこの人は。きっとこの調子で、色んな人から恨みを買ってるんだろうな……。

「先輩、それでよく十八年間も生きてこれましたね」

「いやー、はっはっは」

「褒ほめてないです。あなたはやっていいことと悪いことの区別もつかないんですか。そういうことをやるときは、本人達にばれないよう細心の注意を図り、自分だけでコッソリ楽しむべきなんです。営利目的に使ってはいけません」

　とりあえず僕が人道というものを説いて差し上げると、

「……私もたいがいあこぎだが、キミだってちょっとどうかと思うよ。友人の情事をオカズに使うなんて、私には到底考えられない発想だ」

　何な故ぜか先輩はちょっと引いたような顔をした。

「まあ、ともあれ私を殺した犯人の候補として浮かぶのはアリバイのない奈な多た君、風かざ原はら君、神かみ河かわ君、一ノ瀬君、紺藤君の五人ということで問題ないね」

「…………そんなところかもしれませんね」

　それでも僕としては、一ノ瀬さんや紺藤が人を殺すような人間とはどうしても思えないのだが……僕は甘いのだろうか？

　でも、こうも思う。

　僕は一体、二人の何を知っているというのだろう？

　修学旅行の夜、いきなり告白してきて僕の脳のう味み噌そを混乱させまくってくれた二人。

　実は従い兄と弟こだと、修学旅行のあとになって知った。そして僕の知らないうちにいつの間にかデキていた。その間に何があったのかは知らないけれど、僕は二人がそういう関係になったことを全く知らなかった。

　二人が秘密にしていたから、ということもあるけれど……僕は結局、一ノ瀬さんと紺藤に、大して関心を持っていなかったんじゃないのか？

「難しい顔をしているけど、人間関係についてお悩み中かい？　久く遠どう君」

　先輩がからかうような顔で言った。

「……べつに」と僕。そして、

「……アリバイがない人を全員候補にするのは分かりましたけど……とりあえず、一番犯人として順当なのは夏なつ樹き君あたりじゃないでしょうかね」

　直前に伊い呂ろ波は先輩と言い争っていたし、さらに僕たちが音を聞きつけて駆けつけたときに扉の前にいたのも夏なつ樹き君だ。

「まあ、一番怪しいのは彼だと私は思う。だが、彼が犯人だというのは嫌だな……」

「……？」

　僕が首を傾かしげると、先輩は皮肉っぽく笑い、

「だってほら、被害者と直前まで言い争っていた人間が犯人だなんて、意外でもなんでもないじゃないか」

　……困った人だな本当に。

「現実にまで意外性を求めなくてもいいじゃないですか。僕としては、現実くらいは平和で予定調和的にあって欲しいと思いますよ。勉強して良い大学に入って良い会社に就職して良い家庭を築くような人生が最高です」

「こと人生観に関しては、私とキミの意見は正反対のようだね」

　先輩は笑った。そして不意に遠い目をして、ぽつりと、

「──なんで若いのにそんなふうに達観してるのかしら。人は絶対に手に入らないものにこそ憧あこがれると言うけれど……つまりあなたは、よっぽど起伏のある非凡な人生を送ってきたのね。私にはそれが、とても羨うらやましいわ……」

「…………」

　どことなく気まずい空気が流れ──……それきり、会話は途絶えた。

　それから先輩と僕は、どちらからともなくそれぞれ適当に部室の中を物色し始めた。

　黙々と。

　僕の場合は現場を出来るだけ荒らさないよう慎重に。

　先輩はゴーストであることを最大限に利用して、天井や壁の内部までくまなく捜す。しかしバドミントン部と卓球部の部室の壁には護ご符ふか何かが貼はってあるようで、ゴーストでも侵入は不可能なようだ。

　……まあ、部室の中でいかがわしいことをしているなら当然か。いきなり壁からゴーストが侵入してきたら、気まずいことこの上ない。

　一いちノの瀬せさんと紺こん藤どうといい、深み春はるやひかりちゃんといい、どいつもこいつもまったくもってうらやま……あ、いや、けしからん。ここはエロゲー世界の高校ですか。

　さて、と。

　思考を切り替える。

　殺人事件の鍵かぎを握るような重要なものが部屋の中に残っている可能性は低いように思われた（仮にそんなものがあったとしても、既に警察が持ち去ったあとだろうし）ので、僕は考えながら犯人についての推理を巡らせる。

　多分それは先輩も同じで、あちこち動き回りながら色々と推理を働かせているのだろう、ときどき「ふーむ」とか唸うなりながらじーっと動かなくなったりする。もちろん、その顔はやけに楽しそうだ。

　……ま、たしかに僕も、こうやって頭を動かすのはそれなりに楽しいけどさ。

　人が死んでいるというのに不ふ謹きん慎しんだとは思うけれど……その死んだ当人がこうやって探偵ごっこを楽しんでいる以上、さして問題はないのだろう。まったく世の中狂ってる。

　とりあえず考えるべきことは……誰だれが先輩を殺したのか。それを確定するための証拠。根拠となるような物証、状況証拠。ミステリ小説でいえば《誰が》──フーダニットの問題。《何故ワイダニツト》《どのようにハウダニツト》はさほど問題ではない……筈はずだ。少なくとも今は。
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　……そして、小一時間ほど経過しただろうか。

　ふと懐中電灯で、部室の西の壁、ちょうど二つの本棚の間に掛けてある時計（どことなくアンティークっぽい雰囲気を持った、木製の小さな長方形の掛け時計で、秒針がない。恐らくイギリス好きっぽい伊い呂ろ波は先輩の私物だろう）に明かりを当ててみると、時刻はすでに午前四時を回っていた。

「うわ、もうこんな時間か」

　……ちょっとわざとらしかったかもしれない。

　ともあれこれが、部屋の物色を始めてから久しぶりに僕が発した言葉だった。

「……ふむ。そろそろキミは退散した方が良さそうだね」

　まるで探偵のようにアゴに手をあててテーブルの上をぐるぐる回って何やら考えていた先輩が頷うなずいた。

「そうですね。家族が起きるまでには部屋に戻らないとマズいので」

「……すまなかったね、無理言って付き合わせてしまって」

　先輩からそんな殊勝な言葉が出るとは思わなかったので、僕は少し驚く。その感情を目ざとく見て取った先輩は、苦笑を浮かべる。

「私だって、世話になったお礼くらい言えるさ。強引でワガママで自己中心的でちょっと頭がおかしい先輩で悪かったね」

「……いえ、そういう人の相手をするのは慣れてますから」

　別に気を遣ったわけではなく、残念ながら本当のことである。先輩は苦笑する。

「白しら咲さき君かね」

「はい」

「……キミは……彼女のことが好きかい？」

　いきなり何の脈みやく絡らくもなく、先輩はそんなことを訊きいてきた。

　それに対して、僕は、

「……はい」

　珍しく、素直に頷いた。予定外の徹夜のせいで、頭がハイになっているのかもしれない。

「……そうかい」

　先輩は、じつに楽しげに笑った。皮肉っぽくて、斜はすに構えた感じのする、それでいて、どこか稚ち気きを残した、あどけない少女のような笑み。

　狂人と普通人、凡と非凡の境界にいる人間特有の、不思議な笑顔。

　それが尾お張わり伊い呂ろ波は先輩本来の表情なのだと、僕は直感的に思った。

「好きなら……大切にしたまえ。何が起きても、キミだけは彼女を守りたまえ。絶対に彼女を放してはならないよ」

「……は、はい。善処します」

　何な故ぜ先輩がいきなりこのようなことを言い出したのか解わからず──それから、まさか先輩の口から恋愛絡みの発言が出るとは思わず──、僕は戸惑いつつも頷うなずいた。

「それじゃ、おやすみ。久く遠どう君」

　片手を軽く上げて言う先輩。

「あ、はい。おやすみなさい。……先輩はまだ残るんですか？」

「ああ。せっかく久遠君が護ご符ふを解除してくれたからね。警察が来る前までに、何らかの手がかりを発見しておきたいものだ……」

　どことなくその声音に焦りの色を感じたのだが……僕は気にしないことにした。

「それじゃ、頑張ってくださいね」

「頑張るさ。死ぬ気でね。というか、もう死んだけど」

　まったく笑えない冗談だったので、僕は少し笑った。
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　翌朝。

　家を出る直前に、警察の事情聴取は明日に延期されたという連絡が学校から入った。

　なんでも本日未明（つまり僕が真夜中に学校に忍び込んだ前後だ）、営業を再開した喪も髪がみデパートでまたしても爆弾テロ事件が発生し、その調査やら犯人確保やらに県警はかかりきりになっているらしい。やっぱり大変だな警察の人は。

「……殺人事件なんてありきたりな事件よりも、今のご時世は自殺教が最優先ってか」

　深み春はると一緒に学校に行く道すがら、僕は皮肉っぽくそう言った。

　今け朝さは雨が降っていて、僕は傘かさをさしていた。雨はべつに嫌いではないのだが、寝不足ということもあって灰色の空を見ると何となく気が滅め入いる。

「悠ゆう紀き、その発言は殺されちゃった伊呂波先輩に失礼すぎるよ」

　深春は珍しくたしなめるような口調でそう言った。深春の言葉なのにものすごくまともな言い分だったので驚きつつも、僕は、

「……そうだな。これからは不ふ謹きん慎しんなこと言わないように気を付けよう」

「うん。気を付けてね」

　深春がこんなふうに伊呂波先輩のことを気に掛けるのは、多分伊呂波先輩が数少ないゴーストの知り合いだからだろう。

　やっぱり、一度死んだ人間でないと解わかり合えない何かがあったりするのだろうか。

　……ま、どうでもいいけどさ。
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　そんなこんなで放課後になった。

　授業も普通にあり、先生たちは特に昨日の伊い呂ろ波は先輩殺人事件については何も言わなかった。多分学校や警察側からそう指示されているのだろう。

　それからなんと、学園祭も予定通り実施されることになったらしい。

　つまり学園祭は三日後である。

　事件によって昨日作業を中断されてしまったぶん、準備に遅れをきたしたところが多いらしく、今日の授業は午前中だけで、あとは学園祭の準備に回されることになった。準備がない生徒には、速すみやかに下校するか準備の手伝いをせよという指示。

　なお、演劇『リアル白雪姫』については、主演女優が殺害され部室も警察によって封鎖されているという状況のため、もちろん中止──

「──もちろん中止になどしない。必ずこの劇は成功させる」

　昼休み終了後、みんな（まだ中学の授業が終わっていないイリスとくおん、昨日の事件について会議がある時とき山やま先生をのぞく）を集め、伊呂波先輩は開口一番そう言い切った。

　ちなみに外は雨が降っているため、集合した場所はいつもの渡り廊下前ではなく、保健室の隣にある家庭科室だ。

　ここの管理責任者は何な故ぜか時山先生なので、雨の日は特別にここを開けてもらっている。机がたくさんあるため、あまり劇の練習向きの場所ではないのだが。

「でも、主役の先輩が殺されちゃったんじゃあ……」

　僕が言うと、先輩は「なにを馬ば鹿かなことを言っているのだ」みたいな顔をして、

「たしかに殺された。だが私はこうしてゴーストになっている。白しら咲さき君だって、ゴーストでありながら立派に白雪姫役を務めているではないか」

　……そりゃ、白雪姫は脇わき役やく（普通に考えるとおかしいのだが、少なくともこの劇においてはそうなのだ）で出番が少ないから、ゴーストの深み春はるでもどうにかやっていける。

　だが、先輩の役は探偵だ。物を持ち上げたりとか、他ほかのキャストと触れ合ったりとか、ゴーストでは色々と不可能な場面が劇中に多く存在する。

　僕がそのことを指摘してみると、先輩は少し考えたあと、こともなげに言った。

「奈な多た君。今から脚本の改訂をしてもらいたいのだが」

「解りました」

　奈多先輩は、二つ返事で頷うなずいた。

　おいおい……そりゃ、不可能ではないのかもしれないけど……あと三日で、しかも伊呂波先輩の出てくるほぼ全すべての場面をいじる必要がある。

　……いや、三日もないか。キャストの練習期間も考えると、演技の練習と並行しながら脚本を徐々に変更していくしか方法はないだろう。

　そしてそれは、先輩だけでなく僕たち演劇参加者全員にとってさらに大きな負担がかかるということだ。ただでさえギリギリのスケジュールなのに……。

「お願いします皆さん。力を貸してください」

　……僕が伊い呂ろ波は先輩と奈な多た先輩に何か文句でも言ってやろうと思った矢先。

　そんな風に丁寧にお願いしてきたのはなんと、奈多先輩だった。

「僕や伊呂波にとっては、これが最後の学園祭になります。だから……どうしても成功させたいのです」

「奈多君……？」

　これには、幼おさな馴な染じみである伊呂波先輩さえ驚いたらしい。

「……お願いします」

　ついには奈多先輩は、僕たちに対して頭まで下げてきた。

　……まさかあの奈多先輩がここまでするとは。

　よほど伊呂波先輩のことが大事なのだろう。多分、伊呂波先輩が死んでしまったということも関係しているのだろうが。

　失ってから初めて気付く大切さ。陳ちん腐ぷだが、それは事実としてあるのだ。……僕も、深み春はるが死んだときはそうだったから。












「か、感動したわ、先生とっても感動したわ！」

　大おお仰ぎようなリアクションで最初に感動を表明したのは舞まい坂さか先生だった。

　時とき山やま先生をはじめ多くの教師が会議中なのにこの人がここにいるのは、彼女が臨時講師だからである。それなのに問題児ばっかりの二つの部活の顧こ問もんを押しつけられるなんて、苦労人だなこの人も。

「みんな、時間は少ないけれど頑張りましょう！　そう、何な故ぜならそれが青春なんだから！　信頼と友情と愛の力があれば、どんな困難だって乗り越えることが出来るわ！」

　恐らく本人すら信じていないような薄ら寒いことを、舞坂先生は僕たちに言った。すごくわざとらしいのだが、この人の言動は基本的に全部わざとらしいので気にしない。

「……俺おれからもお願いするっス」

　そう言って、夏なつ樹き君が進み出た。演劇部の先輩二人とは折り合いが悪い彼も、演劇に対する情熱自体は変わりないのだろう。

「な、なんだよ先輩。そんな目で見るなよ。俺はただ……自分がせっかく作った道具や衣装を無駄にしたくないだけだ」

　照れたように言う夏樹君。素直じゃないな。いわゆるツンデレというやつだろう。

「……ま、べつに誰だれも協力しないなんて言ってないからね」

　僕が言った。

「うん、みんなで頑張ろうよっ！」

　深み春はるがそう言って微笑ほほえむ。他ほかの参加者も口々に同意の意を示した。




　……というわけで、残り三日で脚本をゴーストが主役でも可能なように直しつつ演劇の練習をするという無む茶ちや苦く茶ちやなスケジュールが開始されたのだった。
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「ところで伊い呂ろ波は先輩」

　僕の出番が一段落ついたところで、奈な多た先輩と一緒に脚本の手直しを進めていた伊呂波先輩に声をかけた。

「なにかね？」

　執筆に集中している奈多先輩から離れ、伊呂波先輩は僕の方にやってきた。

「……なにかね、じゃないですよ。殺人事件の調査の方はどうなったんですか？」

　すると先輩は、少し言いにくそうに言葉を濁にごした。

「……悔しいが、特に進展はなしだよ。キミが去ったあとも三時間ほど現場をうろつきつつ考えていたのだがね。どうにも犯人を特定する手がかりが見つからない」

　殺された現場でずっとうろついているなんて、まるで地縛霊みたいだな、と僕は思った。

「さらに厄介なことにはね」

　先輩が忌いま々いましげに顔をしかめる。

「実は私を殺すことが可能だった犯人は、演劇関係者とは限らないことが判明してしまったのだよ」

「どういうことですか？」

「今け朝さ、今回の劇に参加していない他ほかの部員達からも話を聞いてみたのだがね。彼らの合い鍵かぎの管理の杜ず撰さんさにはほとほと呆あきれる。合い鍵を机やロッカーの中に入れっぱなしにしておいたり、一人は家に置きっぱなしにしていたり……肌身離さず持ち歩いているようにという私の指示が、これっぽっちも守られていないのだよ。まったく、演劇部員としての自覚があるとは思えない」

　憤ふん慨がいする先輩に、僕は恐る恐る尋ねる。

「……えーと……ということは、つまり……」

「うむ。彼らのところから合い鍵を持ち出すことは誰だれにでも簡単に出来たということだ」

「…………あちゃあ」

　これで犯人候補が一気に増加した。誰もが合い鍵を使って演劇部の部室に侵入できたということはつまり、演劇参加者だけでなくても先輩を殺せたということだ。

　まさか全校生徒からアリバイを聞き出すわけにもいかないし……。

「……とりあえず、先輩に恨みを抱いていそうな人から順番に当たっていくしか方法はないでしょうね」

「……ま、そういうことになるね」

　先輩は残念そうに言った。

　ミステリに出て来る事件は、あくまで限られた犯人候補から犯人を割り出すのが常道なのだが、今回の事件ではそれが出来ない。つまり先輩が死ぬほど憧あこがれていた、《物語のような殺人事件》ではない可能性もあるのだ。

「まあ、そんなに気を落とさずに。それでもまだ、一般の生徒よりは演劇関係者が先輩を殺した可能性の方が高いんですから」

　……自分でもちょっとどうかなあと思うような、妙な励ましの台詞せりふを吐く僕。

　しかしどうやら、先輩にはその励ましの効果はあったようだ。

「ふむ……たしかにそうだね」

　……それはつまり、今、この場に殺人犯がいるかもしれないという意味なのだが、気付いていないのだろうか、それとも、気付いてはいるが気にしていないだけなのか。

　この人の精神構造はどうなっているのか、本当にワケがわからない。知り合いが殺人犯だなんて、僕としてはあまり思いたくないのだが。

　そのとき。

「お、おい、どうした!?」

　僕たちからちょっと離れた場所で、そんな声が上がった。声の主はこびと役の紺こん藤どう数かず馬まだったが、まあ、べつにそれはどうでもいい。

　そちらを振り返ると、通し練習をしていた連中がざわついていた。

　その中心で倒れている、一人の少女……紀き史し元もとひかりちゃんだった。

「────ッ!?」

　慌あわてて駆けつける。

「どうしたのひかりちゃんっ!?」

「おい、しっかりしろ紀史元ひかり！」

　深み春はると一いちノの瀬せさんが、ひかりちゃんを介抱している。

「あふ……だいじょーぶです……」

　ひかりちゃんが目を開け、返事をした。顔色はちょっと悪いけど……よかった、べつに死んだわけではないようだ。

「何があったんだ？」

　僕が尋ねると、ひかりちゃんは弱々しく笑って、

「……あ、ほんとに大丈夫ですからせんぱい……ちょっと疲れちゃっただけですよ……昨日も寝不足だったので…………だって白しら咲さき先輩と可か夜よ子こお姉様があんなに激しく……」

　──とんっ　──ぼすっ

「ウボァーッ!?」

　深春と一ノ瀬さんが同時にひかりちゃんに当て身を食らわせ、ひかりちゃんは白目をむいて完全に気を失った。

「……疲れているようだな、紀史元。やはり徹夜でその……べ、勉強会など、するものではないな。うん」

　淡々と一ノ瀬さんが言う。

「そうだね。だからヘンなことを口走ったりするんだよ。勉強もほどほどにしないとねっ」

　深春もわざとらしく誤ご魔ま化かすように言った。

　…………なるほど。つまり昨夜も、ひかりちゃんのカラダを弄もてあそんでいたということか。えろえろだなこいつらは。うらやましくなんかないやい。

「……で、場所はどこだ？」

　こめかみを押さえつつ僕が尋ねると、

「ひかりちゃんのマンションで」

　深春はあっさりと答えてきた。僕の恋人はとても最高だ。浮気をしても正直に言ってくれる。

「え、な、なにが？　どういうことだ？」

　事情を飲み込めず、紺こん藤どうが首を傾かしげる。

　一ノ瀬さんは淡々と（ただし紺藤の目を見ようとはしない）、「べつに。お前には関係のないことだ」と答えた。ひどい恋人もいたものだ。

「……とりあえず、紀史元さんを保健室に運ぼうか」

　伊い呂ろ波は先輩が言った。

「そうですね」

　僕が頷うなずき、

「というわけで紺こん藤どう。運べ」

「俺おれかよ!?　まあ、べつにいいけどさ……なんか久く遠どうの俺に対する扱いがどんどんぞんざいになってく気がするなあ……」

　ぶーたれつつもひかりちゃんを軽々とお姫様だっこする紺藤。さすが男の子。

「じゃ、頼んだ。あ、ちなみに紺藤。僕のお前に対する扱いは最初からぞんざいだ。僕がお前をぞんざいに扱わなかったことなど一度たりともありはしない！」

「力強くそんな悲しいこと言うなよセニョリータ……」

　本気で悲しそうに言いながら、紺藤は家庭科室を出て行った。
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　紺藤が家庭科室に戻ってくると、練習が再開された。

　もともと、ひかりちゃんとこびと達との絡みは前半にちょっとあるだけなので、いてもいなくてもそんなに変わらない。

　……まあ、それを言うなら僕が一番そうなんだけど。冒頭に王妃が台詞せりふを喋しやべっているときに突っ立ってるだけだし。台詞は一言だけだし。

　ひょっとして、真実の鏡ってめちゃくちゃ要らない役じゃないだろうか。わざわざ鏡が声に出して答えなくても、白雪姫の姿を映してやればいいだけなんだから。《木》とか《石》とか《村人Ａ》とかとほぼ同レベルの存在意義。それが真実の鏡。

　──まるで世界における僕の立ち位置みたいだ。そんな自じ虐ぎやく。

　ともあれ僕は、手持ちぶさたのままぼんやりと練習を見守る。

　僕の座っている机の前の席では、奈な多た先輩が脚本を直している。

　出番まで時間がある伊呂波先輩は、殺人現場の調査へ向かった。夏なつ樹き君は、みんながいると集中できないからと言って、他ほかの部屋で作業をしているらしい。

「どうして!?」

　突然、舞まい坂さか先生が金切り声を上げた。もちろん劇の台詞である。

　今練習しているのは、白雪姫が殺害されたことをきっかけに七人のこびと達それぞれが抱えた心の闇やみが浮き彫りにされ、泥沼の家族模様が描かれるパートだ。

　お城の貴族相手（という設定がいつの間にか出来ていた。ちゃんとその貴族の名前や生い立ちの設定まであったりする。無駄に細かいなあ……。どうでもいい裏設定にこだわるのは素人しろうとの悪い癖くせだ）に売春をしていることが発覚した一いちノの瀬せさん（……役名はなんだっけか……まあどうでもいいや）を、紺藤と史し記きの兄弟（この二人の役名も忘れた）、舞坂先生演ずる母親（例によって名前は忘れた）が問いつめている。

　本当はこのシーン、時とき山やま先生とイリスとくおんもいるのだが、この三人の台詞せりふは深み春はるが代わりに読んでやっている。普通にそこらへんの声優志望者たちよりも上う手まいと思う。相変わらず芸達者な奴やつだ。

「（舞まい坂さか先生）どうして!?　どうしてそんなことを言うのジェニファー！　お母さんに言ってごらんなさい！」

「（一いちノの瀬せさん）わ、わたしはただ、おかねがほしかっただけなんだー。ブランドもののバッグとか、ふくとかほうせきとか……ひとばんえっちをするだけで、あのひとはなんでもかってくれるんだー」

「（舞坂先生）そんな、羨うらやましいわ！　子供のくせに！　私にも貴族のぼんぼんを一人くらい紹介なさい」

「（紺こん藤どう）そうやっていつもいつも、母さんは俺おれたちを子供扱いして……！　俺たちはもう、立派な大人おとななんだ！」

「（舞坂先生）ケヴィン!?　あなたまでなんてことを言うの!?」

「（史し記き）……紺藤。大人になるということは大変なことだと俺は思う」

「（紺藤）うるせえ！　俺は大人になんかなりたくないぜ！」

「（舞坂先生）そんな……『もう立派な大人なんだ』ってさっき……！」

「（紺藤）それは言葉のあやだ！」

「（くおんの代役の深春）……えーと、うえーんうえーん。……ケヴィンお兄ちゃんが相変わらずバカすぎます」

「（イリスの代役の深春）ん。ケヴィンお兄ちゃんがバカなのは前々から分かっていたことでしょう？　そんなことも分からないなんて、レイチェルはバカだとミシェルは思う」

「（くおんの代役の深春）……し、失礼な……！　バカという方がバカなのです！」

「（イリスの代役の深春）そんなありきたりの反論しかできないことこそが、バカの証明だと思う。あ、でもぱんつをはかない非文明人には仕方ないことなのかも……」

「（くおんの代役の深春）……ゆ、許せません……！　そこになおりなさい！　しゃきーん、あ、これくおんちゃんが刀を抜いた音ね」

「（時山先生の代役の深春）待つのだ娘たちよ。かつてとある偉人がこう言った。《どんなに困難で挫くじけそうでも、必ず最後に愛は勝つ》と」

「（くおんの代役の深春）……私の方がお兄ちゃんを愛しています」

「（イリスの代役の深春）違うよ。ミシェルの方がお兄ちゃんのこと大好きだから」

「（史記）ふむ……そうか。……だがすまないな、妹達よ。俺の愛は、ただ神にのみ捧ささげられているのだ」

「（舞坂先生）クリストファー！　あんたまた妙な宗教にのめりこんで……!?」

「（史記）妙な宗教ではない。たった六万円をドブに捨てたと思うだけで入会でき、月にわずか三万円を支払うだけで尊師のありがたい説法が聞けるのだ。ちなみに尊師とは、足の裏で運勢を占うという画期的な方法を発明された偉大なるお方なのだ」

「（舞まい坂さか先生）そんなお金どこから……あんたまさか、うちのお金を持ち出して……!?」

　…………なんというか……相変わらず妙に生々しい泥沼だなあ……。

「……ふむ。ここのシーンはもう少し諧かい謔ぎやく的てきな表現を増やした方がいいですね……どうも空気が殺さつ伐ばつとしすぎている」

　ぽつりとそう言ったのは、僕の前の席に座っていた奈な多た先輩だった。

　……いや、諧謔とかそういうのはもういいからさ。もっと普通の劇にしませんか？　今のままでも十分滑こつ稽けいですよ、ある意味。

　もちろんまた癇かん癪しやくを起こされても困るから、口に出しては言わない。

　どうもこの人、情熱が空回りしてるんだよなあ……伊い呂ろ波は先輩と同じで。

「久く遠どうさん。貴女あなたはどう思いますか？」

「ぼ、僕ですか……？　そんな僕なんかに意見を求められても……」

「僕や風かざ原はら君の手伝いをしようともせず、いつも暇そうにボーっとみんなの演技を見ているだけの時間を過ごしていた貴女なら、一番客観的な視点から、僕たちには見えていない欠点などを指摘できるかと思いましてね」

　……おやおや？　ひょっとして僕は今、嫌味を言われているのかな？　怒っちゃってもいいのかな？

　しかし奈多先輩の目は真剣だった。……なるほど、この人は素で毒舌家なんだな。

「……僕は演劇のことなんてほとんど解わかりませんからね」

「……しかし紀き史し元もとさんの話では、貴女はいつも演技をして生きているとか。事実、夏休みが終わってカミングアウトされるまで、僕たちはずっと貴女のことを男性だと思っていたわけですし」

「良い役者が良い劇作家とは限りませんって。……別に自分のことを《良い役者》とか思ってるわけじゃないですけど。でも僕、小説とかほとんど読まないし」

「……そうですか」

　奈多先輩は嘆息し、

「…………まったく、使えない人間ですね……」

　小声で言っているつもりかもしれないが、バッチリ聞こえている。

　ええそうですよ。どうせ僕は役立たずですよーだ。

　僕は再び、意識を奈多先輩の方からこびとファミリーの方に移した。

　家庭科室の前方で、何やら緊迫した空気が流れている。

「（一いちノの瀬せさん）ころしてやるー。……ころしてやるぞー」

　何な故ぜか一ノ瀬さんが、史し記きにナイフを突きつけている。薬物の禁断症状が出たジェニファーが、おかしな幻覚を見て暴あばれ回った挙げ句、最後は自分から日本刀で心臓を貫かれて死亡するという非常にブラックなシーンだ。

「（紺こん藤どう）どうしたんだジェニファー！　ま、まさかお前、誰だれかにクスリを……！」

「（一ノ瀬さん）はぁーはぁーはぁー、く、くるな、くるなあ、や、やめてー、やめてー。くるなー。あのときのことはあやまるからー」

「（史し記き）……その手を放すのだ、一いちノの瀬せ。今俺おれを殺せば、お前は一生、神の御み許もとには行けなくなってしまうぞ」

「（一ノ瀬さん）うるさいーうるさいー。だまれだまれー、わーわーわー」

「（くおんの代役の深み春はる）……くっ、どうにかしてあのナイフを奪わなければ……！　しゃきーん！　くおんちゃんが刀を抜いた音」

「（一ノ瀬さん）わたしをいじめるやつはみんなてきだー。しねー」

　一ノ瀬さんが史記を突き飛ばし、深春（刀を構えたくおん……じゃなくてレイチェルという設定。レイチェルが刀を持っている理由にもちゃんとした設定があるのだが省略）に殴なぐりかかっていく。それにしても彼女のダイコン役者っぷりはすごいな。もはや《下へ手たな演技》を通り越して、観客が「きっとこの人はこういう設定のキャラクターなのだ。役者が下手なのではなく、ものすごく上う手まい役者がわざと変なキャラクターを演じているのだ」と思ってしまうくらいにヘタクソだ。

「わあー」

　一ノ瀬さん……じゃなくてジェニファーが、自ら刀（があるという想定）に向かって突進していく。

　こびとファミリーたちが止めようとするが間に合わない。

　ジェニファーの心臓に、刀が深々と突き刺さり──

「いやああああああああ──────ッ!!」

　そんな悲鳴が響き渡った。

「────ッ!?」

　この場にいる全員の顔に緊張が走る。

　悲鳴を上げたのは、一ノ瀬さんではない。

「なんだ!?」

　一ノ瀬さんが真剣な顔で言った。演技をやめた途端、とても凛り々りしいいつもの一ノ瀬さんの顔に戻っている。

「……隣の部屋から聞こえたようですが……」

　奈な多た先輩が言う。

　たしかにそうだった。家庭科室の隣といえば保健室で……

「今の悲鳴、紀き史し元もとさんの声じゃないかしら!?」

　舞まい坂さか先生が叫び、言うが早いか走って部屋を出て行った。

　僕たちも、急いでそれに続く。
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「いやー！　いやです！　死にたくないです殺さないでください！　死ぬなら私は自分で死にますお願いですあなたなんか知らないですごめんなさいごめんなさい生まれてきてすいませんでも嫌です死にたくないんです最近ではクスリの量も減ってきたしリストカットも一週間に一回で我慢して死にたいと思うことも三日に一度くらいしかなくなってせっかくだんだん前向きになってきたのでおねがいだから殺さないでください────っ!!」

　ひかりちゃんは、保健室のベッドの上で意味不明なネガティヴ台詞ぜりふを吐きながらめちゃくちゃに暴あばれ回っていた。

「……ふう、無事か」

　とりあえず、ホッと一安心。保健室にはひかりちゃん以外には誰だれもいない。

　校医の村むら崎さき紫ゆかり子こ先生（通称ゆかり先生）はズボラな性格で有名で、《来る者はある程度までは拒こばまず、去る者は追わず》という、教師としても保健室の先生としてもちょっとどうなのかなあというモットーを持つ先生だ。

　保健室にはほとんど姿を現さず、学校で姿を見かけることすら稀まれ。そのため保健室は、いつも学校をサボる学生達のたまり場となっていた。しかし今日はもう放課後ということもあって、そういった連中も既に帰ってしまったようだ。

「いやー！　殺さないでくださいー！　あうーそこだけはダメですー！　わ、私なんて食べたっておいしくないですよう！　いやーダメダメそこダメ──ッ！　ダメなのは私の人生だけで十分なんですごめんなさいごめんなさい生まれてきてごめんなさい──ッ!!」

「あ、あの……紀き史し元もとさん」

　真っ先に駆けつけた舞まい坂さか先生も途方に暮れている。

　……ならとりあえず、ひかりちゃんをどうにかしようか。僕は彼女にゆっくりと接近し、

「ぶちゅー」

　チュウをした。マウストゥマウスである。

「はう──っ!?」

　ひかりちゃんが驚きよう愕がくの表情を浮かべる。そんな彼女の口の中に舌を突き入れ、乱暴にかき回す。

「はわ……しぇ、しぇん……ぱ……ぃ…………」

　ひかりちゃんの目がトロンとなり大人おとなしくなったのでキス終了。

　唇を放す。糸を引く唾だ液えきを拭ぬぐう。後ろで紺こん藤どうが「く、久く遠どう……」とか呆あきれた声を上げたが気にしない。

「あ……あれ……？」

　我に返ったひかりちゃんが、きょろきょろとあたりを見回す。

「あ、あれ、みなさん、私、どうしてこんなところに……？　ていうかせ、先輩、い、いま、わ、私にその、キ、キキキキキキキキスを……!?」

「まあそれはともかく」

　僕は強引に誤ご魔ま化かした。

　あのキスはあくまでひかりちゃんを大人おとなしくさせるための手段であり、深み春はるや一いちノの瀬せさんに散々弄もてあそばれたあとのひかりちゃんの唇はどんな味なのかなあとか倒錯したことを考えたわけではない。そんな事実はまったくない。あり得ない。

「なにがあったんだい？　ひかりちゃん」

　僕が尋ねると、ひかりちゃんは目から涙をぽろぽろ流して、

「あ、あのですね先輩、いきなり私、寝てたら、く、首を絞められて、ぎゅーって、すごく苦しくて、わ、私、もうダメだって思って……！」

「首を絞められただと!?　その話、詳しく!!」

　叫びながら保健室にやってきたのは、これまで部室で調査をしていた筈はずの伊い呂ろ波は先輩のゴーストだった。どうやら騒ぎを聞いて駆けつけてきたらしい。さすが《名探偵》。

　……なお、ひかりちゃんのいるベッドからさらにベッドを二つ挟んだところにある、グラウンド側の窓ガラスは、割れたままになっている。

　もちろん、昨夜僕と伊呂波先輩が学校に忍び込んだ時に割ったものだが……。あ、割れた窓のすぐ下には煉れん瓦がが。ガラスの破片まで普通に落ちてるし……ひょっとしてゆかり先生、今け朝さから一度も保健室に来なかったんじゃないか……？

　……まあ、今はそんなことどうだっていいや。強引に現実逃避。

「ひかりちゃん、もっと詳しく教えてくれないかな。首を絞められたって？」

「は、はい先輩。私が寝てたら……って、あれ？　そもそも私、どうしてこんなところで寝てたんでしたっけ」

「そのへんは深く考えないで。それで？」

「あ、はい。そうですね。意識が飛んじゃうのはいつものことですし」なにげに怖いことを言うひかりちゃん。「えーとそれでですね、眠っていたら、なんだか急に苦しくなって目が覚めたんです。そしたら誰だれかが後ろから首を絞めてて……なんとか振り払って、犯人の人は逃げちゃったみたいですけど……すいません先輩、みっともないところを見せちゃって……」

「今さらそんなこと気にしなくていいよ」

「い、今さらって！　つまり先輩は普段から私のことをみっともない娘だって思ってたんですかそうなんですかそうなんですね!?　うわーん先輩のばかばかばかばかばかー！」

「まあ、それはともかく」

「あれ!?　さらりとスルーですか!?」

「甘いわね紀き史し元もとさん。あなたのその自じ虐ぎやく台詞ぜりふは七割が構って欲しいがゆえの計算だということくらい、久く遠どうさんは知っているのよ」

　そう言ったのは舞まい坂さか先生だった。……いや、べつにそういうわけでもないけど。ていうか、こういう鬱うつキャラの前で「お前それ計算だろ？」とか言うなよ。本当のことでも。

「さて、ラブコメ話はそのへんにしておいてくれたまえ」

　伊い呂ろ波は先輩が強引に話を軌道修正した。どうでもいいが、今の会話のどこがラブコメだったのかと突っ込みたい。

「……紀き史し元もと君、念のため聞いておくが、寝ていたら首を絞められたというのは本当なのだね？　寝ね惚ぼけていたとかそういうことではなく」

　なるほど。たしかにその可能性もある。ひかりちゃんは深み春はると一いちノの瀬せさんに強引に気絶させられたから、そういう悪夢を見ても不思議じゃない。

「ほ、本当ですっ！　まだちょっと首が痛いし……」

「ふむ……ああ、本当だ。たしかに手のあとが付いてるね……」

　見てみると先輩の言うとおり、ひかりちゃんのうなじから首の前にかけてが赤くなっていた。ひかりちゃんが自分で自分の首を絞めたのではない限り（あり得ないとは言い切れないのがひかりちゃんの怖いところだ。この娘こには色々と前科がありすぎる）、何者かが彼女の首を絞めたことは間違いない。

「……ひかりちゃん、犯人の顔は見てないのかい？」

　僕が尋ねると、ひかりちゃんは申し訳なさそうに、

「すいません先輩。慌あわててたので……」

　……ま、仕方ないか。

「あ、でも先輩！　顔は見てないんですけど、後ろ姿をちらっとだけなら見ました！」

「本当かね！　どんな奴やつだった!?」

　勢い込んで尋ねる伊呂波先輩。

「えーと……ぼんやりとしか覚えてないんですけど……黒いマントをしていました」

「「黒いマントお!?」」

　僕を含めた数人が素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「いくらなんでも黒マントなんて……ベタすぎだろ。どこの怪人だそりゃあ」

　紺こん藤どうが言った。紺藤に常識的なツッコミが出来るとは思わなかったので僕は驚いた。

「ほ、本当なんです！　黒いマントの人が、そこの窓から出て行くのが見えたんです！」

「カーテンの見間違え……ということはないか……」

　一ノ瀬さんが窓の方を向いて言った。保健室のカーテンの色はベージュで、見間違えようがない。

「……うーん、つまり黒マント姿の怪人がひかりちゃんを殺そうと首を絞めて、抵抗されたから仕方なく諦あきらめて、そこの窓をぶち破って外へ逃げたってわけか……」

「…………」

「…………」

　紺藤の言葉に、僕と伊呂波先輩が思わず顔を見合わせる。そして、

「あー、窓が割れていることに関しては、みんな気にしないでくれたまえ。昨夜ちょっとした事故があって割れてしまったというだけなのだ」

　先輩はさらりと誤ご魔ま化かそうとした。

「いや、そんなこと言われても……明らかに怪しいし……」

「紺こん藤どう、細かい男は嫌われるぞ。まあ、細かくなくても僕はお前が嫌いだけどね」

「ひでえっ!?　久く遠どうに嫌われたら、俺おれはいったいどうやって生きていけば──ぼぐぇっ!?」

「……私がいるだろう、馬ば鹿か者」

　紺藤をぶん殴なぐって気絶させ、一いちノの瀬せさんがちょっと拗すねた顔をして呟つぶやいた。

「……伊い呂ろ波は。お前、もしかして昨日の夜……」

　奈な多た先輩に言われ、伊呂波先輩はそっと目を逸そらした。

「……まったく……あれほど警察に任せるように言ったのに……」

　しかしそう言いながらも、奈多先輩はそれほど怒っている様子はなかった。というか、どうせやると思ってたよ、と諦あきらめているように思える。

「悠ゆう紀き。昨日の夜、伊呂波先輩と一緒に学校に忍び込んだんだね」

「深み春はる。昨日の夜、一ノ瀬さんと一緒にひかりちゃんの身体からだに猥わい褻せつな行為を働いたね」

「ボクにナイショで」

「僕に内緒で」

「…………」

「…………」

「「…………ごめんなさい」」

　僕たちは素直に謝った。やっぱり人間、正直が一番だ。隠し事は良くない。

　……さて、というわけでぶっちゃけよう。

　これで今回の事件のことがますます解わからなくなってきた。

　いや、《ますます解らなくなってきた》んじゃない。《突然に解らなくなった》のだ。

　……実を言うと僕は、伊呂波先輩が殺された事件については、既に納得のいくトリックを幾つか考えついていた。さらに言えば、犯人の目星も付いていたりした。

　だが先ほど伊呂波先輩に聞いた、

「演劇部の関係者以外でも、誰だれでも部室に入ることは可能だった」という事実、そして今回の「ひかりちゃん首絞め事件」によって、僕の考えていた仮説は完全にパーになってしまったと言っていい。

　まったく、とんだ道化だ。

　適当に状況証拠を集めたりして確信が得られたら、名探偵よろしく《犯人はお前だ》みたいなことをやろうかと考えていたりもしたのだが、早まってそんなことをやらなくてよかった、本当によかった。

　もしも全然違う人を犯人だと言い放って全然違う《真実》を披露しまったら、僕は恥ずかしさのあまり自殺するところだった。

　名探偵に憧あこがれる者は、《犯人はお前だ》をやったあと、もしもそれが違っていた場合の気まずさに耐えられるよう、心を鍛きたえておくべきだと思う。僕には無理だ。

「さて、と……」

　伊い呂ろ波は先輩がふわふわと窓の方へ向かって飛んでいく。

「どうするんですか？」

「とりあえず、紀き史し元もと君の見たという《マント姿の怪人》の目撃証言を聞いてまわるしかないだろう」

「……なるほど」

「あーあ、本当ならこんな地道な作業などやらずに、頭脳だけで難解な謎なぞを解とき明かしたかったのだがね……」

「そのうちそういう事件に巻き込まれることもありますよ」

　と、僕が励ます。普通の人にとっては全く何のありがたみもない、伊呂波先輩にとってのみ有効な励ましの言葉だ。

「……フッ、そうだね。ありがとう久く遠どう君。たしかにキミの言うとおりだ。それではちゃっちゃとマント姿の怪人とやらを捕まえて、次の事件を待とうとしようか。なぁに、マント姿なんて目立つ格好をした人間だ、すぐに目撃者が現れるに決まってるさ」

　先輩は、力強い口調でそう言った。





　　　　☆






　……しかし、そういうわけにはいかなかった。

　劇の通し稽げい古こで出番の終わったメンバーが手分けして聞き込みを開始したものの、《黒マントの男》に関する目撃情報はまったく入ってこない。

　前述の通り、今日は今け朝さから雨が降っていたため、グラウンド側に出ていた人間がほとんどいないのだ。黒マントの男が保健室の窓から逃げて行くのを目撃した人がいるという可能性はかなり低かった。

「でも、黒マントなんて普通は学校にないでしょ？　だったらそれを持ってる人を探せばいいんじゃないかな？」

　深み春はるの提案で、今度は《黒マント》そのものについての情報を集めることになった。

　すると、黒マントは驚くほど簡単に見つかった。

　………………驚くほど簡単に……そして、たくさん見つかってしまった。

　僕たちの『リアル白雪姫』の他ほかにも、体育館のステージで演劇をやるグループは他に三つあり、そのうちの二つが、同じような黒マントを衣装として用意していたのだ。

　一つは三年Ｄ組の演劇『サバト』。その名の通りサバトを題材とした作品であり、女性キャスト全員がハダカにマントというステキコスチュームで呪じゆ文もんを唱えるシーンがウリ。何かが激しく間違っているのだが、たしかに僕も見たい。

　もう一つは一年Ｃ組による、『男のロマン』。アクションもので、敵対組織としてＫＫＫ団が登場するのである。それを主人公が撃って撃って撃って殺しまくる、「これはちょっと学園祭の出し物としてどうなの？」と首を傾かしげざるを得ない過激な内容だ。あと、ＫＫＫ団のコスチュームは、本来は白色だった筈はずである。

　二つの演劇を合わせて、黒マントの数は三十着以上もある。さらにどちらのクラスも、特に衣装の管理に気を遣っているというわけではないようで、持ち出そうと思えばいつでも持ち出せるのだ。

　……ふむ……。これは思っていた以上に厄介だな。《黒マント》という一見目立つだけの扮ふん装そうをすることによって、逆に犯人候補の幅を広げる……。

　伊い呂ろ波は先輩を殺害したときも、犯人は複雑な密室トリックなどに頼らず、容疑者が絞れないような手口を使っている。

　かなり狡こう猾かつな相手だと見ていいだろう。僕ごときがどうこう出来る事件とは思えない。

「……なあ先輩。それでどうして、俺おれにそんな話をするんだ？」

　一階、美術準備室を特別に貸してもらって一人黙々と衣装を製作していた『リアル白雪姫』チームの裏方、風かざ原はら夏なつ樹き君は、気難しげな表情でそう言った。

　ちなみに現在、この部屋にいるのは僕と夏樹君の二人だけである。

「なんとなく」

　とりあえず、僕はそう答えておいた。まあ、本当に大した理由があるというわけでもないのだが。

「……夏樹君。君はこの事件についてどう思う？」

　彼は相変わらずのハイペースで衣装を縫っている。室内には他ほかにも、《真実の鏡》にしか見えないような真実の鏡とか、木やダンボールで作られた、こびとファミリーの家の内装と思おぼしき家具があちこちに置いてあった。……本当にすごいな。

「……べつに、どうも思わねえよ」

　夏樹君は手も止めずに言い放った。

「……同じ部活の先輩が殺されてるのにかい？　ひかりちゃんも殺されそうになったのにかい？　君はそれでも、何も思わないって？」

「……誰だれもそんなことは言ってねえだろうが」

　不愉快そうに顔をしかめる。

「そういうことを調べるのは、警察の役目だろ？　なんで普通の高校生が出しゃばる必要があるんだよ」

「……ま、たしかにそうだね。でも……人を殺した犯人を野放しにしておくことなんて、僕はあんまりしたくないかな」

　と、そこで夏樹君は手を止め、意外そうな顔で僕の方を見た。

「……どうかした？」

「……いや。先輩の口からそんな言葉が出て来るなんて、ちょっと意外だったもんで。先輩はウチの学校の連中の中でも、一番そういう考えとは無縁の人だと思ってたから」

「……なるほど。ま、そうかもね。たしかにめんどくさいし、なんで僕が、って気持ちももちろんあるよ」

「……だったらなんで」

　夏なつ樹き君の問いに、僕はちょっと考え──




「……──自分が知ってる人が死ぬのを見るのは、もう嫌なんだ」




　不意に、本音が口をついて出た。

　適当な理由をでっち上げて誤ご魔ま化かしてやろう──そう思っていたのに。

　そしてその本音は、僕自身でさえ口にするまで気付かなかったものだった。

　なるほどそうか……だから僕は、こんなふうに殺人事件の調査なんかに協力してたりするんだ。自分が知ってる人の死を、見たくない。

　深み春はるみたいにものすごく大事な人はもちろんのこと。

　伊い呂ろ波は先輩みたいに、ものすごく迷惑で、苦手な人であっても。

　ひかりちゃんみたいに、かつて大いに迷惑をかけられた娘こであっても。

　それから──人間でなくてもそうだ。ヒンデンブルグ。そしてその仔こ馬うま。夏休みに北海道で出会い、そして永遠に別れてしまった命。

　そしてさらに──白しら咲さき紅こう太た郎ろう。六年前に死んだ──僕の実の父親。深春の父親。僕の目の前で。銃声。飛び散る血。憎しみの籠こもった眼まな差ざし。敵意。殺意。愛。僕の手には一丁の拳けん銃じゆう。硝しよう煙えん。警察には噓うそを吐ついた。深春の母親、白咲秋あき奈なさんは、そのとき狂った。僕たちが、狂わせた。僕と深春に、秘密が生まれた。誰だれにも言えない秘密。未み至し磨まツネヨや義か母あさんや義と父うさんにも言えない秘密。とても重たい秘密を抱えてしまった。とても重い重い重い想おもいを僕は抱えた。

　だから、僕は、人が死ぬのは嫌だなあと想う。

　くおんやイリス、義母さんや義父さん、一いちノの瀬せさんや紺こん藤どうや史し記きが死んでしまったら、僕はとても嫌だ。悲しい。苦しい。

　たとえ死んだあとゴーストになって蘇よみがえったって、それは変わらない。

　死は嫌だ。死なせたくないし、死にたくないし、殺したくないし、殺されたくない。

　とてもシンプルな感情。僕という生命から自然に湧わいてくる、原始の情動。

　だから僕は、たとえ殺された尾お張わり伊呂波先輩自身が、自分の死について何とも思ってなくても、それを殺した犯人を突き止めてやりたいと思う。

　人を殺すのはよくないことだと、言ってやりたいと思う。

「あ、あの……久く遠どう先輩？」

　突如として押し黙った僕に対し、夏樹君が訝いぶかしげな視線を向けてきた。

「ありがとう夏樹君。僕はやっぱり、この事件の犯人が憎いよ」

「……は……はあ。そうっスか。……そりゃ、俺おれだって出来ればさっさと犯人が捕まって欲しいと思ってるっスけど」

　戸惑いを浮かべつつ、夏なつ樹き君は言った。

「さてと……それじゃ僕は、そろそろ聞き込みを再開するよ」

「あ、ああ。頑張ってください……ス」

「だから『～ス』はべつに敬語じゃないって。語尾に付けたからって相手を敬うやまうことにはならないよ？」

　と、僕は、部屋の扉を開けたところで振り返った。

「……ああ、そういえば夏樹君」

「はい」

「念のため聞いておくけど……」

「はい」




「────君、犯人じゃないよね？」




　夏樹君は、作業する手を止め、怒るべきか笑うべきか判断に迷っているような複雑な表情を浮かべた。

　ちなみに参考までに……彼が今縫っている僕の衣装は、鏡が目立つようにするために真っ黒な布だった。真っ黒な布──マントのような。

「違うに決まってるだろ。当たり前じゃねえか」

　夏樹君はキッパリと言った。

「ごめんごめん。べつに本気で疑ってるわけじゃないからさ」

　そう言って、僕はまた扉を開けた。と。

「なあ先輩」

　不意に夏樹君が呼び止めて、




「……──尾お張わり先輩のこと、あんたどう思う？」




　そんなことを、訊きいてきた。

「どうって？　好きか嫌いかってこと？　ひょっとして君、先輩のことが……」

　からかうように僕が言う。しかし夏樹君は真剣な顔で首を振り、

「……いや、そうじゃなくて、その……印象っつーか……なんつーか……色恋沙ざ汰たじゃなくて……人間としてどう思うか、みたいな」

　……人間として、ねえ……。

「変わった人だと思うよ」

　僕がそう答えると、夏樹君は、

「……やっぱりそう思うか？」

「そりゃ、まあね。僕のクラスにも変な連中は多いけど、伊い呂ろ波は先輩はこの学校でも指折りの変人の一人だと思うよ」

「……そっか。でも、俺おれはそうは思わない」

「へえ？　どういうこと？」

　興味深かったので、僕は聞き返してみた。

「尾お張わり先輩はなんつーか、本当は普通なのに、普通じゃないふうを装ってるだけなんだよな……平凡な人間なのを必死で隠してるうちに、いつの間にか変な言動が定着しちまったっつーか。……なんちゃって変人って感じの」

「そうなの？」

「多分」

　夏なつ樹き君は言葉を切り、

「……俺も昔はそうだったから。普通の家庭、普通の家族、普通の友達、そういうのが嫌で嫌で仕方なくて、中学のときは色々とヤンチャしてた。気付けば学校でも有名な不良だ。才能もねーし頭も悪いし腕っ節だって実はそんなに強かねーくせに。ただ威勢だけはいい、狂犬みてーなバカだった」

「ま、よくある話だね。モラトリアムっていうのかな？」

「ああ。俺はそんな……ごく普通の奴やつだったんだ」

　遠い目をして、夏樹君は言った。

　自分が普通の人間であることを知り、それを受け入れ、それでも普通なりに一歩でも理想の自分へと近付こうとしている、夢追い人の目だった。

「……先輩、俺の髪型をヘンだと思うだろ？」

「……自覚はしてたんだ」

「頭に赤色のフランスパン乗っけてるみたいで滅め茶ちや苦く茶ちやかっこわりいよな。でも、この格好は自分への戒いましめだ。バカやってた頃ころの自分を嫌でも思い出させて、もう二度とあの頃の自分に戻らないための、さ……」

「なるほど。そう聞かされると、君の頭のフランスパンもなんだか格好良く見えてくるよ。男の哀あい愁しゆうっていうの？」

「……フランスパンじゃねえ。リーゼントって言え。こいつをバカにしていいのは……俺だけだ」

　そう言ってフランスパ──じゃなくてリーゼントを撫なでる夏樹君。

　それを尻しり目めに、僕は扉を開ける。後ろから、また夏樹君の声。振り返らずに聞く。

「多分尾張先輩はきっと……俺と同じだ」

　…………。

「前にも言ったけど、俺はあの人が嫌いだ。多分それは、あの人の気持ちが解わかっちまうからだと思う。普通は嫌だ。凡人で終わりたくない。平凡な人生なんてまっぴらだ。俺には、その気持ちが解る。多分、クラスのほとんどの連中にだって解ると思う」

　…………。

「……解わからないのは、正真正銘の変人だけだろうな」

　…………。

　部屋を出て、扉を閉める。そして伊い呂ろ波は先輩の気持ちを考えてみる。

　……残念ながら、ぜんぜん解らなかった。





　　　　☆






　時刻は午後三時半をまわり、くおんとイリスが学校にやってきた。思ったより夏なつ樹き君との話が長引いてしまったようだ。ま、仕方ないか……一応夏樹君は──この事件の容疑者候補ナンバーワンなのだから。

　動機の面では伊呂波先輩が殺される直前に口論していたという状況証拠があるし、物音を聞いて部室に駆けつけたとき、部屋の前にいたのは彼なのだ。

　さらに、ひかりちゃんが襲おそわれたときも、夏樹君にはアリバイがない。もしも犯人がこの『リアル白雪姫』関係者の中にいるのなら、二つの事件のときどちらもアリバイが存在しない、風かざ原はら夏樹君をおいてほかにないのだ。

　もっとも、演劇関係者の中に犯人がいるという証拠なんてどこにもない。

　そしてそれ以前に僕は──あの夏樹君が……僕の周囲にいる誰だれよりも現実を見据え、しっかりと前を向いて生きているあの少年が、殺人なんて馬ば鹿かげたことをするわけがないと確信していた。

　無罪の証拠はない。むしろ犯人候補ナンバーワン。それでも僕は、彼を信用していた。

　というより──僕自身が、ああいう人間を信用したがっているのだろう。あんな風に真まっ直すぐな人間が、この学校にも一人くらいいて欲しいと望んでいるのだろう。

　というわけで、次に僕が向かったのはバドミントン部の部長さんのところだった。

　襲われたのは伊呂波先輩と紀き史し元もとひかりちゃん。その接点は『リアル白雪姫』のみ。最初は伊呂波先輩に対する怨えん恨こんが犯行の動機かと思いきや、第二の事件まで起きたとなると、犯人の目的は個人に対する恨みの他ほかに、演劇、あるいは演劇部そのものにあるという可能性も出て来る。

　……まあ、可能性を考え出すとキリがないことは確かなのだが。

　例えば、本当に殺したい人間は別にいて、そいつを苦しめるために関係者を襲ったとか。

　例えば、舞まい坂さか先生や時とき山やま先生に恨みを持っている人間がいて、直接殺すより責任を問われる形で追い込むという陰湿なやり口を実行しているとか。

　例えば、これは無差別殺人で、なんとなく殺しやすそうだったから演劇関係者二人が偶然狙ねらわれた、とか。

　そのへんのことは考えつつも華か麗れいにスルーする。とりあえず今は、動機がありそうな連中を片っ端から調べる以外の方法は思いつかないのだから。

　……こんなのは本当に、警察の仕事なんだけど。まったく自殺教も、タイミングの悪いときにテロを起こしてくれるものだ。本当に自殺教の仕業なのかは知らないけどさ。また喪も神がみ象しよう事じあたりが絡んでいそうな気がする。

　なお、何な故ぜバドミントン部を調べるかというと、演劇部の部室の隣の部屋に部室があるからである。もちろん次は卓球部だ。あとは順番に、部室長屋に部室がある部活を訪ねてまわる。

　演劇部の部室は、部員の数がそれほど多くない割に他ほかの部室の二倍の広さなのだが、あの部屋を手に入れるために伊い呂ろ波は先輩は色々と汚いことをやったらしい。

　演劇部そのものに恨みを抱くとすれば、そのときのことが一番妥当な理由じゃないかなあと、他ならぬ伊呂波先輩自身も言っていたことだし。





　　　　☆






「あー、去年の部室争奪戦のときのことね。よーく覚えてるよ」

　三年Ｂ組の教室でメイド喫茶の準備に奔走していたバドミントン部の部長さんに声をかけて、演劇部のことについて僕が尋ねてみると、彼はそんなふうに答えた。

「教師連中とか生徒会の役員とかを上う手まいこと丸め込んでさあ。よくやるよなあそこまで。たしかに広い部屋を取られたのは悔しかったけど、俺おれは逆に感心しちまったよ。噂うわさだと、職員室に盗聴器仕掛けたりとか……あと、去年の生徒会長にカラダ売ったりとかもしてたらしいぜ」

「噂、でしょう？　ただの」

「いやー、でもアイツならやるかもしれないなあ」

　やはり伊呂波先輩、ここでもあまり人望がないらしい。……まあ、実は僕もちょっと思うけどさ。あの人は、手段を選ばない人だって。

「まあ、それはともかく、その件とか……あるいはもっと別の件で、演劇部を恨んでいる人に心当たりがあったりしませんか？」

「うーん……」

　部長さんは考え込み、

「ぶっちゃけウチの部活、そこまで熱心に活動してるわけじゃねーからさ。人数少ないからあの部屋でも困ってないし……部室を演劇部に獲とられて怒るような奴やつはいないと思うぜ？　しかもそれって去年のことじゃん？　そんなことを今更どうこう言ってもしょうがねえしなあ」

「なるほど。たしかにそうですね」

「ああ」

　……ふむ……、

「……あ、そういえば先輩。今の時期ってバドミントン部は活動してますか？」

「いいや。演劇だのダンス大会だの壁画だの出店だので、体育館が占拠されちまってるからな。学園祭が終わるまでは休止中だ。ま、学園祭が終わったあとも当分はみんなだらーっとしてるから、すぐに活動再開するとは限らないけどなー」

「……そうですか。あ、それからもう一つ」

「なに？」

「バドミントン部に、彼女がいる部員はいますか？」

「いたら殺す」

　……即答されてしまった。

「そ、そうですか……変なことを聞いてすいませんでした。それじゃ、僕はこのへんで失礼します。学園祭の準備、頑張ってくださいね」

　そう言って僕は女子高生スマイルを浮かべた。

「……うわ。可愛かわいい。……な、なあ、君、久く遠どうさんだっけ。学園祭の日、ウチのクラスの《床ガラス張りメイド喫茶》で働いてくれないかな？　演劇が終わったあとでいいからさ」

「えへっ、いっぺん死んでください」

　爽さわやかにそう言って、僕は部長さんの前を辞した。





　　　　☆






　三年生の教室が並ぶ四階から階段を下りるとき、一人の美少女とすれ違った。

「あ、吏り架かちゃん」

　抹まつ白しろ吏架。僕の脳内にある彼女の二つ名は《美イ幼デ女ア》。クラスメートの一人で、小学生にしか見えないようなロリロリした外見とツインテールの持ち主。神に愛されたとしか思えないような外見の超絶美少女。神様よくやった。グッジョブ。

　本当は彼女も演劇に誘うつもりだったのだが、間が悪くて発見できず、何な故ぜか時とき山やま先生が参加することになってしまった。

「こんにちは久遠クン。忙しそうだねっ」

　太陽のような笑顔で、吏架ちゃんは言った。それだけで僕の心は癒いやされる。

「アホみたいに忙しいよ。演劇やら殺人事件やらもう最悪」

「ふーん」

　吏架ちゃんはそこで目を細め──……




「……──フッ……そうやって貴様は、いつもいつも大切なものを見失うんだ」




　え……？

　僕は自分の耳が信じられなかった。なに、その妙な台詞せりふ。「フッ」とか言っちゃって。まるで別人のような……少なくとも抹白吏架ちゃんのキャラクターにはまったく不似合いな言葉、口調、表情……ひょっとして、ひょっとして彼女は…………

「ひょっとして吏り架かちゃん、演劇に参加したりするのかな？　そのための役作りでもしてるの？　役にハマりきってるね。どういう役かはよく解わからないけど」

　すると吏架ちゃんは、「ハッ」と吐き捨てるように言った。

「演劇だと？　今更……馬ば鹿か馬ば鹿かしい。どうして自ら進んで、誰だれかの手によって演出された物語を演じねばならないのだ。自分の思い通りにいかないのは世界だけで十分だ」

　まるで僕のようなことを言う吏架ちゃん。

「あのー……吏架ちゃん？　本当にどうしちゃったの？」

「え？　べっつにー？　吏架、いつもの吏架だよ？」

　いつもの吏架ちゃんのような口調と表情で、吏架ちゃんは言った。しかしそれは、さっきの豹ひよう変へんした彼女を見たあとだと、とても演技くさく見えた。

「じゃあねー。頑張ってね久く遠どうクン」

　戸惑う僕の横を通り抜けて、吏架ちゃんは階段を上る。

　上りきったところで、また、僕の知っている吏架ちゃんじゃない抹まつ白しろ吏架の声。

「……でもね久遠クン、本当にこんなくだらない事件に首を突っ込んでいる時間があるのか、よく考えた方がいいよー。《殺戮者ヘビースモーカー》の観測実験なんて無視無視っ。《世界の目覚め》は何の前触れもなく突然に訪れるものらしいからねー。今日かな明日かな十年後かな百年後かな千年後かなー。それは誰にも判わからないけど……それまでの間、せいぜいゴーストの恋人との時間を大切にするべきだと思うよ。……──でないと絶対に後悔する。いったん目覚めてしまった世界は、二度と同じ奇跡を起こすことはないだろう。別れは必然に、そして突然に訪れる」












「な、何を言ってるんだい吏り架かちゃん……？」

　サッパリ意味が解わからなかった。

「以上、《真っ白ホワイトアウト》抹まつ白しろ吏架ちゃんからの忠告でしたっ。世界の裏側と関かかわりすぎてしまった愚かな墓掘りに対する、ね。……あ、それからね、他ほかの《論理の飛躍オオクジヤクヤママユ》のメンバーのみんな……シュバルツさんと、サラマンダーさんと、ブラックウィングさんが、久く遠どう君によろしくって言ってたよ。好かれてるね、変な人たちに」

　……ヘビースモーカー、シュバルツ、サラマンダー、ブラックウィング……どれもこれも、嫌な出会いをしてしまった連中の二つ名だ。《ブーメランばばあ》《猟奇委員長》といった僕の脳内二つ名ではなく、どうやら謎なぞの組織のコードネームのようなものらしい。

　でも、どうしてそんな名前を吏架ちゃんが知ってるんだ……？

「──では、忠告はした。あとは勝手にしろ」

　そう言って、吏架ちゃんは廊下の角を曲がって姿を消した。

　……なんだったんだ一体……？　吏架ちゃん、史し記きの電波にでもやられちゃったのか？

　世界の危機と戦うスーパー戦士の一人にでも覚かく醒せいしちゃったのだろうか……。

「……ま、どうでもいいや」

　あんな変な吏架ちゃんのことは忘れよう。そのうち正気に戻るだろう。

　吏架ちゃんがおかしくなってしまったのは少し寂しいけど、幸いにして北海道でロリっ娘こは一人補充したし。

　…………わりと外道なこと言ってますか僕。ごめんイリス。





　　　　☆






「結局、めぼしい情報は何も得られず、か」

　とりあえず一通りの情報を集めた僕は、家庭科室に戻って伊い呂ろ波は先輩に報告した。

　伊呂波先輩の方も演劇の合間に色々と調査をしていたらしいけど、特に収穫はないようだった。

　……ま、当たり前か。容疑者は生徒だけでなく、この学校に出入りする全すべての人物。その中から犯人を絞り込むなんてこと、個人の力で出来るわけもない。

「……しょせん私には、正義の名探偵になるなど無理だったのかね……」

　肩を落として言う伊呂波先輩に、僕はかける言葉が見つからない。

　すると、

「……伊呂波。僕が必ず、お前を名探偵にしてやる。いつか……必ず」

　一心不乱に脚本を書いていた奈な多た先輩が、顔も上げずに言った。どうも僕たちの会話に反応したのではなく、無意識のうちに口走ってしまったようだ。

　僕と伊い呂ろ波は先輩は、思わず顔を見合わせる。

　伊呂波先輩の顔は、少し赤い。この人でも照れることはあるらしい。

「……ま、今は劇の中の名探偵役で我慢しておくとしようか。本物の名探偵には、いつか必ずなってみせる。ゴーストになったから、受験とか就職活動とかしなくていいからね。探偵業に集中できる」

　先輩らしい、前向きなのか後ろ向きなのかよく分からない言葉に、僕は苦笑した。

「……さて、今日のところはこのくらいでお開きにしようか」

「そうですね」

　時刻は既に午後七時をまわっている。そろそろ最終下校時刻なので、全すべての生徒は学校から出なければならない。

　家庭科室前では今、一いちノの瀬せさんや紺こん藤どうやイリスやくおん達こびとファミリーが、泥沼の人間模様を演じている。数時間前、ひかりちゃんが襲おそわれたときに練習していたのと同じシーンである。

　一ノ瀬さんは相変わらず棒読みだったが、それでもまあ、そこそこは見られるものになっていた。

「先輩、帰る前に一度、台詞せりふを合わせてもらえませんか？」

　僕の隣で劇を見ながら脚本を黙読していたひかりちゃんが、そんなことを言った。

「おおー、やる気だね」

　僕が素直に感心すると、ひかりちゃんは照れたように笑った。

「わ、私だって、たまには真面目まじめにやりますっ」

「感心感心。だが、とりあえず学校からは出ないとね」

　伊呂波先輩が言った。

「ほら、奈な多た君もそろそろトランスから帰ってきたまえ」

　伊呂波先輩が奈多先輩を揺り動かそうとして……しかしその手は、彼の背中を虚むなしくすり抜けた。

　…………伊呂波先輩が寂しそうな顔をしたように見えたのは、気のせいだろうか。





　　　　☆






　すっかり日も暮れた暗い夜道を、僕と深み春はる、イリスとくおん、それから紀き史し元もとひかりちゃんは歩いていた。

　酷こく暑しよだった今年の夏に太陽光が前借りされていたかのように、秋になってからは急激に冷え込んできた。

　今日もまた、手がかじかんで少し痛いほどだ。まだ十一月だというのに。この寒さで秋なら、真冬になったらどれだけ寒いのか、想像するだけで嫌になる。

　暑いのも苦手だし、寒いのも苦手。

　人間は自分の生まれた季節のことが一番好きという俗説があるけれど、冬生まれの僕は冬が死ぬほど嫌いだった。

「すいません皆さん、わざわざ送ってもらっちゃって……」

　ひかりちゃんが申し訳なさそうに言った。

　僕たちが歩いているのは、我が家への帰路からはちょっと遠回りになる道だ。

　ひかりちゃんがまた襲おそわれないように念を入れて、護衛しているというわけである。

　女の子だけというのは一見不用心かもしれないのだが、イリスとくおんのどちらかがいれば、誰だれかが襲ってきたとしても簡単に返り討ちに出来るだろう。むしろ犯人が生きて帰れるかどうかが心配になるほどだ。げんにこの剣客姉妹、何度か痴漢を半殺しにして撃退しているらしいし。

　と、そのとき不意に、右手にひんやりした感触。イリスが手を握ってきたのだ。

「こうすればあったかい。イリスが」

　僕が尋ねる前に、イリスは淡々と答えた。それを見たくおんは、

「……小義あ姉ね上うえ。手が塞ふさがっていては、いざというとき素早い対応が出来ません。それでは護衛失格です」

「……んー。……イリスは平気。速いもん」

「……それはつまり、私が遅いと？」

「クオンの居合いは、不意打ちに弱いから」

「な……っ！　そ、そのようなことはありません」

　頰ほおを膨らませ、くおんが刀に手を掛ける。その右手を、僕が握る。

「……あ」

　頰をぽっと赤らめ、くおんの手から力が抜ける。

「ケンカするな」

「……はい。申し訳ありません。大義姉上」

　素直に頷うなずき、そして久く遠どう家の三姉妹は、手をつないで歩き出す。傍はたから見たらさぞかし仲むつまじい姉妹に見えることだろう。全員血の繫つながりはないのだが、そんなことは実にささいな問題だ。

「むー。いーなー。ボクも手をつなぎたいなー」

　深み春はるは拗すねたように言う。

「しょうがないだろ。ゴーストなんだから」

　僕が言うと、

「……いいもん。ボクはひかりちゃんと手をつなぐからっ」

　子供のような口調でそう言って、言葉通りひかりちゃんの前に回り込み、彼女の両手を握る。

「し、白しら咲さき先輩。ちょっと歩きにくいですよお」

　前を塞がれてひかりちゃんは困ったような顔をしたが、深春は取り合わなかった。

　……たしかに、ゴーストなので背後の景色も透けて見えるため、深み春はるが前に立っていても歩けないことはないのだが。

　三姉妹と、霊感少女と、ゴーストは、こうして仲良く並んで家に帰った。

　他た愛あいもない雑談をしながら。

　時々、今回の事件について思考を巡らせながら。

　ひかりちゃんを家に送り、深春と別れ、イリスとくおんと一緒に家の玄関の扉を開けたそのとき。




　不意に、僕の脳裏に閃ひらめいた。ビビッと。電波のように。




　もちろん「お前は神に選ばれた超能力戦士ナノダ！」とかいう電波じゃない。

　今、このタイミングで閃くものといえば──今回の事件の真相に決まっている。








プロローグその３　六年前　～この世界で、壊れていく～







　白しら咲さき深春の家族を全員殺そうと思った。そうでなければ僕は生きていけない。自分でもどうしてか分からないほどの殺意に精神を支配された僕は、表面上だけは普段通りに深春と付き合い、しかし一方でこれまで以上に未み至し磨ま抗こう限げん流りゆうの銃術遣いとしての修行に励んでいた。子供の力で人間を──特に最も殺すべき相手である白咲紅こう太た郎ろうのような大人おとなの男を殺すためには、銃の力が必要だと思ったのだ。

　そして。僕と深春の本当の関係を知ってから三年ほど（我ながら、よくもまあ三年も殺意が持続したものだ）が経過したある満月の夜、ついに僕は未至磨ツネヨの道場から拳けん銃じゆうを持ち出し、それを懐ふところにしまって白咲深春の家へと向かった。家の明かりは既に消えていたのだが、僕が二階にある深春の部屋の窓に軽く石をぶつけると、窓から深春が顔を出した。彼女は驚いた顔をしたものの、こっそり下りてきて静かに玄関の扉を開けてくれた。

「どうしたの悠ゆう紀き。あ、とりあえず上がって」と無防備に背を向ける深春の不意を突き、僕は深春に手刀を打ち込んだ。未至磨抗限流の体術遣いである深春も、僕に後ろから不意打ちされるとは思っていなかったらしく、あっさりと気を失って崩れ落ちる。その深春を玄関に放っておいたまま、僕は白咲家に侵入した。まずは二階に上がり寝室を探す。僕はそこそこ夜目が利きくので、暗くら闇やみの中でも特に戸惑うことなく階段を上り、深春の両親がいるであろう寝室を見つけることが出来た。

　そして僕は生まれて初めて、自分の実の父親に遭そう遇ぐうした。二階の一番奥にある、広い寝室。カーテンが開いていて、差し込む月明かりのおかげで部屋の中はかなり明るい。部屋の中央にはダブルベッドがあり、一人の男が眠っていた。深み春はるの母親の姿はない。今夜はどこかに出かけているのだろうか。予定が狂うが……まあいい。最優先で殺さなければならないのはこの男だ。母親と深春はこの際どっちでもいい。

　ベッドに接近しながら、寝顔に目をやる。これから殺す男の顔。自分の父親の顔。

　四十前後の筈はずだがちょっと童顔で、わりとハンサム。どことなく深春に似ているような気はする。白しら咲さき紅こう太た郎ろう。かちゃり、と銃を構え直す。ツネヨ師匠の家から盗み出したリボルバータイプのこの拳けん銃じゆうは特注品らしく無駄にゴツゴツしていて、小型なのに妙に重い。あの家にはたくさんのカスタムハンドガンが置いてあるけれど、ヤクザあるいは警察が使うような普通の拳銃は一つもなかった。他ほかにはデザートイーグルとか物騒なのがたくさん。銃なんて人が殺せればどれでも同じだから普通のやつでいいのに。ちなみに数ある銃の中からこれを選んだのは格好良かったからである。そんな無駄な思考が断続的に頭の中を流れていく、駄目だ、集中しろ、引き金を引いて、この距離なら絶対確実に、殺、

　と、そのとき。

　不意に白咲紅太郎が目を開けた。そして、

「言ったろう、父さんは気配には敏感なんだよ、深春」

　穏やかな声で……とてもレイプ魔とは思えない優しい声で、まるでごく普通のどこにでもいる善良な父親のような声で、そんなことを、言った。

「僕は深春じゃない」

　僕はとっさにそう答え、しまったと思う。相手が自分のことを深春だと勘違いしていた方が好都合だったのに。油断している隙すきに殺さないと。だから。今すぐにでも引き金を。

「──え？」

　彼は僕の姿を見て驚いた顔をして、そしてさらに僕の顔をじっと見つめてきた。その顔が見る間に驚きよう愕がくに歪ゆがむ。彼の妻、白咲秋あき奈なと同じ反応だ。そんなに僕は母さんと似ているのだろうか。嬉うれしいような、どうでもいいような。

「久く遠どう悠ゆう紀き。それが僕の名前です、お父さん」

　ありったけの皮肉を込めて、言ってやる。今から殺す相手に……悪趣味な。

「そうか……深春と秋奈から……君が真相を知ったことを聞かされたよ。私が憎いかい？」

　不自然なほど穏やかな問いに、「憎いです」と僕は即答する。

「……君のその憎悪は正当なものだ。私を殺したいのなら……撃つがいい。ただし深春と秋奈を殺す権利は君にはない。やめてくれ」

　自分の命がかかっているのに随分と冷静で割り切った態度のこの男に、僕は殺意や憎悪とはまた別種の不快感がこみ上げるのを抑えることが出来なかった。

「……自分が死ぬ覚悟は出来てるって感じですね」

　僕が言うと、彼は上体を起こしてからゆっくりと首を振り、

「いや。ただ論理的に考えて喋しやべっているまでだよ。それに……感情のみで行動するのはツネヨさんに封じられたあいつの役目だったからね」

「…………。……もういい。死ねよ」

　自じ嘲ちようっぽい笑みさえ浮かべる白しら咲さき紅こう太た郎ろうに、僕は銃口を向けた。こんな筈はずじゃなかったのに。この男は今、僕に跪ひざまずいて命いのち乞ごいをして、母さんを殺したことを詫わびて、僕を生ませたことを後悔して、これまで一家三人でのうのうと生きてきたことを心底反省しながら死んでいかなければならないのに。くそっ、くそっ、クソッ、クソクソクソクソクソクソクソクソクソクソクソ糞くそ糞糞糞糞糞糞糞糞糞糞糞糞糞糞糞糞糞糞糞ッ!!

「……死ねよ」と僕がもう一度言った。彼は穏やかに目を閉じた。

「死ねよ」と僕がさらに言った。そして僕は──震える手で、自分の実の父親に向かって引き金を引いた。この距離で、僕が狙ねらいを外すことなどあり得ない。さよなら、父さん。




　ばん




　乾いた──と表現するにはいささか派手な音。いかにも銃声っぽい──いかにもすぎて、どこか噓うそっぽくて現実味のないそんな音が鳴り響いた。でも、これは噓じゃない。まぎれもない現実。僕は今、自分の実の父親に向かって拳けん銃じゆうの引き金を引いたのだ。








暫定的本編Ｃ　解決編







　次の日。今日もまた授業は半日で終わり、学園祭の準備となった。あと二日とあって、学校全体が活気に溢あふれている感じがする。

　演劇『リアル白雪姫』のチームもまた、そうだった。奈な多た先輩による脚本の修正は昨日一日でどうにか終わったものの、練習時間はあとわずかしかない。

　その短期間の間で台詞せりふを覚え、動きを覚え、覚えるだけでなくそれを「演技」にまでブラッシュアップしなくてはならない。

　みんな、明らかに昨日までとは気合いの入り方が違った。

　最初はあれほどふざけてアドリブを入れまくっていた紺こん藤どうですら真面目まじめに演劇に取り組み、一いちノの瀬せさんの演技も相変わらずヘタクソだったがヘタクソなりに頑張っているのが分かる。時とき山やま先生はちゃんと子供達の名前を本名ではなく役名で呼ぶようになった。史し記きは「今日の俺おれはスカラー波になど負けない」などと言って、迫真の演技を見せた。その美び貌ぼうも相まって、一挙手一投足が観客の目を引きつけるものすごい役者に変貌していた。まさに天才。やれるなら最初からやれよと思わなくもないのだが、まあ、史記にそんなことを期待しても無駄か。

　ともあれ、演劇『リアル白雪姫』は順調に、飛躍的に完成度を高めていった。

　それは多分──殺されてまで演劇を成功させようという伊い呂ろ波は先輩の熱意と、それに応こたえようと必死に頑張る奈な多た先輩の努力、それから、伊呂波先輩を殺しひかりちゃんをも手にかけようとした正体不明の黒マントの怪人などに負けたくないという、キャスト達の心意気ゆえだろう。

「最初はただのイロモノ芝しば居いかと思ってたけど……意外とこういうのもアリなのかもな……。……俺おれ、ちょっと頭が固かったかもしれないっス」

　衣装を作り終えて、それを家庭科室に運んできた夏なつ樹き君は、キャスト達の練習を見ながらぽつりと呟つぶやいた。

「そうだね」と僕。

　たしかになんだかんだ言って、そこそこ面白いものにはなりつつある。

　奈多先輩の電波な脚本もそれなりに味があるし……オリジナル脚本ならではの情熱みたいなものも確かに感じる。ものすごい勢いで空回ってるけど。

「……よし、それじゃ俺も、最後の仕上げをやるかな……。あ、先輩。衣装はここに置いておくんで、一段落ついたらみんなに渡してください」

　そう言って、夏樹君は衣装の入ったダンボールを置いて出て行こうとした。

「あ、待って夏樹君」

「なんスか？」

　僕が呼び止めると、夏樹君は振り返った。

　…………さて。

　気が重い。

　せっかくみんなの気持ちが演劇を成功させるために一つになったのに……それをぶち壊してしまうかもしれないようなことを、今から僕は行おうというのだから。

　……ま、伊呂波先輩によって強引に引きずり込まれた舞台だ。とりあえず出来る限り参加してやるのがスジというものだろう。

　伊呂波先輩はきっと、ワトスン役が事件を解決してしまうことを望まないだろうけど。

「なんスか？」

　夏樹君はもう一度言った。

「うん。ちょっとみんなに聞いてもらいたいことがあるんだ」

「……？」

　怪け訝げんな顔をする夏樹君を横目に、僕は稽けい古こをしているみんなに向けて声を張り上げた。

「あー、みんなー、ちょっといいかなー？」

　すると、

「なになに？」

　毒殺されて横たわっていた白雪姫役の深み春はるが真っ先に振り向き、続いてみんなが僕の方を振り向いた。

「……なにかね久く遠どう君？　今はちょっと大事なシーンの練習中なのだが。そう、つまり探偵役エンド・ビギニングが初登場する場面をいかに格好良く演出するかという最重要場面の一つなのだよ」

「すいませんでした。でもまあ、今でも十分カッコイイですよ。さてところで皆さん」

「うわさらりとスルーされた久く遠どう君にスルーされた」

　不満そうな伊い呂ろ波は先輩の声は無視して、僕は告げる。




「今回の事件の真相が解わかりました」




「「────ッ!?」」

　みんなの表情が一斉に強こわ張ばる。

　和なごやかかつ熱気に溢あふれた居心地のいい空気が、一瞬で張り詰めるのが感じられて、僕はやっぱりこんなことを言うべきではなかったのかもしれないと少し後悔した。

「……ふむ……？」

　史し記きだけが顔色一つ変えず、いつものような無表情で、

「久遠。つまりそれは、尾お張わり伊呂波を殺し、紀き史し元もとひかりをも手にかけようとした犯人が解った、ということか？」

「ま、そういうことになるね」

　出来るだけ平然とした口調で、僕は言った。

「そうか」

　特に興味はなさそうに……いや、まるで僕が言ったことで初めて興味を持ったかのように、史記は淡々と言った。

　実際、そうなのだろう。この男は、常に自分の興味のあること以外には一いつ切さいの関心を示さない。神かみ河かわ史記は、このような矮わい小しようで無粋な雑事とは無縁な世界で生きている。

　羨うらやましい。史記が本気になればこの程度の事件は五分で解決して、ひかりちゃんも怖い目に遭あわずにすんだだろうに……。

「だ、誰だれなんですかそれは!?　黒いマントの怪人さんですよ!?　今どき黒マント！」

　ひかりちゃんが興奮した様子で叫ぶ。まあ、無理もないか。自分が殺されかかった──少なくとも、殺されかかったのだと思っているのだから。

「まあそう慌あわてないでよひかりちゃん。その前にちょっと場所を変えないかい？」

「どこに行くの？」

　深み春はるが首を傾かしげる。

「そんなの決まってるだろ？」と僕は皮肉っぽく言う。

「殺人事件の謎なぞ解ときがされるのは殺人現場ってのが、昔から伝わるルールなんだよ。ね、伊呂波先輩」

「え、崖がけじゃないの？」

　アホなことを言った深春に、伊呂波先輩は皮肉っぽく言う。

「それは火曜サスペンスだけだよ。追いつめられた犯人が自殺しやすいようにわざわざ崖がけっぷちに立たせてあげる親切な名探偵だ」

「へー」

　本気で感心したように頷うなずく深み春はる。

「というわけで、場所を犯行現場の演劇部の部室に変えましょう」

「だが久く遠どう。部室は警察に封鎖されているぞ。無断で侵入するわけにはいかないだろう」

　一いちノの瀬せさんが水をさすようなことを言った。

　……しかしごもっとも。一度無断で侵入したので僕に抵抗感はなかったが、警察に怒られてまで現場での謎なぞ解ときにこだわる必要もない。

　つまりはその程度の事件……口頭だけで十分に説明可能な事件だったということだ。

「……そんじゃまあ、気分はイマイチ盛り上がりませんけど、この場で謎解きでもしましょうか」

　僕が言うと、みんなは黙って僕に注目した。

「……なんか照れるな」

　やっぱり僕には名探偵の役は向いてないみたいだ。

「はやく説明しろよ久遠」

　紺こん藤どうが急せかす。ちっ、紺藤のくせに生意気だ。

「へいへい。それじゃ、まずは第一の事件──つまり伊い呂ろ波は先輩が殺されたときのトリックですね。まあ、トリックと言うほどのものでもないんですけど。何な故ぜならこのトリック、特に使われる必然性がないから。《使いたかったから使ってみただけ》──その程度のものなんですよ。普通に侵入して後ろからザックリでも十分だったのに……まったく。無駄に凝こっちゃって」

　小こ馬ば鹿かにするように僕が言うと、

「だからそのトリックってのはどんなトリックなんだよ！」

　またしても紺藤が言った。

　……まるでこの反応だと紺藤が犯人みたいだなと僕は思った。もちろん違うけど。

「それじゃ説明するよ。えーとですね、まず先輩を殺したボウガンは、部屋の中に仕掛けられていました」

「ほうほう」

　伊呂波先輩が感心したように言った。

　…………この人は、自分を殺したトリックを既に見抜いている。それでもあえて、僕に説明させようというのか。

　──ならば謹つつしんで、名探偵の役割を果たしてさしあげよう。

「ボウガン自体は部室にあった本棚の中にでも隠れていて、時計の針と連動して発射されるようになっていたんです。紐ひもで時計の針とボウガンのトリガーを繫つなぎ、決まった時刻になると発射されるという仕組みですね」

「なるほど。使い古されたような手段だな」

　時とき山やま先生が言った。

「はい。僕にはボウガンの仕組みなんてほとんど解わからないから、再現しろと言われても困りますけど……夏なつ樹き君あたりなら簡単に出来るよね？」

「え……？　えーと……あ、そ、そりゃあまあ……時計とボウガンを連動させるくらいの工作は朝飯前ッスけど……」

　一瞬だけ正直に言うかどうかで揺らぎが生じたみたいだけど、どうやら彼のプライドは「できない」と言うことを許さなかったらしい。

　簡単な仕掛けも作れない人間を演じて容疑を晴らすよりは、堂々と犯人として疑われた方がマシだというそのプロ根性。泣かせてくれる。

　……ま、それで犯人が特定できるというわけでもないけど。

「……でも、俺おれは犯人じゃないっスよ」

「わかってるよ。ただ、誰だれにでも出来る単純な仕掛けだったってことさ」

　僕は夏樹君に言った。

「だが久く遠どう。警察が調査しても、部室の中から凶器のボウガンは見つからなかったのではなかったのか？」

　一いちノの瀬せさんが首を傾かしげる。

「ええ。その通りです。つまり犯人は、伊い呂ろ波は先輩が殺されたあと、ボウガンを部室から持ち出したということになります」

「どうやって？」

「僕たちが伊呂波先輩の死体を発見してから警察が到着して現場を封鎖するまで約三十分……。持ち出すチャンス自体は、意外と多くあったと思うんですけど……まあ、妥当なのは僕たちが先輩の死体を見て驚いているときでしょうね。なるべく急いで回収しなければ、ゴースト化した直後から犯人の姿を求めて周囲を捜し回っていた伊呂波先輩に、ボウガンを発見されてしまう可能性がありますから」

　僕は一呼吸おいて告げる。




「まあ、つまり。……──犯人は、この中にいる、というわけです」




　ミステリドラマなどではお決まりの台詞せりふを僕は吐いた。話の展開からみんなも予想は出来ていたのだろうが、それでも、動揺の気配がこの場を支配した。

「おいおい待てよ！」

　夏樹君が声を荒げた。

「尾お張わり先輩が殺された直後に部屋に入った人物が犯人ってことは、つまり、」

　そんな夏樹君を手で制し、僕は続ける。

「部室の物音を聞いて駆けつけたのは、僕と深み春はる、夏樹君、そして奈な多た先輩。深春はゴーストだから論外。警察が到着する前に凶器のボウガンを持ち出すことが出来たのは、僕、夏なつ樹き君、奈な多た先輩の三人しかいない。だから……」







「伊い呂ろ波は先輩を殺した犯人は──……風かざ原はら夏樹。お前だ」







　…………。

　………………。

　……そんな名探偵のような台詞せりふと芝しば居いがかった大おお仰ぎような仕草でビシィッと夏樹君を指さしたのは、僕ではなく、ついでに伊呂波先輩でもなく、舞まい坂さか霧きり子こ先生だった。

「…………」

　僕は無言かつ無表情で先生をじーっと見つめる。

「…………」

「…………え？」

「…………」

「え、なになに？　違ったかしら？　ひょっとして違っちゃった!?」

　舞坂先生は少し気まずそうな顔をして首を傾かしげた。

　僕は怒りを押し殺して淡々と言う。

「…………違います。ものすごい勢いで違っちゃいましてますよ先生」

「そ、それなら奈多彰あき人ひと君ね!?」

「ええそりゃ候補に挙がってるのが三人しかいませんからね！　順番に言っていけば当たるでしょうよ！」

　思わず声を荒げてツッコミを入れる僕。舞坂先生はちょっとびびったのか、

「……ご、ごめんなさい」

　と、しゅんとうなだれた。まったく、この人は……。

　…………あーあ……僕が言いたかったのに。『犯人はお前だ！』って僕が言いたかったのに。くそっ、なんて空気を読めない人だ。それでも教師か。それとも、僕には探偵役は相応ふさわしくないという遠回しな抗議なのかこれは。

　あー、なんかもう、ものすごくやる気がなくなってきたぞ。

「はい、というわけで犯人は奈多先輩です。おしまい」

　投げやりに僕が言う。すると、またしても紺こん藤どうから抗議が。

「待てよ久く遠どう！　そんな説明じゃ納得できねえって！」

「……彼の言うとおりですよ久遠君。僕がやったという証拠でもあるのですか？　いい加減なことを言って人を殺人者呼ばわりしないでいただきたい」

　そう言ったのはもちろん──殺人犯・奈多彰人先輩だ。彼はいつものようにクールな表情で淡々と言う。

「……そもそも、伊い呂ろ波はを射殺したボウガンが部屋の中に仕掛けられていたという根拠はなんなのですか？　時計を利用してボウガンを撃っても、その先に伊呂波がいるという保証はどこにもない。ならば部屋に入って直接撃った方が確実です」

「──伊呂波先輩には、壁に耳をくっつけて隣の部屋の様子を盗み聞きするという迷惑な趣味がある」

　僕もまた、淡々と告げた。

「あなたはそれを利用したんです。……伊呂波先輩、あなたがボウガンで刺されたとき、あなたは壁際で何をしていましたか？」

　伊呂波先輩は少し沈黙したあと、

「……隣の部屋……つまりバドミントン部から聞こえてきた、卑ひ猥わいな行為をしているいやーんばっかーんな声をじっくりと拝聴していたよ」

　珍しく顔を背けて、小声でそう答えた。この人でも、さすがにみんなの前で言うのは恥ずかしかったらしい。だったらやめればいいのにそんな趣味。

「……ともあれありがとうございます。……聞きましたか奈な多た先輩？」

「はい。……しかし久く遠どうさん。そんなのはただの偶然ではありませんか。ちょうどボウガンの矢が発射される時間に、バドミントン部の中でその……卑猥な行為が繰り広げられているなど、偶然以外の何でもない」

「その通りです。それこそがボウガンが部屋の中に仕掛けられていた何よりの証拠です。何な故ぜならあの時間、バドミントン部の部室には誰だれもいなかったんですから」

「……！」

　奈多先輩の顔がひきつる。

「どういうこと？」と深み春はるが言う。

「バドミントン部の全員に話を聞いたところ、恋人がいるという部員は一人もいなかった。ついでに、バドミントン部では《彼女をつくった人間は問答無用で半殺し》という嫌な感じの鉄の掟おきてがあるんです。たとえ恋人がいるのを隠していたとしても、わざわざ他ほかの人に見つかる危険を侵して部室でアレなことをするような部員はいない。ただでさえ、学園祭の準備で人通りが多いんですから。いちゃつくならせめて、滅めつ多たに人が来る危険性のない場所を選ぶ筈はずです。例えば五階の社会科資料室とか」

　一いちノの瀬せさんと紺こん藤どうが、そっと僕から視線を逸そらすのが分かった。

「え？　え？　だったら、尾お張わりさんが聞き耳を立てていた声というのは何なの？」

　舞まい坂さか先生の疑問に、僕は答える。

「正確なところは判わかりませんけど、多分どこかで録音しておいたテープか何かじゃないでしょうか。それをバドミントン部の部室の壁際で流せば、伊呂波先輩のいる演劇部の部室に聞こえますから。学園祭中は活動していないバドミントン部の部室に侵入してテープを仕掛けることは簡単に出来ますし」

「なるほどー……あ、でもちょっと待ってくれ久く遠どう」

「なんだい発情期ボーイ」

「だれがだ！　って俺おれか！」紺こん藤どう数かず馬ま、ノリツッコミ。「……いやまあ、それはともかく！　なら奈な多た先輩はいつ、ボウガンを仕掛けたんだ？　いや、それはみんなが練習してるときとか色々あるか……でもさ、ちょうどボウガンが発射されるときに伊い呂ろ波は先輩が部屋にいるとは限らないんじゃないか？」

「紺藤にしてはいいツッコミだ。突っ込むのが上う手まくなったな紺藤、イロイロと。イロイロなところに。例えば一いちノの瀬せさんとか。うぇっへっへ」

「…………久遠。お前ちょっと下品になったぞ？」

　本気で呆あきれた顔をされた。紺藤に。紺藤に……！　……まあそれはおいといて、

「……伊呂波先輩が部室に戻ることになったいきさつを思い出せばいいさ。あのとき、夏なつ樹き君の言葉に激げつ昂こうして奈多先輩は倒れた。だから伊呂波先輩は夏樹君を保健室に運び、その日の練習は終了になった」

「……あれが演技だったっていうのか？」

　夏樹君が驚いた顔をした。

「多分ね」

　脚本専門の演劇部副部長は、実は演劇部随ずい一いちの役者だったというわけだ。

「……夏樹君が『リアル白雪姫』のことを快く思っていないのは明らかだったから、もしもあのとき陰口を叩たたいていなかったとしても《不満そうな顔だな》とか難なん癖くせをつけて夏樹君を挑発すればいいし。他ほかにも、劇の練習を中断させる手法はいくらでも思いつく」

「なるほど……」

「伊呂波先輩に保健室に運ばれた奈多先輩は、そのあと、ボウガンで伊呂波先輩が射殺される直前あたりで保健室を出て、部室の鍵かぎ穴あなにパテを詰め込み、部室の扉を開けなくする。それからまた保健室とかトイレとか、ゴースト化した伊呂波先輩や他の人間に鉢はち合あわせしないところに潜伏する。そして物音を聞きつけてやってきた僕や夏樹君、あるいは他の人間でもいいけど、とにかくその人が中に入れずに困っているときにやってきて、扉を体当たりで破って部室に突入。みんなが死体に気を取られている間に、自分の鞄かばんにボウガンを回収。何かに注意を引きつけておいて、その隙すきに目的遂行。殺人でなくてもよく使われる手法ですね。フェイントとか、ケンカする娘達を黙らせるときとか。……そして警察が来る前に、隙を見て自分の鞄の中のボウガンをどこかに処分。あるいはその日は学校に隠しておいて、あとで処分。伊呂波先輩が死んだときの奈多先輩の様子を見ていれば、奈多先輩が『一人になりたい』と言っても誰だれも文句は言いませんし」

「…………」

　奈多先輩は押し黙り──それからまた口を開く。

「なるほど。久遠さん。たしかに貴女あなたの言うことは、一見スジが通っているように見える。しかしですね、貴女は大切なことを忘れている。それは──」

「紀き史し元もとさんが襲おそわれた事件ね！」

　舞まい坂さか先生がポンと手を叩たたいて言った。

「そうよそうだわ！　たしか紀史元さんが保健室で襲われたとき、奈な多た君はみんなと一緒に家庭科室にいたもの！　紀史元さんを襲えるわけがないわ！」

「……」

　言葉の端を折られた奈多先輩は少し不愉快そうな顔をした。……まったく、本当に空気を読まずに発言するのが好きな先生だな。

「……まあ、舞坂先生の仰おつしやる通りです。僕には紀史元さんを襲うことは出来ない。彼女の悲鳴が聞こえてきたとき、久く遠どうさん、僕は他ほかでもない貴女あなたと会話をしていたのですよ？」

　気を取り直して、奈多先輩は僕に言った。

「ええ、そうですね」

　僕は素直に認めた。

「僕もそれが引っかかっていたんです。第二の事件のとき、奈多先輩には確固としたアリバイがある。そのせいで、僕はせっかく気付いていた第一の事件の真相を、間違いだったと思ってしまったんですよ」

「どういうことっスか？」

　夏なつ樹き君の問いに、僕は軽く肩をすくめ──

「紀史元ひかりちゃんを襲った人間と、尾お張わり伊い呂ろ波は先輩を殺害した人物は、別人なんだ」




「「────！」」

　みんな（ただし一部を除く）が息を吞のんだ。

「……ま、考えてみれば犯人が単独犯だなんて、単なる思い込みに過ぎなかったんですよね。その思い込みのせいで、ちょっと頭が混乱してしまった」

「ひかりちゃんを襲った黒マントの怪人ってのは、殺人事件に乗っかったただの迷惑な便乗犯か、もしくは別件でひかりちゃんに恨みを持ってたヤツってことだな！」

　勢い込む紺こん藤どう。

　……たしかに、普通に考えればそうなる。

　ひかりちゃんが襲われたとき、演劇関係者でアリバイがない（本当はあるのかもしれないが、僕は知らない）のは、風かざ原はら夏樹君、時とき山やま時雨しぐれ先生、久遠くおん、久遠イリス。だがこの中でひかりちゃんを襲う理由があるような人物は一人もいない。

　だが。

　みんなが見落としている人物がもう一人だけいる。

「紺藤、ひかりちゃんを襲った犯人も、この中にいるよ」

「どういうこと!?」「ど、どどどどどういうことですか!?」

　深み春はるとひかりちゃんが同時に驚きの声を上げる。

「ひかりちゃんが襲おそわれたとき、部屋にいなかった人がいるだろ？」

「……俺おれのことっスか？」

「違うよ夏なつ樹き君。……いるだろう？　君以外に一人……堂々と家庭科室から出て、事件の捜査のためと言ってあちこち動き回っていた人がさ」

「……あ……！」

　夏樹君が漏もらした驚きよう愕がくの声と同時に。

　みんなの視線が、とある一人の人物に向けられる。

　正確には、一人のゴーストに。




「……──尾張伊呂波先輩。紀き史し元もとひかりちゃんを襲った犯人は、あなたですね」
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　ゴースト化現象。

　今から約三年と半年ほど前に、世界中で発生するようになった謎なぞの現象。

　死んだ人間が、ときどき姿も見えて会話も可能な、《ゴースト》と呼ばれる存在となってこの世に留とどまる、きわめて不可解で未いまだ原因が解明されていない超常現象。

　ゴーストは基本的に、この世界の物理法則とは無縁。ゆえに、普通の人間はゴーストに触ることは出来ない。

　だが、ときどき、ごく僅わずかに、《ゴーストに触れる》という特殊な体質を持った人間も存在する。僕の知り合いだと、夏休みに北海道で交戦したインディアン、リカルド・ザ・ブラックウィング。彼はゴーストの深み春はると、超人的な格闘戦を演じてみせた。

　そしてもう一人が────紀き史し元もとひかり。

　深春と手を握ったり、ビンタの応おう酬しゆうをしたり、ついでにえっちなことをされたり。

　ゴーストが人間を襲おそうことは基本的に不可能。だからみんな、ゴーストである白しら咲さき深春と尾お張わり伊い呂ろ波はを、事件の犯人候補に数えなかった。

　だが、ことひかりちゃんの事件に限っては、ゴーストだって十分に犯人になりうるのだ。

　そのことを、僕は失念していた。昨夜深春とひかりちゃんが手をつないで歩くのを見るまで、迂う闊かつにも忘れていた。

　ゴーストは、ひかりちゃんを襲える。演劇の参加を要請された日、深春がわめくひかりちゃんを武力制圧したように。

「くく……くくくくく…………」

　伊呂波先輩の口から、そんな笑い声が漏もれた。

「……くくくくく……くははははははははははははははははは────────ッ!!　そうだ！　その通りだよ久く遠どう悠ゆう紀き君！　よく見破った！　保健室で寝ていた紀史元君の首を絞めたのはこの私、尾張伊呂波だよ！　彼女が見たという黒マントは、ゴーストの変身能力の応用で作り出した！　半透明でも、マントだけならば見えてもゴーストのものだとは気付かれにくいだろうからね！」

　ノリノリで、芝しば居いがかった口調で、伊呂波先輩は自ら罪を認めた。

「お、尾張先輩がどうして私を殺そうとするんですか!?　私の演技があまりにもへっぽこだからですかそうなんですかだから私なんて生きてる価値がないから殺そうってことですか酷ひどいですそんなの酷いです久遠先輩なみに酷いです久遠先輩の次くらいに酷い外道です鬼畜ですケダモノです！　信じてたのに……信じてたのにいい……！」

　ひかりちゃんが泣きそうな顔をして叫んだ。

　……なるほど。君は僕のことをそこまで酷いヤツだと思っていたのか。……そのへんはあとでじっくり問い詰めるとしよう。

「……ひかりちゃん。伊呂波先輩は、君を殺そうとしたわけじゃない。いや、むしろ君が死んでしまっては困るんだよ」

「え？　どういうこと？」

　深春が不思議そうな顔をして言った。

「……伊呂波先輩がひかりちゃんを襲った目的。それは、奈な多た先輩を庇かばうためだ。そうでしょう？」

「…………」

　伊呂波先輩は僕から顔を背けた。ふと奈多先輩の方を見ると、こちらも苦々しい顔をして視線を下に落とした。

　僕は肩をすくめて解説する。

「奈な多た先輩にアリバイがあるときに第二の事件が起きれば、第一の事件と第二の事件が同一犯として考えられている限り、奈多先輩は事件の容疑者から外れる。そして第二の事件の犯人は、絶対に捕まることはない。警察をはじめほとんどの人はひかりちゃんの特殊な体質のことは知らないから、ゴーストが犯人だなんてことには考えが及ばない。警察に第一の容疑者と見なされて取り調べられるのはアリバイのない夏なつ樹き君だろうけど、こっちも実際にはやってないんだから恐らく無実になる。事件は外部犯の犯行と見なされ捜査は迷走していき、そのうち今回の事件は迷宮入り。解決はしないけど誰だれも不幸にもならない消極的なハッピーエンド。それが伊い呂ろ波は先輩の筋書きだったんでしょう？」

「……おおむね正解だよ。だから紀き史し元もと君を殺さないように悲鳴を上げさせ、さらに捜査を攪かく乱らんするために、《黒マントの怪人》という架空の犯人像をでっち上げてもらう必要があったのだ」

　伊呂波先輩が苦笑して言った。それから奈多先輩の方を向き、

「……奈多君。キミのトリックは簡単すぎるんだよ。私を殺すなら、もっとバレにくいやりかたで殺したまえ。……参考までに久く遠どう君。キミはいつから、奈多君の使ったトリックを考えついていたんだい？」

「うーん……先輩と一緒に深夜の部室に侵入した頃ころですかね。先輩と喋しやべりながらちょっと自分でも推理してみて、いくつかのトリックが浮かんで。そのうちの一つがコレですね。バドミントン部の部長さんとかに話を聞いたりして裏付けをとってるうちに、これが一番納得いく真相かなあと」

「推理をし始めてそのトリックを思いつくまでにかかった時間は？」

「十五分くらいだと思います」

「…………!!」

　奈多先輩が顔を真っ赤にする。怒りと敗北感……そして羞しゆう恥ち心しん。

「ぼ、僕は伊呂波を名探偵にしてやりたかったんだ……！　本物の、本物の名探偵に……！　伊呂波はいつも言っていた……！　小説みたいな殺人事件に巻き込まれたいって……！　だから巻き込んでやったんだ……伊呂波が殺されてゴーストになれば伊呂波の願いを叶かなえてやれる……僕は伊呂波のために……伊呂波のためだけに……これまで！」

　……なるほど。やっぱりそれが動機か。

　最後まで引っかかっていたこと──《本当にこんな動機でいいのか？　こんな馬ば鹿かげた動機で人を殺せるような馬鹿野郎がこの世に存在するのか？》という疑問が、犯人の自白により晴れる。晴れるが……気に入らない。反へ吐どが出る。

　僕が今回のトリックで最も疑問に思っていたのは、犯人がパテで鍵かぎ穴あなを塞ふさいだ理由だった。《犯人は伊呂波先輩を殺したあと部室から出て部屋に鍵をかけ、さらにそれをパテで塞いだのだ》という具合に捜査をミスリードする意図は解わかるのだが、これは逆に、《犯人は演劇の関係者である》と、疑いの目を内部に向けさせる結果にもなりかねない。《犯人は外側から鍵かぎを掛けることが可能だった人物である。つまり犯人は合い鍵を持っていた人物である》というシンプルな連想。そんなことをするくらいなら、むしろ部屋に鍵を掛けることさえせずに、最初から犯人が外部からの侵入者だと見せかけた方がいい。

　しかしこれは、奈な多た先輩の動機においては必要なことだったのだ。

　犯人が不特定多数だと、《ミステリ》としてアンフェアだから。

　密室殺人っぽくして、伊い呂ろ波は先輩を喜ばせたいから。

　ただそれだけの理由。

　なんて……くだらない理由。しかも演劇に参加していない他ほかの部員の鍵の管理が杜ず撰さんだったから、これはまったくの徒労に終わった。伊呂波先輩は密室トリックを解とき明かすような正義の名探偵になることは出来ず、逆に真相に気付いた彼女は、犯人の共犯者側にまわってしまった。

　被害者──尾お張わり伊呂波。ただしゴースト化。

　探偵役──尾張伊呂波。ただし事件は解決せず。

　犯人役──尾張伊呂波。ただし共犯。

　なんて奇妙で中途半端な構図。破は綻たんした物語。まるで奈多先輩の書く脚本のようだ。

「僕は伊呂波のために伊呂波のために伊呂波のために伊呂波のために伊呂波のために伊呂波のために伊呂波のために伊呂波のために伊呂波のために伊呂波のために伊呂波のために伊呂波のために伊呂波のために伊呂波のために伊呂波のために──────！」

　奈多先輩の顔色は、真っ赤を通り越して紫になり、やがて蒼そう白はくになっていった。今回は演技ではなさそうだ。

　そんな奈多先輩に、僕は。




「ハッ、だったらもっとマシなトリックを考えろよ。この三流作家が。才能もないくせに行き当たりばったりで書いてるから、こんなくだらない結末になるんだ」




　傷ついた心をさらにズタズタに抉えぐるための悪意を、僕は投げつけた。

　いやまあ、こう見えて…………僕は、わりと本気でむかついていたりするからさ。

　いのちはだいじに。

　知っとけそれくらい。そんなもん、幼稚園児でもサルでもミミズでもオケラでもアメンボでも馬でも……生きてるモノ全すべてにとっての常識だ。人のために人を殺すような阿あ呆ほうにかけるような情けを、僕はいっさい持たない──……





　　　　☆






　……──というわけでも実はなくて。

「あー、そうだ。実は言い忘れてたことがありまして」

　怪け訝げんそうな顔をするみんな。いや、神かみ河かわ史し記き以外のみんな。

　……気付いているのだろうか。やっぱり気付いてるんだろうなあ……。

「史記、解わかってるなら説明して。僕はもう……何もかもめんどくさい。喋しやべるのもめんどくさいし息をするのもめんどくさい」

　僕がそう言うと、

「了解した。だが呼吸は止めるな。お前が死ぬと俺おれが悲しい」

　神河史記はあっさり頷うなずき、さらにちょっぴり照れてしまうようなことを淡々と言ってから、説明を引き継いだ。

「今回の久く遠どうの説明には、具体的な証拠が一いつ切さいなかった。全すべてが推測と状況証拠のみに基づいている。そのため、奈な多た彰あき人ひとが警察に自首せず今のうちに証拠の類たぐいを全部処分して最後までシラを切り通せば、このまま迷宮入りにすることも可能だ」

「──!?」

　伊い呂ろ波は先輩と奈多先輩が同時に驚きよう愕がくの顔を見せる。

「たしかに久遠の説明はツジツマが合ってはいるが、それだけだ。久遠はさも自分の話が唯一無二の真実であると証明したかのように語っていたが、合い鍵かぎの入手が誰だれにでも可能である以上、ここにいる以外の人間の犯行という可能性が消えたわけではないし、実際に黒マントの怪人がいて紀き史し元もとひかりを襲おそったのだという可能性もあることはある。また、久遠が言った方法の他ほかにも、尾お張わり伊呂波を後ろから確実にボウガンの矢で撃ち殺す方法は今のところ十四通り考えつくし、《紀史元ひかりには虚きよ言げん癖へきがあり実際には黒マントの男など見ていない》と説明して警察を説き伏せる自信もある」

　淡々と、当たり前のことのように神河史記は語った。

　……そういうことだ。僕は自分の考えついた中で一番納得のいった答えを、したり顔で語っていただけなのだ。

　全ては、奈多先輩と伊呂波先輩の自白を促すために。

　もしも二人が罪を認めず、「証拠はあるのか？」と言われたら、僕は「犯人扱いしてごめんなさい」と言うしかなかった。

　つまりはその程度の……詐さ欺ぎに近いへっぽこ推理。僕には、探偵は無理だ。

「…………なるほど、つまり私とアキちゃんは、久遠君にしてやられたわけね」

　子供のように楽しそうな笑みを浮かべながら、伊呂波先輩は素の口調で言った。

「……だが、それが分かったところで既に自白してしまった以上、言い逃れは出来まい……。警察でも何でも呼ぶといいさ……」

　弱々しく、奈多先輩は言った。

「僕は呼びませんよ。めんどくさいし……もしもニュースとかになったら、《お手柄美少女探偵》とかバカな呼ばれ方をするかもしれませんし。そういうことになったら恥ずかしいじゃないですか」

　僕は言った。

「というわけで、僕は警察は呼びません。自首したいなら勝手にどうぞ。……まあ、他ほかのみんなはどう思うか知らないけどさ」

　すると夏なつ樹き君が口を開いた。

「……そもそも被害者の伊い呂ろ波は先輩自身が犯人の奈な多た先輩を恨んでないんだから……俺おれたちの出る幕じゃないだろ。俺も久く遠どう先輩に同意っス。自首したいならどうぞ」




　他に意見はなく。

　僕たち、演劇『リアル白雪姫』参加者一同は。

　奈多彰あき人ひとによる尾お張わり伊呂波先輩殺人事件を、見なかったことにすることにした。




　……さて、余計なことで時間を食ってしまった。学園祭まであと二日。せっかくなので、全力でやってみよう。それが青春というものだと僕は思う。








プロローグその４　六年前　～墓穴掘り人形と愛と平和の使者～







　ばん──という銃声が鳴り響き──銃弾が発射され、その凶弾は、静かに死を受け容れた表情で目を瞑つむる僕の父親、白しら咲さき紅こう太た郎ろうの心臓を抉えぐり一撃でその命を奪う──筈だった。

　銃弾は、発射されなかった。音と煙、そして出てきたのは、

　ス　カ

　と書かれた白旗だった。銃の感触や重量感はまぎれもなく本物。これがおもちゃである筈はずがないのに……。未み至し磨まツネヨのところにあったカスタムハンドガン。……くそったれ……あ、あのババアは……本物の拳けん銃じゆうをオモチャに改造してやがったのだ……！

「…………んだよちくしょう……！」

　僕の口から、そんな呻うめきが漏もれる。と同時に、腰が抜けて、僕はその場にへたりこんだ。どうしようもない安あん堵どの気持ちで胸がいっぱいになる。僕は──自分が人を殺したくなんてなかったのだと、ようやく気が付いた。馬ば鹿かだ僕は。本当に大馬鹿者だ。くそったれ。

「はは……ったく……なんでこんな……僕……馬鹿だ……あはは……馬鹿だなあ……」

　自じ嘲ちようの笑みが漏れる。──と、そのときだった。




「ああああそうだなあああ!!　テメェは馬鹿だァ！　大馬鹿だなあああぁぁァッ!!」




　────ッ!?　突如として、そんな哄こう笑しようが響き渡った。この部屋にいるのは僕と白しら咲さき紅こう太た郎ろうのみ。だから僕は、その声が誰だれの声なのか解らなかった。

　どがっ！　不意に、頰ほおに重い衝撃、殴なぐられたのだと悟る。殴ったのは──超人的な動きで急接近して僕を殴り飛ばしたのは、白咲紅太郎だった。

「ひゃはははははははっハァッ！　なんだよびびらせやがってよォ！　ざけんじゃねェぞファッキン小娘があああァァッ！　だが礼は言っとくぜえええェェェ!?　お前のおかげで久々に外に出てこれたんだからなああァァァァ────ッ!!」

　僕の身体からだを床に押さえつけ──白咲紅太郎は狂的な笑みを浮かべる。まるで餓うえた獣のような顔に、激しい嫌悪感に襲おそわれる。先ほどまでの穏やかな人相とはまるで別人。多重人格。そんな設定を思い出す。半信半疑だったけど──つまりこいつこそ……白咲紅太郎のもう一つの人格……僕の実母・真しん里さと真ま理りを無理矢理襲って僕を孕はらませた張本人……！

「お、お前が……お前が……ッ!!」

「ヒャハハハハ、そうでちゅよおおおお、ぱぱでちゅよおおおおォォ────ッ!!」

　腕を押さえつける手にさらに力が込められる。なんだこの力……！　本当に人間かこいつ、くそっ！　痛い……痛い痛い痛い痛い痛いイタイイタイイタイイタイイ──ッ!!

「……ぐぇぅ……はな……せ──……このクソ野郎ッ!!」

「いいねいいねいいねぇッ！　もっと抵抗しなああ！　もっと泣きなああァッ！　よく見りゃお前、男の格好してるワリに可愛かわいいなァ。お前の母親そっくりだぜェッ!?」

　白咲紅太郎が、下卑た顔で舌なめずりをする。ざぐりっ！　と上着を強引に破かれる。自分がこれから何をされるか、僕は直感的に理解した。このままじゃ──母さんと同じ目に遭あわされる！　母さんもきっとこんな風に……！　そう考えると、一度は完全に萎なえてしまった殺意が再びみなぎった。今なら確信を持って言える、僕は、コイツを殺したい。なのに、くそっ、くそっ、くそっ、くそっ、動け、動け僕の身体。この男を殺してやる。必死で脳から全身に信号を送る。それなのに僕の身体は震えるばかりで動かない。この腕を払いのけることさえ出来ない。殴られた頰がズキズキ痛む。ああちくしょう。こんなことなら、もっと訓練しておくんだった。銃術なんかじゃなくて、深み春はると同じような体術を。僕の手には役立たずのオモチャの拳けん銃じゆう。代わりにツネヨお婆ばあちゃん秘伝の体術さえあれば、僕はこのクソオヤジの全身の骨を砕いて眼球を抉えぐり出して内臓を一つ一つ破壊して口に腕を突っ込んでのど笛を内側から破壊して僕の母さんを犯した肉の棒を千切って僕の元になった物体が入っていた袋をぶっちぎってそれをこいつの口の中にねじ込んで窒ちつ息そく死しさせてやるのに。ビリリッ！　白いシャツが破かれて僕の胸があらわになる。深春の胸はもうふくらみかけているのに、僕の胸はまだ真っ平ら。自分が男だ男だと言い聞かせていたから、成長をやめてしまったのかもしれない。何が男だ笑わせるな。こんなさかりのついたクソオヤジ一人もはね除のけられないくせに。ちくしょう。力が欲しい。誰か助けて。誰か。誰か。ツネヨお婆ばあちゃん、義か母あさん、義と父うさん、くおんでもいいや、それから、




　…………────────がっっ




「あ……？」

　不意に──……鈍い音が鳴り響き、白しら咲さき紅こう太た郎ろうの腕から、急速に力が抜けていき、彼は不思議そうな顔をしたまま、べちゃり、と赤くて温かい液体が僕の顔面に降りかかり、どうやらそれは白咲紅太郎の頭部から噴き出しているようで、他ほかにも何かどす黒い何かがはみ出ていて、何だか知らないけど彼は、崩れ落ちた、後ろから誰だれかに、後ろにいるゴルフクラブを持った誰か、誰がやった、誰がやった？　誰が殺やった？　殺ったのはだあれ？




「──だいじょうぶ？　ゆうきちゃん」




　いつもと変わらない春風のように涼やかな声を僕は聞いた。見ればそこには深み春はるちゃんが立っていて、その手にはゴルフクラブ。さすが深春ちゃんだ、鈍器を使うのも僕より上う手まい。筋肉をどう使えば破壊力のある攻撃が出来るか知っているのだろう。さすが、です。

「悠ゆう紀きちゃん、大丈夫？」と、深春がもう一度言った。顔には朱色。そんなお洒落しやれ。












「なんで……？」と僕が尋ねると、深春は当然のように「だって悠紀ちゃんが危なかったから」と柔らかな笑みを浮かべて答えた。「だってそんな、この人は深み春はるちゃんのお父さんなのに」と僕が言った。深春は、「それはそうだけど、でも、私はお父さんよりも悠ゆう紀きちゃんの方が大事だから」と笑みを崩さなかった。その目には何の後悔もなくとても自然で、だから僕は彼女のことが怖いと思った。心の底から怖いと思った。

　不意に、テレビで見た戦争の映像を思い出す。それが街に落ちるだけでものすごい爆発が起きて人がたくさん死んでしまう。僕はその光景を想像するだけで吐き気がしたのに、でもテレビの映像はすごくあっさりしていて、アナウンサーも淡々と空爆の事実を伝えるだけ。《愛と平和》の免めん罪ざい符ふのもとに、当事者たちの意思などまるっきり無視して死を振りまく──パトリオット・ミサイル。《二つ名》というものを深春に付けるとすれば、これをおいて他ほかにない。だったら僕は何だろう。何も出来ず、何かしたとしても悪い結果にしか繫つながらない。まるでわざとやっているかのように自然に自分を悪い方へ悪い方へと突き落としていく滑こつ稽けいな存在。特技は自滅、墓穴を掘るのが得意です。かつて深春は僕のことを人形だと言ったけれどそれはなかなか的確な表現だ。だから決まった。僕の二つ名は《墓穴掘り人形》だ。センスのない名前。とてもダサい。いいよべつに僕の脳内で使うだけだから。無邪気な子供だった僕は今ここで死んだ。僕は僕に《墓穴掘り人形》と名付けることで僕自身を墓穴に葬ほうむったのだ。これは逃避。これは、自分の選択の帰結としての墓穴掘り。運命なんかじゃない。全すべての不幸は僕自身が原因で、つまり僕自身の力でどうとでもなる。一見前向き。しかし本音は、運命を肯定すれば自分の未来には絶望しか待っていないことを悟ってしまったからだ。なんて後ろ向き。最悪。でも、それはそれで僕らしい。──そんな自分らしさなんて死んでしまえと僕は思った。





　　　　☆






　こうして僕と深春の間には、特別な絆きずなが生まれた。《墓穴掘り人形》と《愛と平和の使者》は、この先も色々な物語を紡つむいでいくのだが、これはその中でもとりわけ最悪なトラウマストーリー。ちなみに、その夜は同窓会に出席していた深春の母親の秋あき奈なさんは家に帰ってきて夫の死体を見て壊れた。現実を正しく認識できなくなったらしいけれど僕はあれ以来彼女と話したことはないのでよく解らない。少なくとも深春の葬式のときの彼女は普通だった。普通にどこか頭がおかしかった。警察には強盗が来て殺やったと深春が言った。僕はその前に家に帰った。未み至し磨まツネヨや義か母あさんはきっと真相に気付いていただろうけどこれについては何にも言わなかった。それが彼女達なりの僕と深春への断罪の形なのだろう。いっそ責めてくれれば楽だったけれど、僕はずっと、このことを抱え込んだまま生きる羽目になった。最悪だ。……というわけで回想編はおしまい。おしまい。何の意味も救いもオチもない。ただの終わり。始まりのための終わり。これからもきっと、僕はこの思い出を抱えて生きていくのだろう。重いなあ本当に。死にたくなるね。死なないけどさ。








暫定的本編Ｄ　再び、日常編







　その日──僕が奈な多た先輩の罪を暴あばいた日の夜のこと。

　奈多彰あき人ひと先輩は警察に殺人の容疑で逮捕された。

　部室の鍵かぎ穴あなに詰まっていたパテから、奈多先輩の体毛が検出されたのが証拠となった。

　……警察の科学力はすごいなあ。

　奈多先輩のことや伊い呂ろ波は先輩のことを考えるよりも前に、僕はそのことに対して素直に感心してしまった。

　伊呂波先輩が正義の名探偵とやらになれる日は、果たして来るのだろうか。

　たとえなれたとして、それは果たして、世界に必要とされる存在なのだろうか。




　僕は出会ってから初めて、伊呂波先輩に対して共感を覚えた。





　　　　☆






　それから二日。

　演劇『リアル白雪姫』は学園祭の一日目（学園祭は二日あるのだ）の午後三時から一時間にわたって上演され、そこそこの喝かつ采さいを浴びて幕を閉じた。

　観客へのウケはそれなりによく、各所で笑いが起こった。そこには劇のトンデモっぷりに対する失笑や嘲ちよう笑しようも多分に含まれていたのだろうが、それはそれで仕方がない。

　未熟なら笑われて当然。演劇とはそういうものなのだ。みんなこういう経験を重ねて立派な役者になっていくんだ。……と、夏なつ樹き君が言っていた。もちろん僕は立派な役者になる気などさらさらないので、笑われたら普通にむかつく。

　特に僕の登場シーンで笑った最前列のカップル。こっちからは暗くて顔が見えなかったものの、声からは高校生ではない大人おとなの客だと思われた。「おいおい、噓うそ吐つき少年が真実の鏡かよ!?」「あらあら、きっとあの子も色々あって反省して、素直な良い子になったのよ」とかいう意味不明な会話。声が大きすぎだっつーの。…………そういえば、どうして大人の客が僕のことを噓吐きだと知っていたのだろうか。よく考えるとどこかで聞いた声だったような気もするけど……まあ、どうでもいいか。

　……奈多先輩が逮捕されたあとも、演劇の練習は続けられた。

　脚本は既に完成していたので、キャストと夏樹君、あとは夏樹君がいつの間にか手配していた裏方の臨時スタッフの力だけでなんとかなった。

　伊呂波先輩は、表向きはいつもと変わらない態度で演劇の練習に励んでいたけれど、僕は何となく気まずかったので、必要最低限の会話しかしていない。

　……そりゃまあ、ね。名探偵みたくみんなを一堂に集めての謎なぞ解きをやらかして奈多先輩と伊い呂ろ波は先輩の罪を暴あばいた挙げ句、調子こいて二人を見逃したのに、その日のうちに奈な多た先輩が逮捕されてしまったのだ。正直、気まずいことこの上ない。

　どうせ捕まってしまうなら（しかも僕の推理とは何の関係もない理由で）、あんなパフォーマンスをやらかすんじゃなかった。墓穴掘りの面めん目もく躍やく如じよだ。……躍如したくなかったよこんな面目は。

　ともあれ、劇が無事終了して良かった。

　これでもう、伊呂波先輩とは顔を合わせなくてすむだろう。

　さて、せっかくの学園祭だ。今日はあと数時間ほどしかないが、明日は一日中深み春はるや義妹いもうとたちに付き合わされるのか……。

　……しょうがないか、約束しちゃったし。

　更衣室で鏡専用の黒装束から制服に着替え、僕は外に出た。わいわいがやがや、お祭り特有の賑にぎわいが聞こえる。こういう空気、昔は苦手だったけど、今はあんまり嫌いじゃない。というより、慣れた。

　深春に告白されたあの日から続いている、賑やかで楽しい、お祭りのような日常に、僕はいつの間にか慣れていた。自分でも気付かないうちに、慣れきっていたのだ。

「……さてと、それじゃあその深春を捜すかなー」

　僕の衣装、出番が少ない割にやたらと凝こっていて、非常に結び目が多いのだ。他ほかのキャストの衣装、例えばひかりちゃんのドレスやこびとファミリー女性陣の服は、見た目は派手でも基本的に袖そでを通すだけのものなのに、僕の衣装はなんと、見た目は非常に地味なくせに、袖口や胸元から伸びた無数の紐ひもによって真実の鏡とピッタリ合体する機能まで付いているのだ。これは夏なつ樹き君なりの遊び心なのか、それともただの嫌がらせなのか、いまいち判断がつかなかった。結局この機能、本番では使わなかったし。

　ともあれ、着替えに手間取る僕に焦じれた深春とイリスとくおんとひかりちゃんは、僕を置いて四人で遊びに行ってしまったというわけだ。薄情なやつらめ。

　……それにしても人が多いな。人気の出し物だと並んでるところもあるし。

　ついでに、出し物の数も今年は異様に多い。ほぼ全すべての教室で何らかのイベントが催されているようだ。学生以外の参加者も多い。テロやら何やらで暗い世相を、パーッと騒いで忘れてしまおうとでも言うのか。

　適当に遊んでるうちに合流できるだろうとか思ってたけど、喫茶店やらお化け屋敷に入られたら合流なんて不可能だぞこれ。

　……もしも合流できなかったら、また深春が怒るんだろうなあ……。

　そんなことを思いながら廊下を歩いていると、ばったり夏樹君に出くわした。……夏樹君は、歩きながら美お味いしそうに練り飴あめを舐なめていた。

「……久く遠どう先輩、お疲れ様でしたッス」

　慌あわてた様子で練り飴を一気に頰ほお張り、夏樹君は言った。

「……夏樹君、甘いもの好きなの？」

　僕が尋ねると、夏なつ樹き君は顔を真っ赤にして、「……少し」と頷うなずいた。なんでこの頭髪フランスパン野郎は、反応がいちいち萌もえキャラちっくなのか。理解に苦しむ。

「久く遠どう先輩、ちょっと話、いいッスか？」

　不意に真面目まじめな顔になって夏樹君が言ったので、「ちょっとだけなら」と僕は頷いた。





　　　　☆






　とりあえず、僕と夏樹君は演劇部の部室（警察の調査は既に終わっていて、出入りも自由だ）に入った。扉を閉めても、外の喧けん噪そうは多少しか静かにならなかった。

「で、なに？　夏樹君。愛の告白なら勘弁してね。修学旅行のときに飽きたから」

「しねえよ！」

　……断言されてしまった。ちょっと残念だ。告白だったら、女に戻っても僕ってば結構モテるじゃん？　とか思って嬉うれしかったのだが。

「……あのさ、先輩」夏樹君がマジな声で言った。「俺おれ、先輩があの事件の真相をみんなの前で暴あばいてから、ずっと考えてたんスけど」

「……うん」

　自然、僕の声のトーンも落ちる。あまり好んで語りたい話でもなかったからだ。

　夏樹君は、言うべきか言わざるべきか迷うような顔をして、それから、

「……伊い呂ろ波は先輩が紀き史し元もとの首を絞めた理由って、奈な多た先輩をかばったわけじゃないと思うんだ……スよ」




　そんなことを言った。だからスは敬語じゃねえっスよ。……あ、うつった。

「どういうこと？」

　意味が解らず、僕は聞き返した。

「……いや、もちろんそういう理由もあるかもしれねーけど。でも、一番大きな理由はさ、伊呂波先輩は多分……犯人に捕まって欲しくなかったからだと思うんスよ」

「え、だから……」

　夏樹君は首を振り、

「……この場合の《犯人》ってのは、《奈多先輩》って意味じゃないっス。自分を殺した犯人が奈多先輩じゃなくても、尾お張わり先輩はどうにかして警察の捜査とか先輩の推理とかを妨害しようとしたと思うっス」

　……それは、不思議な台詞せりふだった。意味が解らない。ゼンゼン意味がワカリマセン。

「いや……だって、犯人を捕まえられなかったら、名探偵にはなれないじゃないか」

　先輩の夢は《正義の名探偵》になることの筈はずだ。

　今回は幼おさな馴な染じみの奈多先輩が犯人だったから庇かばおうとしただけで、本来なら自分が殺人犯を捕まえようと躍やつ起きになる状況だった筈はずだ。事実、最初はあんなに張り切ってたし。

「……それはまあ、たしかにそうなんスけど……でも、もしも犯人が捕まらずに、事件が永久に解決しなかったら……そしたらゴーストになった尾お張わり先輩は、永遠に《迷宮入り事件の被害者》としての立場を保っていられるじゃないスか」

「いや、そんな立場を保ってどうするのさ？」

　苦笑しつつ、僕は突っ込んだ。しかし。

「……俺おれにだってはっきりとは分かんねえよ。でもさ……考えてみろよ。人生のうちのたった一度だけ《名探偵》になって、あとの人生はその残りカスを燃やすみたいにぼんやりと生きるのと、ずーっと《謎なぞの黒マントの怪人によって殺害された、迷宮入りの事件の被害者》として生きるのと、どっちがいいのか。どっちが、尾張先輩の気持ちを満足させるのか。……ゴーストなんで《生きる》って言葉は変かもしれないっスけど。……ゴーストになって探偵を目指したところで、殺人事件に巻き込まれる可能性なんて一生に一度あるかないかだ。それならいっそ、永久に一つの事件の中にいれば……」

「だって、そんなの何の意味も──」

　しかし僕の反論を、夏なつ樹き君は遮さえぎった。

「──たしかに真実を知れば意味なんてないように見えるかもしれないっス。でも、真実さえ知らなければ他ほかの人はきっと、尾張先輩のことを特別な目で見る。普通とは違った人間のように見る。……それって結構、快感なんスよ。俺も中学でワルぶってたとき、そうだったから。俺は他の奴らとは違う──って。自分でもそう思うし、他人からもそう思われる。そういうのに憧あこがれる気持ち、先輩には分からないっスか？」

「さっぱり分からないっスね」

「そうっスか」

　夏樹君は苦笑した。

「ま、久く遠どう先輩は色々あったみたいっスからね。普通じゃないことが、色々と」

「……まあね。僕ってば謎多き女だから。ミステリアスガール。惚ほれるなよ」

　だが僕の軽口には何の反応も示さず、夏樹君が席を立った。

「尾張先輩を庇かばうワケじゃねーけどさ。……普通のヤツにとっては、《普通》って、結構重荷なんだ。だからどうにかしてそこから抜け出したいってヤツの気持ちも解る。学校に乗り込んでナイフで教師を刺したり、バスジャックしたりするクソバカ野郎とか、ときどきいるだろ？　アイツらも、多分根っこの部分は尾張先輩と似たようなモンだと思うんだ。俺はああいう奴やつらや、それから尾張先輩のことも大嫌いだけど……あいつらと自分が同類だなんて絶対に思いたくねーけど……それでもやっぱり、ちょっとは思っちまうんだ。平凡って、普通って嫌だなーって……ス」

「スは敬語じゃないって」




「──ええ、もちろん解っていますよ。意識しないと口調が奈な多た先輩とかぶるので、わざと不良っぽい喋しやべり方をしていただけなのです」




　そんな驚くべき言葉を残して。風かざ原はら夏なつ樹き君は、部室を出て行った。

「…………ったく……キャラ作ってやがったのかよ……。これまた驚きよう愕がくの真実だな。殺人事件の真相なんかよりもよっぽどびっくりしちゃったよ……」

　わりと本気で、僕は呻うめく。それから、深くため息を吐ついた。

　どいつもこいつも、勝手なこと言いやがって。

　だったら僕と代わってくれよ。

　身内が全員奇人変人超人ばっかりの人生をどうにかしてくれよ。

　デートのたびにトラブルが起きる人生をどうにかしてくれよ。

　修学旅行やら学園祭やらのイベントのたびにテロやら殺人事件やらに巻き込まれる人生をどうにかしてくれよ。

　退屈しないよ？　平凡だなんてカケラも思えないよ？




　…………その代わり、幸せには、なれないけどな。





　　　　☆






　夏樹君が出て行ったあとも、僕は一人でぼんやりしていた。

　と、不意に、ぬっとテーブルの下から一人のゴーストが浮かび上がってきた。

「うわっ」

　慌あわてた僕は椅い子すから落ちそうになった。

「お、おどかさないでくださいよ先輩……」

　伊い呂ろ波は先輩は、意地悪そうに笑った。

「いやいや、ごめんごめん。……それにしてもゴーストとは便利なものだね。便利すぎる。アメリカ大統領がホワイトハウスの壁という壁に聖句をびっしり書き記させたというニュースを聞いたときは、さすがアメリカは大げさな国だと笑ったものだが、実際それくらいのセキュリティ意識は必要なのかもしれないね」

「……そうかもしれませんね」

　深み春はるといい伊呂波先輩といい、ちょっと僕が油断した隙すきにいきなり出現するから困ったものだ。

「……で、今回はどこから聞いていたんですか？」

「君と風原君がここに入ってきてから交わされた全すべての会話」

「……あ、そうですか」もはや呆あきれるしかない。「……先輩。それならせっかくなので聞かせてもらいますけど、夏樹君の言っていたことは本当なんですか？」

「当ててごらん」

　からかうような口調で先輩は言った。

「…………だったら質問を変えます」

「ふむ。どうぞ？」




「──先輩はいつから、奈な多た先輩が犯人だって気付いていたんですか？」




　すると先輩は、少し笑った。

「……気付いたのは多分キミと同じくらいだと思うよ。深夜、学校に忍び込んであれこれ考えているうちにね。フッと。……キミと同じく証拠なんて何もなかったけれど、犯人がアキちゃんだという確信だけは何となくあったかな」

「どうしてですか？」

「決まってるだろう、キミ。あんなふうに私の性せい癖へき……まあ、つまり盗み聞きだね。そんなターゲット本人の癖くせを利用するような、不確実にもほどがあるトリックを使用するような馬ば鹿か者は、奈多君以外にありえないからさ」

「……でも、先輩の性格を知ってさえいれば誰だれだって可能なんじゃ……」

　すると先輩は、ちっちっちと指を振る。

「盗み聞きだけではない。奈多君の使った殺人方法は、かなりの部分で不確定な要素が介入する余地がある。例えば、奈多君を保健室に連れて行ったあと、私がもしも気まぐれで奈多君に付き添って看病をはじめたら？　保健室を出た私が、部室に行かなかったら？　バドミントン部の方から妙な喘あえぎ声が流れてきても、たまたま気分が乗らずに盗み聞きをしなかったら？　部室に誰か他ほかの人間が入ってきたら？」

　……たしかに、もしもその可能性のうちのどれか一つでも実現されていれば、伊い呂ろ波は先輩は死なず、ただボウガンの矢が飛び出して終わるだけだった。

「久く遠どう君。計画を立てるときは少しでも不確実なことを廃したがるのが人間の心理というもの。ましてや殺人となればね。……他人の行動パターンを計画に含めるなんて、よほど自分がその人のことを理解しているという確信がなければ、怖くて出来ないと思うよ」

「……なるほど。言われてみればそういうものかもしれませんね」

「……奈多君は、自分の計画の不確実さを考えもしなかった。彼には恐らく、私の行動を全すべて読み切れるという確信があったのだろうね。……まあ、事実私は、見事に奈多君の思った通りの行動をしてしまったのだが」

　まんざらでもなさそうに、伊呂波先輩は苦笑した。

　自分を完かん璧ぺきに理解してくれている他者の存在が、誇らしいのだろう。

　奈多先輩にとって、伊呂波先輩はきっと……自分の一部のようなものだった。そしてそれは、伊呂波先輩にとっても同じことだったのだろう。

　幼おさな馴な染じみ。腐れ縁。昔からの友達。呼び名はもうどうだっていい。

　幼い頃ころからずっと一緒で……《自分》と切り離して考えることなんて、とてもじゃないけど出来ないような大切な存在。

　僕にとっての深み春はる。

　……ふと、深春を殺す僕を想像してしまい、吐き気がした。最悪な想像だ。深春は既に死んでいるから、一〇〇パーセント妄想で終わるけど。




「それにしても、本当にありがとう、久く遠どう君。楽しかったよ」




　先輩が突然、真顔でお礼を言ってきた。

「キミが殺人事件の謎なぞ解ときをしていたとき、まるで物語の中の登場人物の一人になったような気がしたよ。現実ではなく、非現実。あのとき、あの場所は、たしかにキミの手によって日常から切り離されていたのだ」

「……やめてくださいよ……。あのときのことはあんまり思い出したくないんですから」

　本心から僕は懇こん願がんした。今でも、得意げに真相を語る僕の姿を想像すると、顔から火が出そうになる。恥をかくのはなれっこの僕でも、人生で一、二を争うほどの恥ずかしい場面だったと思う。なんだよあのなんちゃって名探偵は。

「照れることないじゃない」

　素の口調に戻り、先輩は笑った。照れているどころか、僕は本気で嫌がっているのだが。

「……私、本当に楽しかったんだから。犯人はあなたですって指をさされたときなんて、すっごく感動したのよ？　本当は私が名探偵役をやりたかったんだけど……アキちゃんと一緒に犯人役っていうのも、あれはあれで悪くないわね」

　……犯人《役》というか犯人そのものなのだが……まあ、突っ込まないでおこうか。

　伊い呂ろ波は先輩にとっては、あの場面は現実から一歩乖かい離りした、フィクションの世界の出来事なのだから。

　……僕にとってはべつに、そうでもないが。あれくらいの非日常なら、周囲にいくらでも転がっている。否いや応おうなく、僕はそれに巻き込まれる。今回の事件もまた、そうだった。

　──それがきっと、伊呂波先輩や夏なつ樹き君が言うように、《普通ではない》ということなのだろうか……。

「あーあ、明日からまた退屈な日常が始まるのかな……」

　不意に伊呂波先輩は、ぽつりと寂しげに、そんなことを言った。

「きっといつか、また面白い事件がありますって」

　気休めにしかならないと知りつつ、僕は言った。

「フフフ、そうだね……そのときが来るのを楽しみに待っているとしよう……」

　そう言って、先輩は僕に背を向けた。

「先輩」と僕は呼び止める。先輩は何な故ぜか、ぎくりとしたように立ち止まった。そんな先輩に、僕は尋ねる。尋問のように。追い込むように。断罪するかのように。




「先輩は──本気で今回の事件が楽しかったと言ってるんですか？　大事な幼おさな馴な染じみが自分を殺して逮捕されて、本気で楽しかったと思ってるんですか？」




　伊い呂ろ波は先輩は答えなかった。ただ黙って、部室の窓をすり抜けて去っていく。今、彼女は泣いているのだと、僕は何となく確信した。でも僕は、彼女と、それから奈な多た先輩に対して同情なんかしない。これは伊呂波先輩と奈多先輩が、自分自身で招いた結果だ。十年以上にもわたるイビツな関係の結果──……こんなロクでもないことになったのだ。

「……さて、と……それじゃ深み春はるたちを捜しに行きますか」

　だが。

　部屋を出ようとした僕の前に、またしても不意に一人のゴーストが出現した。

　壁や床に隠れていたというわけでもなく──本当に幽霊のように、何もなかった空間からそのゴーストは出現したのだ。

　白いスーツを着た、左右にびろーんと伸びたヒゲと開いてるのか判わからないほど細い目が特徴的な瘦そう軀くの中年。夏休みに僕たちが北海道で出会った、喪も神がみ象しよう事じだった。

「はっはっは。久しぶりだね久く遠どう悠ゆう紀き君。というか、久しぶりだ」

「……あんたまで出て来るのかよ。今日は何だかオールキャストだな」

　顔をしかめつつ、なるべく不快オーラが相手に伝わるような感じで僕は言った。

「相変わらずつれないねえ。今回の件でついに目標サンプル数を達成できたから、私が発見した驚きよう愕がくの真実を君に教えてあげようと思ったのだが」

「驚愕の真実？」

「うむ」

　喪神はただでさえ細い目をさらに細め──……本気で驚愕するようなことを言った。




「……──ゴースト化現象の秘密だよ」




　……！　僕は思わず絶句する。ゴースト化の秘密。それは現在も数多くの科学者や宗教家が躍やつ起きになって解き明かそうとしている、この世界最大の謎なぞだ。

「まあ、前々から似たような分野を研究していたこともあって、ことの真相には割と簡単に辿たどり着くことが出来たのだがね。やはり十分なデータを集めなければただの空論で終わってしまう。いやはや、さすがに二千件ものゴースト化事件のサンプルを集めるのには苦労したよ。ちなみに何な故ぜ二千かというと、キリが良い数字だからだ」

「…………で？」

　先を促す。このオッサンとの会話はどうも不愉快なんだよなあ……。

「うむ、そして今回の尾お張わり伊呂波嬢がゴースト化した事件によってちょうど二千のサンプルを得た私は、今、ついにその真実を語ろう！　というか語らせてくれ。誰だれかに喋しやべりたくて喋りたくてたまらんのだよ。喋ることは大切だ。誰かに伝えるために内容を頭の中で整理することは自分の思考をブラッシュアップする効果があるからね」

「だからさっさと言えこのヒゲ」

「うむ分かった」喪も神がみは頷うなずき、「つまりゴーストとはこの世界と重なって存在する《異世界》が見ている《夢》のようなものであり、ゴースト化の条件とは《ドラマティックな死》だ」

　本当にさらりと、何だかとっても重要っぽいことを喪神は早口で言った。

「……？」

　重要っぽいのだが同時にただのおっさんの妄もう言げんっぽい気もして、僕は首を傾かしげた。

「この世界──つまり我々が普段生きているこの世界の他ほかにも、こことは異なる独自の法則が支配する無数の《異世界》というものが存在していることは君も知っての通りだが」

「いや知らんてそんなトンデモＳＦ設定」

「君も知っての通りだが！」うわ強引に無視しやがったこのヒゲ野郎。「例えば悪魔や精霊の実在する世界、天動説が正しい世界、人類が存在しない世界、恐竜が滅ほろんでいない世界、何も存在しない無の世界、時間の流れない世界、神の世界──とまあ、各異世界はそれぞれ全く異なる法則システムによって存在しているわけだ。で、その無数にある異世界の一つに、《死者がゴーストとして蘇よみがえる世界》というのがあるわけだよ。普通、平行する異世界たちにこの世界から働きかけをすることは一部の例外──すなわち君も知っているリカルド君や紀き史し元もとひかり君、もしかしたらイエスや仏ぶつ陀だもそうだったのかもしれないが、まあ、そういったごく一部の例外を除き、不可能だったわけだ。だが三年と半年ほど前……いかなる理由によってか、その《ゴーストの世界》とこの世界が接触事故を起こしてしまったのだよ。まあ実のところ、異世界同士の部分的な接触というのはさほど珍しいことでもないのだがね。通常、異世界同士はたとえ接触してもすぐに離れ、多少の原因不明の天変地異を起こしたり畑にミステリーサークルを作ったりすることがあるにせよ、やがて自然に世界の法則は元に戻る。しかし今回のケースは違った。《ゴーストの世界》は、この世界と接触し、全世界規模で接続されてしまった衝撃により、眠りについてしまったのだ。以来四年近く、その異世界はこの世界と接続されたまま眠っている」

「接触するとか眠るとか……まるで生き物みたいですね」

　僕が苦笑しつつ言うと、

「うむ。まさにその通りだよ久く遠どう悠ゆう紀き君。無数にある異世界はそれぞれ、全く異なった生き物のようなものなのだ。その《世界》という名の生き物の中に、我ら人間をはじめとする生物、神や魔物、宇宙人や妖よう怪かい、そしてゴーストなどは存在している。ちなみに私はこの理論を、《世界生命説》と名付けている」

　……話が大きすぎて、そして電波すぎてついていけない。

「しかも今回この世界と接続されてしまった《ゴーストの世界》──つまり《死者がゴースト化するという法則を持った世界》というのは非常に面白い性質があるようでね、どうも我々人間の持つ認識、意識、常識といった様々な概念を取り込んで、ゴースト達を縛る《法則》としているようなのだ。《十字架や護ご符ふには触れない》《空を飛ぶ》《物体を通り抜ける》。ゴーストが見せるこれら不可解な現象は全すべて、人間の《もしもゴーストという存在があるとすれば、それはこういうものに違いない》という意識が法則化したものなのだよ。まあ、《世界》がどのように法則を決定しているのかは私もまだ正しく把は握あくできていないのだがね。世の中にある多種多様な対立した考え方の中でどれが《法則しんじつ》として選び取られるのか──単純に多数決なのか、はたまた個人によって法則の決定に及ぼす影響力に違いがあるのか。ちなみに、宇宙や地中深くまで行けない理由、物体をすり抜けるくせに慣性の法則には従うといった矛盾が存在する理由は、そういったことを普段から意識している人間がほとんどいないからだと私は考えている」

　つらつらと……実に自慢げに、楽しそうに、喪も神がみは語る。

「だったら……ゴーストになる場合とならない場合があるのはどうしてですか？」

「良い質問だね。ゴーストになるのは死んだ人間の一割と言われているが、この数字には特に意味はなく、ただの統計上のデータにすぎない。先ほど言った通り、ゴースト化の条件は《ドラマティックな死》なのだよ。例えばそう……《神社に初はつ詣もうでに行った人々がテロに巻き込まれる》。例えば《幼おさな馴な染じみに告白した直後にトラックに撥はねられて死亡する》。例えば《喪も髪がみデパートがテロリスト集団に襲おそわれてそのオーナーである喪神象しよう事じという偉大な男が殺害される》。例えば《未み至し磨ま抗こう限げん流りゆうというトンデモ武術の継承者たちが北海道で謎なぞの刺客に襲われて殺される》。例えば《探偵に憧あこがれる少女が密室で殺される》──……」

　喪神がにやりと笑った。イヤな感じの笑みだ。

「ちなみに、《誰だれの》《どんな》死を《ドラマティックなもの》だと世界が認識するかは、これまた人々の持つ認識によって決まると考えられる。アメリカの大統領が暗殺されればまず間違いなくゴースト化するだろうが、ヤクザの幹部が殺されてゴースト化するかどうかは正直微妙なところだと思う。まあ、本人の《キャラの立ち具合》にもよるがね。……これとよく似ているのが夢だ。覚かく醒せい時じに強いインパクトのあった出来事であるほど、脳は《夢》として再構成しやすくなる。強い個性を持った人間が個性的に死んだときほどゴーストになりやすい。つまりゴーストとは、世界という《脳》によって再生された《夢》のようなものなのだよ。なお、何な故ぜ人間だけがゴーストになるかといえば、それは《少なくとも現在この世界と接続されている異世界はそういうものだから》としか言いようがない。もしかしたら他ほかにも、動物が死んでゴースト化する性質を持った異世界があるのかもしれないし、天国や地獄といった《魂の行き場》となる異世界が他にもあるのかもしれない。そのあたりは今後の研究課題だね」

　…………何も言えず、押し黙って喪神の理論を頭の中で再構成する。喪神はそんな僕の顔を妙にニヤニヤしながら見たあと、唐突に声を張り上げた。これまでの大物ぶった様子とはうって変わった──どことなく泣きそうな、ヘタレっぽい色が混じった悲鳴。

「というわけですよ《最後の最後でぶち壊しデウス・エクス・マキナ》！　知っていることは全部吐きました！　だからもう私を追いかけてくるのはお願いですからやめてくださいプリーズ！」

　どかんっ！

　天井を突き破って、《ブーメランばばあ》未み至し磨まツネヨが喪も神がみと僕の前に飛び降りてきたのはその直後のことだった。ここで出て来るのがまるで当然のように、ごくごく自然に、突然に。ババアは登場した。そして、相変わらずの嫌な嗤わらいを浮かべて言う。

「ヒッヒッヒッ、そうさねェ……あんたが抱えてる実行部隊《論理の飛躍オオクジヤクヤママユ》をあたしにそっくりそのまま譲渡して、それから自殺教と人間財団と人類原理教会と精神の翼とレクイエムズとカルマ騎士団とゴーストバスターズと火あぶり教団と……まあとにかく、過激な連中とのコネを一通り破棄するなら考えてやらなくもないがね」

　事情はさっぱり分からないがとんでもないことを言っていることだけは解るババアの台詞せりふに喪神は苦笑しつつ哄こう笑しようし、

「うわっはっはっは、なんとご無体な。というか、無む茶ちや苦く茶ちやすぎてもう笑うしかありませんな。それでは今後思う存分に実験が出来ないではありませんか。相変わらず、まるでラブコメに出て来る暴力系ヒロインのような恐るべき自己中っぷりですなあ」

「で、どうするんだい？」

「無論お断りです。何な故ぜなら貴女あなたはちいとも私の好みのタイプではないからです。もしも貴女が私の亡き妻に似ていれば、私も少しは考えたかもしれませんが」

「ヒヒヒ、そうかい。それなら……力ずくでねじ伏せるまでさね！」

「ははは、いかに貴女とて、ゴーストである私に攻撃を加えることは不可能でしょう。というか、あの……不可能です……よね？」

「それはどうかね。──来なっ！」

「──了解、師匠マスター」

　短い言葉とともに短いスカートをひらめかせ（あ、ピンク色のぱんつが見えた）ババアがぶちあけた天井の大穴から飛び降りて来たのは、拳けん銃じゆうを持ったツインテールの少女──抹まつ白しろ吏り架かちゃんだった。……え、ど、どういうこと!?　話の展開についていけない!!

「り、吏架!?　どうしてお前が未至磨ツネヨに従っているのだね!?」

　知り合いだったらしく、喪神が焦った声を上げる。

「あなたが嫌いだから。──死ね」

「おおっと！　まさか実の娘に裏切られてしまうとは！　私はなんと可哀かわい想そうなのだろう！　……というか、あの。その銃はあれだね、私が二年ほどかけて頑張って作った霊子銃の改良型だね。さすがにそれで撃たれたら私でも消滅してしまうのだが」

「だから死ね。速すみやかに軽やかに穏やかに爽さわやかに和やかにまろやかに死ね」

　再度早口でそう言って、吏架ちゃんが何の躊躇ためらいもなく喪神象しよう事じに発砲。ぱん、という乾いた音と共に放たれる凶弾。喪神は人間離れした俊敏な動作でそれを避よけつつ、「くっ、覚えていたまえ！　おおっと、これではまるで小悪党の捨て台詞だなっ！　というか一応私、実は今回の事件の黒幕だったりするのだが！　聞け久く遠どう悠ゆう紀き君、奈な多た彰あき人ひと君にゴースト化の秘密を教えて殺人を示し唆さしたのは私だ！　ああもう吏り架か！　人が話しているときに銃を撃つのはやめなさい！　うおっと、危ない！　と、とりあえず今回はさらばだぴょん！　機会があったらまた会おうか！　今回の事件で十分な数のサンプルを得たから、今後私が目立った動きをすることはないだろうがね！　我が実験は次のステージに移行する！　近いうちにこことそこ以外の世界をも行き来できるようになって、いつかは神や悪魔にも会ってみせよう！　夢追い人の野心は果てることがないのだよ！」真剣なのかふざけているのか判わからない様子で、大空へ向かって走っていく。その喪も神がみに、吏架ちゃんは無表情で発砲しながら、「……そんなことはさせない。元《論理の飛躍オオクジヤクヤママユ》筆頭にして、現未至磨抗限流銃術免許皆伝、《真っ白ホワイトアウト》抹まつ白しろ吏架──貴様を殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺す！」「だから何な故ぜ邪魔をするのだ吏架よ！　べつにこの世界に害を及ぼすわけでもないというのに！」「ヒゲがダサいから。顔が生理的に嫌いだから。足が臭いから」「がっびーん！」喪神の悲鳴、吏架ちゃんがリロード、そして発砲、ブーメランばばあも景気づけと言わんばかりに、デザートイーグルの二に挺ちよう拳けん銃じゆうを喪神目がけてどかどかと撃ちまくり、その硝しよう煙えんによって二人の姿が見えなくなる。「ヒヒヒッ、追うよっ！　ついてきな！」「了解、師匠」「ああそれから久く遠どうんとこの小娘！　新しい銃術の後継者が見つかったからあんたは破門だよ」「えへへ、じゃーね久遠クン、吏架ね、ホントはあなたのことが好きだったのっ！」突如銃声が止やみそんな声が聞こえて──煙が収まった頃ころには、喪神象しよう事じと未み至し磨まツネヨと抹白吏架の姿はどこにも見えなくなっていた。












　………………。

　…………。

　……えーと、なに？　この急展開。

「………………見なかったことにしよう」

　僕はきわめて常識的な対応をすることにした。世界の裏側であんな風にハッスルしている変態どものことなんて、僕には心底どうでもいい。





　　　　☆






　学校中を捜し回っても深み春はるたちとは合流できなかった。

　人ひと込ごみを歩き回ることに疲れ果て、僕は一人で屋上に行った。空はすっかり夕焼け色で、否いや応おうなく祭りの終わりを予感させる。十一月の夕方の屋上はかなり寒く、あたりに僕以外の人影はない。僕は何となく、かつて深春に告白された場所まで行った。グラウンドの中央ではファイヤーストームの準備がされていて、他ほかにも色んな屋台が出て賑にぎわっている。そこからさらに視線を遠くにやると、深春がトラックに撥はねられた交差点が見える。僕らは十二年前に出会って幼おさな馴な染じみになり、九年前に姉妹になり、六年前に共犯者になり、そして半年前にあの場所で恋人になった。我ながら、すごく奇妙な関係だ。

　すごく奇妙な関係だけど──……ずっと一緒だった。

「あっ、やっと見つけたあ！」

　黄昏たそがれている僕の背に──そんな声。深春の声。まるで狙ねらい澄ましたようなタイミングで、白しら咲さき深春はやってきた。僕は苦笑しつつ振り返る。ひかりちゃんや義妹いもうとたちの姿はない。深春だけ。二人きり。

　だが。喪も神がみ象しよう事じは言った。ゴースト化というのはすなわち、世界が夢を見ているようなものだ、と。あのヒゲオヤジの言うことが正しいと信じたわけじゃないけれど、もしも。もしも奴やつの言ったことが本当だとしたら──……。

　夢は、いつか醒さめる。それがいつなのかは、誰だれにも解らないけれど。夢の終わりは、いつだって唐突にやってくるのだ。そのことを、僕はよく知っている。

「いつまで経たっても見つけてくれないからこっちから捜そうってことになったんだけど、なんとなくここだって思ったんだー。えへっ、ボクすごい？　……て、どうしたの悠ゆう紀き？」

「難しいことを考えてた」

「またあ？　悠紀は難しく考えなくてもいいことを難しく考えるのが好きだよねー」

「べ、べつに好きなわけじゃない。ただの癖くせだ！」

　失礼なことを言って笑う深春に、僕は憮ぶ然ぜんとして反論した。

「ねっ、それで今はどんなムズカシーこと考えてたの？」

「……べつに。お前には関係ないことだよ」

「あててみよっか？」

「やってみろよ」

　挑発的に僕が言うと、深み春はるは不敵に笑い、しばしうーんとあごに手をあてて唸うなり、

「──人間が生きてる意味とか。幸せについてとか。自分が生まれた理由とか。もしもボクがこの世界から消えちゃったらどうしようとか。そんな感じ？」

「…………」

「あっ、図星だー」と深春が実に楽しそうに笑う。

「むむ…………なんでわかったんだ？」と僕は眉まゆ根ねを寄せる。

「わかるよー。悠ゆう紀きのことなら何でも。ていうか悠紀って、大抵いっつもそんなことばっかり考えてるよね。それかえっちなことか」

「……そうかな？」

「うんっ。悠紀はねー、自分が思ってるほど難しい性格してないよ。とってもシンプル。だから些さ細さいなことで悩んだり苦しんだり悲しんだりするんだね。ボクは──そんな悠紀が好きだけど……」

　くるり、とその場で深春が意味もなく回る。意味もなくスカートが翻ひるがえって意味もなく白いパンツと綺き麗れいなフトモモが見える。わざと見せているのだろう。意味もなく。




「……──もっとさ、楽に生きてもいいと思うよっ！」




　深春が言った。弾はじけるような笑顔。僕の心のもやもやを一撃で弾き飛ばすような笑顔。

　いつだって、深春はそうだ。

　細かいことでうじうじ悩んでいた僕が馬ば鹿か馬ば鹿かしくなる。

　この世界は、とてもとてもフクザツだ。小説みたいに裏で全すべての糸を引くわかりやすい黒幕がいたり、ゲームみたいにそいつを倒せば世の中が平和になるような悪のラスボスがいるわけじゃない。あまりに手強すぎて、最凶で最狂で最恐で、とても僕ごときの手には負えない。そしてそれは、誰だれにとっても同じことなのだ。喪も神がみ象しよう事じは大物ぶってるけどただの学者だし、未み至し磨まツネヨも世界というステージの上では一人の役者に過ぎない。

　例えるなら、それはまるでお化け屋敷ホーンテツド・ハウスなのだろう。この世界に生きる誰もが、おっかなびっくり、いつどこで何が出て来るか分からない暗くら闇やみの中を歩いている。ゴースト化現象があろうがなかろうが、世界はそれほど変わらない。いつ別れが訪れるかも分からない。

　いつ死ぬかも分からない。いつ消えるかも分からない。三分後に《異世界》とやらが目を覚まして深春が消えるかもしれない。五分後に僕が車に轢ひかれて呆あつ気けなく死んでしまうかもしれない。テロに巻き込まれるかもしれない。誰かに殺されるかもしれない。ちょっとシャレにならない、現在進行形で壊れていくこの世界で、僕たちは今、確かに生きている。

　僕は何も言わずに深春に微笑ほほえんだ。深春も何も言わず僕にゆっくりと歩み寄ってくる。

　沈みゆく夕ゆう陽ひ。学校の屋上。そんなありきたりすぎて陳ちん腐ぷなシチュエーションで。

　僕と深春は、二人、キスの真ま似ねごとをした。

「好きだよ」とどちらかが言って。

「ぼくも」とどちらかが言った。

　少なくとも、今このとき、世界はまだ終わっていない。それだけが真実。目の前に深み春はるがいる。あやふやな世界でただ一つ確かなこと。こんなろくでもない世界で、僕は大切なものを見つけられた。それは多分、すごいことだ。だから足あ搔がけ。日常にしがみつけ。




　────この世界で、生きていくために。





　《Haunted world》is endless. Like a labyrinth.

















プロローグその０　～バースデイ～







　いつだったか、こんな夢を見たことがある。それはどこかの病室で、ベッドには一人の若い女性がいる。彼女はひどく顔色が悪くて、僕には彼女がもうすぐ死ぬのだということが直感的に判わかった。それでも彼女は、どこまでも穏やかな笑みをたたえている。

　女性は、生まれたばかりの赤ん坊を優しく抱きかかえていた。

　ベッドの傍かたわらには医者と看護士、そして、女性の知り合いらしい背の高い老婆と、恰かつ幅ぷくのいい女性がいた。

　ふと、ベッドの女性が老婆と恰幅のいい女性にゆっくり手招きし、二人が顔を近づける。

「今から遺ゆい言ごんを言うね」

　穏やかに笑って、彼女はそんなことを言った。

「この子の名前。決めたの」

　彼女は、また、穏やかに笑った。そして愛いとおしげに、赤ん坊の頭を撫なでる。

「……この子の名前はね──……《悠ゆう紀き》。……色々つらいことも悲しいこともある時代だけど、それに負けないで悠々と生きてほしいっていう意味の名前」

「……あんたの娘に相応ふさわしい名前だね。この娘こはきっと強くなるよ」と老婆が言った。

「えへへ、そうでしょう？」

　静かに笑って──……女性はそのまま眠るように目を閉じる。

「可か憐れんちゃん、ツネヨさん……悠紀をお願いね──……」

　最さい期ごに、そんな言葉を言い残して。

　これは夢だ──と、このとき僕は確信した。

　なぜって、妖よう怪かいブーメランばばあが目に涙を浮かべるなんて、そんなことは世界が滅ほろびようともありえないからだ。

　不意に、病室の扉が開かれる。赤ん坊を抱きかかえた一人の若い女性が入ってきた。彼女はベッドの上で息を引き取った女性を、悲しい目で見ていた。




　と、そのとき。

　ベッドの上の赤ん坊と、女性に抱きかかえられた赤ん坊の目が合った。

　不思議そうな面持ちで、二つの小さな命はお互いの目を見つめ合う。

　不意に片方が、きゃっきゃっ、と楽しそうに笑う。

　もう片方も、つられるようにして笑顔になる。




　僕はもしかしたら、生まれたときから深み春はるに恋をしていたのかもしれない。

　そんなことを、僕は思った。








あとがきというか謝辞。







『ホーンテッド！』シリーズはこの巻で完結となります。




　この作品に関かかわってくれた全すべての人に心から感謝を捧ささげます。




　この作品を読んでくれた全ての人に心から感謝を捧げます。




　これまで私に関わってくれた全ての人に心から感謝を捧げます。




　これから私に関わってくれる全ての人にも、こうして心から感謝を捧げられるように、

　これからも頑張っていこうと思います。




　────ありがとうございました。





　　２００５年７月　たまには素直な気持ちで




平ひら坂さか読よみ







　平坂読先生の次回作にご期待ください。


　　　ＭＦ文庫Ｊ編集部（偽）










エピローグ＆プロローグ　墓穴掘り人形と愛にあふれたままならぬ世界







　ふと、幸せな光景を幻視した。

　それはさながら走そう馬ま燈とうのように。

　あまりにも幸せすぎる、決してあり得ないビジョンが、次々と僕の頭をよぎる。




　あるときの僕は、屋上で昼食をとっていた。そこにはひかりちゃんと僕と深み春はるがいて、深春はとても楽しそうに笑いながら、ひかりちゃんが「あーんしてください」と差し出した唐揚げを横からかっさらって食べた。「なにするんですか!?」と啞あ然ぜんとするひかりちゃんを横目に、僕はリンゴジュースを飲む。リンゴよりレモンの方が好きなんだけど。




　あるときの僕は、どこかの旅館で一いちノの瀬せさんに吏り架かちゃん、それから深春と一緒に、他た愛あいもないお喋しやべりに興じていた。胸の大きさの話とか、好きな人の話とか、猥わい談だんとか。「カヨの好きな人は誰だれなのっ？」と深春が身を乗り出して一ノ瀬さんを問い詰める。一ノ瀬さんは僕の方をちらりと見ながら、すぐに視線を外してすっとぼける。吏架ちゃんは部屋の隅っこで、そんな僕たちの様子を表向きだけ興味津々に見つめている。




　あるときの僕は、イリス、くおん、深春と一緒に、家の縁えん側がわでスイカを食べていた。スイカの種をほっぺたにつけた深春が、ガツガツとスイカを貪むさぼる。小食のイリスはすぐに満腹になってしまったようで、「ユウキ、イリスは眠いから膝ひざ枕まくらをしてほしい」と僕に甘える。そんなイリスに、くおんがふしだらな真ま似ねはやめろと注意する。イリスはきかない。くおんが刀の柄つかに手をかける。イリスが蛇じや腹ばら剣けんを手に取る。マジな斬きり合いが始まる五秒前。深春も参戦する気満々で拳こぶしを構える。僕は諦あきらめた顔でスイカを食べる。




　あるときの僕は、深春やひかりちゃんや義妹いもうとたちと一緒に、学園祭を見て回っていた。イリスはチョコバナナを「お前それ絶対狙ねらってるだろ」と突っ込みたくなるようなエロい表情でペロペロ舐なめ、ひかりちゃんもソフトクリームを以下略。くおんが「ふしだらです」とイリスを追いかけ回し、イリスとぶつかった僕の手からアイスが落ちる。そんな僕たちに、深春は妙にお姉さんぶった優しい笑顔を向ける。




　あるときの僕は、深春と手をつないで、学校への通い慣れた道を歩いていた。二人はとても初々しくて、恋人になったばかりなのだと傍はた目めにもすぐ解った。

　途中にある公園の木陰で、僕と深春はキスをした。そしたらいきなり周囲でわーっという歓声が起こって、突然現れたみんなが──ブーメランばばあが、ひかりちゃんが、黒くろ違い和わ慶けい介すけが、喪も神がみ象しよう事じが、紺こん藤どうが、一ノ瀬さんが、史し記きが、吏架ちゃんが、時とき山やま先生が、都みや古こさんが、セクハラバスガイドが、負け犬運転手が、義と父うさんが、義か母あさんが、くおんが、イリスが、千ち夏なつさんが、カルロスが、リカルドが、夏なつ樹き君が、伊い呂ろ波は先輩が、奈な多た先輩が、舞まい坂さか先生が、母さんが──、笑みを浮かべて口々に温かな冷やかしの言葉を告げる。

　僕は、まるで恋する乙女のように顔をうつむけて頰ほおを染める。深み春はるが僕と同じように照れながらも、底抜けに明るい笑顔を見せる。そして、世界に見せつけるように僕にもう一度キスをする。僕はますます顔を真っ赤にする。そんな僕を見て、深春が笑う。その笑顔は、まるでパトリオットミサイルのように僕の心を直撃する。

　楽しくて楽しくて、あまりにも楽しくて、僕は泣いてしまいそうだった。




「──悠ゆう紀き？　どうかしたの？」




　いぶかしげな深春の声に、僕ははたと我に返った。周囲には人の群れ。見慣れた商店街。目の前には、半透明な深春の顔。ああそうだ、今日は久しぶりに深春とのデートなのだ。

「なんでもない。ちょっと考え事してただけ。現実ってろくなことがないなあとか」

「ふーん？　なんだかよくわかんないけど、生きてれば、きっとイイこともあるよっ」

　深春が笑った。

「……ああ、そうだな」と頷うなずき、僕は歩き出す。それからふと、「深春」

「ん？」




「生きてるって、楽しいな」




　ちょっと照れながら、そんなことを僕は言った。この僕が言った。やっと言えた。

　深春が頷く。相変わらずの、なんの迷いも疑いも躊躇ためらいもない笑顔で。

「当ったり前じゃないっ！」

　その笑顔の眩まぶしさに、僕は目を細めた。……大丈夫。

　色々あるけど。色々あったけど。ちょっとありすぎなくらいに色々あったけど。

　きっとこれからも、もっともっと色んなことがあるんだろうけど。

　それでも僕の現実せかいは、幸せな夢うそなんかに負けてない。

　この化け物のような世界ホーンテツド・ワールドは、思っていたほど悪くない。幸せに至る道がことごとく崩壊クライシスしようとも、最悪な事件にどれだけ打ちのめされラツシユ・アンド・ラツシユても、理不尽きわまる終わらない迷宮エンドレスラビリンスのような世界の底辺で、僕は笑い続けてやる。

　それが僕の人生たたかいだ。幸せになんてなれなくてもいいけど、この戦いだけは負けられない。

　…………ああ本当に、生きてるって素晴らしいなあ。最高だなあ。楽しいなあ。ラブ！





　《Haunted world》is happy continuing.











　著者

　平坂読（ひらさか・よみ）

　　というわけで最終刊です。（以下、３巻の続き）

　　【やりたいこと】自分探し。

　　【やるべきこと】仕事探し。

　　【酔いやすいもの】酒、乗り物、人混み、自分。

　　【よくやること】自分語り。

　　【よくやること】自分騙り。

　　【好きなもの】自分。

　　【嫌いなもの】自分。

　　色々とすいませんでした。




　イラストレーター

　片瀬優（かたせ・ゆう）

　　三重県出身で現在は東京都在住のイラストレーター。

　　「吸血鬼のおしごと１～７」「海辺のウサギ」「サンダーガール！」（電撃文庫）「エンリル・エッジ」（ファミ通文庫）等のイラストを担当。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／片瀬優











ホーンテッド！④




エンドレスラビリンス








平坂読
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